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能越自動車道は,北陸自動車道の小矢部・砺波」CTか ら北上し

て,高岡市,氷見市を通り,石川県輪島市に至る高規格幹線道路と

して計画されました。この能越自動車道及び関連アクセス道の建設

に伴い,当事務所では平成 4年度から,その計画路線内の多数の遺

跡を発掘調査 してまいりました。

本書は平成10年度から13年度までの4箇年にわたり調査を実施し

た,高岡市に所在する近世北陸道遺跡・手洗野赤浦遺跡・岩坪岡田

島遺跡の発掘調査報告書です。

3遺跡の発掘調査の結果,古 くは縄文時代前期後半から近世に至

るまで,さ まざまな時代の生活と開発の跡が明らかになりました。

これらの集落跡には,地震や洪水といった自然災害を乗 り越えて,

村をつくり,田畑を耕して開発を進めてきた先人の足跡が刻まれて

います。また,時代の移り変わりとともに村の暮らしも少しずつ変

わっていったことが読み取れます。特に岩坪岡田島遺跡では,平安

時代の終わり頃には河川から水を得,漁をするなど自然に密着した

生活が営まれていました。しかし,鎌倉時代になると台地上に道路

を敷設し,用水を引き,多数の井戸を掘るなど,住みよい生活基盤

を整えるため自然を改変する技術も生まれました。

こうした発掘調査の成果が,文献には表れない人々の生活をひも

とく一助となり,今後の研究に活用されれば幸いです。

本書をまとめるにあたり,ご協力とご指導を頂きました関係機関

及び関係諸氏に厚 く感謝申し上げます。

平成19年 3月

財団法人富山県文化振興財団
埋蔵文化財調査事務所

所 長 岸 本 雅 彼
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1 本書は富山県高岡市岩坪地内に所在する岩坪岡田葦遺跡,同手洗野地内に所在する手洗野禁滞

遺跡,同笹川地内に所在する近世北陸署遺跡の発掘調査報告書である。

2 調査は建設省北陸地方整備局 (現 国土交通省北陸地方整備局)か らの委託を受けて,財団法人

富山県文化振興財団が行った。

3 本遺跡の発掘調査期間と本書刊行までの整理期間は下記のとおりである。

調査期間  岩坪岡田島遺跡 平成11(1999)年 10月 18日 ～11月 29日

平成12(2000)年 5月 22日 ～12月 19日

平成13(2001)年 5月 22日 ～11月 30日

手洗野赤浦遺跡 平成11(1999)年 5月 21日 ～10月 19日

近世北陸道遺跡 平成10(1998)年 6月 10日 ～ 6月 30日

整理期間  平成14(2002)年 4月 1日 ～平成19(2007)年 3月 16日

4 本書の編集は,越前慎子が担当した。本文執筆は越前のほか,新宅 茜,町田賢―が担当し,執

筆分担は文末に記 した。

5 整理作業中に下記の方々の指導・助言等を受けた。

珠洲…………………………………吉岡康暢氏 (前国立歴史民俗博物館 )

輸入陶磁器…………………………山本信夫氏 (金沢大学埋蔵文化財調査センター
)

瀬戸美濃……………………………藤澤良祐氏 (愛知学院大学)

6 遺物の写真撮影は,写房楠華堂,ア オヤマスタジオに委託 した。

7 自然科学的な分析は以下の諸機関に委託 し,そ の成果について報文を得た。

花粉分析 。珪藻分析………………lMl古環境研究所,棚パレオ・ラボ

樹種同定……………………………lkl古環境研究所,卸元興寺文化財研究所,lklパ レオ・ラボ

種実同定 。骨同定…………………lklパ レオ・ラボ

漆塗膜分析…………………………漆器文化財科学研究所

土器成分分析………………………パリノ・サーヴェイ株式会社

放射性炭素年代測定………………lkl古環境研究所,lkl加速器分析研究所

8 木製品の年輪年代測定は光谷拓実氏 (奈良文化財研究所),呪符木簡の釈文は水野正好氏 (側

大阪府文化財センター),石製品の石材鑑定は,砥石をlMlア ルカ,その他を赤羽久忠氏 (富 山市

科学文化センター),噴砂地磁気測定は広岡公夫氏 (大谷女子大学),地震痕跡鑑定は寒川 旭氏

(産業技術総合研究所)に依頼 した。

なお,光谷拓実氏,広岡公夫氏,寒川 旭氏より分析結果について玉稿を賜った。

9 絵図 (幅波郡村々組繕国)は ,働高樹会から提供を受けた。

10 発掘調査から本書の作成に至るまで,下記の方々および機関から多大なご教示・ご協力を得た。

記 して謝意を表したい。 (敬称略,五十音順 )

池野正男,上野 章,大岡由紀子,垣内光次郎,川崎 昇,木下 亘,窪寺 茂,栗山雅夫 ,

酒井清治,佐々木孝雄,佐藤 隆,関 清,武部喜充,藤井昭二,藤井雅乗,藤永正明,

宮崎泰史,安 英樹,山 口辰一,山本典幸,高岡市教育委員会,富山県教育委員会

口
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本書は2分冊からなる。第一分冊には本文 。挿図 。一覧表,第二分冊には自然科学分析と写真図

版を掲載する。

本文・挿図で扱った遺構・遺物は,一覧表に掲載 している。

本書で示す方位は全て真北である。

挿図の縮尺は下記を基本とし,各図の下に縮尺率を示す。

遺構 建物 :1/100,溝 :1/40・ 1/200,井戸 1/20。 1/40,土坑 1/20。 1/40

遺物 土器・陶磁器 :1/3～ 1/6,木製品 :1/2～ 1/8,石製品 :2/3～ 1/3

金属製品 :1/1～ 1/3

遺構の略号は以下のとおりである。

SA:柵 , SB:建物, SD:自 然流路・溝・池, SE:井戸, SF:道路, SI:竪穴状遺構 ,

SK:土坑,SP:柱 穴,SX:そ の他

岩坪岡田島遺跡の遺構については,調査時に地区毎に付 した番号に,下記のような数値を加算 し

て遺構番号とした。番号は遺構の種類に関わらず連番号とするが,建物・柵 。道路・土器集中地

点には新たに番号を付 した。各地区の遺構番号に加算 した数値は,次のとおりである。但 し複数

の地区にわたる遺構は,小さい方の遺構番号で示す。

大地区 :加算せず,Bl地 区 :+10,B2地 区 :+100,B3地 区 :+300

Cl～ C3地区 :+400,C4地 区 :+500,C6地 区 :+■00,C7地 区 :+1200

遺物は遺跡ごとに遺物番号を付 し、本文・挿図 。一覧表 。写真図版中の遺物番号は一致させてあ

る。岩坪岡田島遺跡・手洗野赤浦遺跡については、土器陶磁器・木製品・石製品 。金属製品・骨

角製品ごとに連呑を付 し,出土状況図中の遺物番号は,木製品は「木」,石製品は「石」,金属製

品は「金」を冠 して示す。

遺跡の略号は,岩坪岡田島遺跡「0210-地区名」,手洗野赤浦遺跡「02T A」 ,近世北陸道遺

跡「02K H」 で,遺物の注記には略号を用いた。

施釉陶器の釉の掛かる範囲は 1点鎖線で示 した。 2種類以上の釉が掛かる場合や絵付けがされて

いる場合は トレースの濃淡で示 した。

遺物の煤付着部分及び漆器の赤色漆の部分等,遺構図中の地山及び炭化物等はスクリーントーン

で示す。以下に図示 したもの以外については図中に凡例を示 した。

スス・コゲ      黒色漆     赤彩・赤色漆
(漆器抗・皿以外)

O O
黒色土器 赤彩 (スクリーントーンと併用)

10
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11 土層および遺構埋土の色については,農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色

彩研究所色票監修『新版 標準土色帖』を参照した。また,土質については,建設業労働災害防

止協会1973「上の種類の見分け方」『土止め支保工組立等の作業指針 〔第 1巻〕一作業主任者講

習テキストー』を参照した。

12 遺構一覧及び本文中で用いる遺構についての用語は以下の文献を参考にした。

掘立柱建物 :奈良国立文化財研究所 1976『 平城宮発掘調査報告Ⅶ』

井戸 :宇野隆夫 1982「井戸考」『史林』第65巻第 5号

13 遺物のうち,珠洲・輸入陶磁器・古瀬戸・瀬戸美濃の分類と編年に関する用語は以下の文献を参

考にした。

珠洲 :吉岡康暢 1994F中 世須恵器の研究』吉川弘文館

輸入陶磁器 :山本信夫 2000『太宰府の文化財第49集 太宰府条坊跡�一陶磁器分類編―』

太宰府教育委員会

森田 勉 1982「14～ 16世紀の白磁の型式分類と編年」『貿易陶磁研究No 2』 日本

貿易陶磁研究会

上田秀夫 1982「 14～ 16世紀の青磁碗の型式分類について」『貿易陶磁研究No 2』

日本貿易陶磁研究会

古瀬戸・瀬戸美濃 :藤澤良祐他 2005「施釉陶器生産技術の伝播」F全国シンポジウム 中世窯

業の諸相一生産技術の展開と編年』中央大学文学部日本史学研究会

14 遺構一覧・遺物一覧の凡例は以下のとおりである。

①遺構の埋上に切り合い関係がある場合は,備考4fdに 新>古のように記号で示す。

②規模・法量の ( )内は現存長を示す。

③胎土色調・釉色調は農林水産省技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所色票監修 F新版

標準土色帖」・財団法人日本規格協会『標準色票 光沢版』を使用し,釉色調の和名は小学館

『色の手帖』より似たものを使用した。なお,陶磁器のうち複数の色が見られる場合は,最 も

多く使用されている色を記し,その他は特記事項に記す。但し透明釉の場合は記入しない。
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第 2図  能越自動車道関連埋蔵文化財包蔵地位置図

第 3図  調査地区区割図

第4図  現地説明会・記者発表報道記事

第 5図  地形図

第 6図  遺跡の位置 1

第 7図  遺跡の位置 2

第 8図  手洗野赤浦遺跡・岩坪岡田島遺跡調査位置

第 9図  岩坪岡田島遺跡 財団調査cl～c7地区と高岡市教育委員会調査地区

第10図  岩坪岡田島遺跡 高岡市教育委員会調査地区出土遺物

第11図  東大寺領須加村墾田地関係図

第12図  周辺の遺跡

第13図  岩坪岡田島遺跡 基本層序

第14図  岩坪岡田島遺跡 縄文時代遺構全体図

第15図  岩坪岡田島遺跡 縄文時代遺構実測図     SXl121
第16図  岩坪岡田島遺跡 古墳時代～古代遺構実測図  S1l SD696
第17図  岩坪岡田島遺跡 古墳時代～古代遺構実浪1図   SBl SB2 SAl
第18図  岩坪岡田島遺跡 古墳時代～古代遺構実測図  SBl SB2 SAl SK27
第19図  岩坪岡田島遺跡 古墳時代～古代遺構実測図  S1l SD506 SD579 SD696 SD697 SD737 SD744

SD745 SD838 SD843 SD917 SD1379 SD1390

SD1501 SK507 SK743 SK844 SK847 SK851

SK1297 SK1298 SK1356 SK1378 SK1432

土器集中10

第20図  岩坪岡田島遺跡 古墳時代～古代遺構実測図  SD401 SD506 SD579 SD697 SP513
第21図  岩坪岡田島遺跡 古墳時代｀古代遺構実測図  SD737 SD744 SD745 SD837 SD838 SD843 SD917

SD1379 SD1390 SD1501 SK743 SK836 SK844

第22図  岩坪岡田島遺跡 古墳時代～古代遺構実測図  SK847 SK851 SK1297 SK1298 SK1356 SK1378
SK1432

第23図  岩坪岡田島遺跡 古墳時代～古代遺構実測図  土器集中地点10

第24図  岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図       SB3 SB4 SA2～ sA4 SD104 SD140 SD141 sD142

SK105

第25図  岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図       SB3 SA2～ sA4 SK144

第26図  岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図       SB4
第27図  岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図       SB5～ SB7 SA5 SP217 SD150

第28図  岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図       SB5～ SB7 SA5

第29図  岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図       SB8～ SBll

第30図  岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図       SB8 SK1323
第31図  岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図       SB9 SB10 SBll
第32図  岩坪岡田島遺跡 中世遺構実測図       SB12～ sB15



第33図  岩坪岡田島遺跡

第34図  岩坪岡田島遺跡

第35図  岩坪岡田島遺跡

第36図  岩坪岡田島遺跡

第37図  岩坪岡田島遺跡

第38図  岩坪岡田島遺跡

第39図  岩坪岡田島遺跡

第40図  岩坪岡田島遺跡

第41図  岩坪岡田島遺跡

第42図  岩坪岡田島遺跡

第43図  岩坪岡田島遺跡

第44図  岩坪岡田島遺跡

第45図  岩坪岡田島遺跡

第46図  岩坪岡田島遺跡

第47図  岩坪岡田島遺跡

第48図  岩坪岡田島遺跡

第49図  岩坪岡田島遺跡

第50図  岩坪岡田島遺跡

第51図  岩坪岡田島遺跡

第52図  岩坪岡田島遺跡

第53図  岩坪岡田島遺跡

第醜図 岩坪岡田島遺跡

第55図  岩坪岡田島遺跡

第56図  岩坪岡田島遺跡

第57図  岩坪岡田島遺跡

第58図  岩坪岡田島遺跡

第59図  岩坪岡田島遺跡

第60図  岩坪岡田島遺跡

第61図  岩坪岡田島遺跡

第62図  岩坪岡田島遺跡

第63図  岩坪岡田島遺跡

第64図  岩坪岡田島遺跡

第65図  岩坪岡田島遺跡

第66図  岩坪岡田島遺跡

第67図  岩坪岡田島遺跡

第68図  岩坪岡田島遺跡

第69図  岩坪岡田島遺跡

第70図  岩坪岡田島遺跡

第71図  岩坪岡田島遺跡

第72図  岩坪岡田島遺跡

第73図  岩坪岡田島遺跡

第74図  岩坪岡田島遺跡

第75図  岩坪岡田島遺跡

第76図  岩坪岡田島遺跡

第77図  岩坪岡田島遺跡

第78図  岩坪岡田島遺跡

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図
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中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世遺構実測図

中世末期～近世遺構実測図
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第79図  岩坪岡田島遺跡

第80図  岩坪岡田島遺跡

第81図  岩坪岡田島遺跡

第82図  岩坪岡田島遺跡

第83図  岩坪岡田島遺跡

第84図  岩坪岡田島遺跡

第85図  岩坪岡田島遺跡

第86図  岩坪岡田島遺跡

第87図  岩坪岡田島遺跡

第88図  岩坪岡田島遺跡

第89図  岩坪岡田島遺跡

第90図  岩坪岡田島遺跡

第91図  岩坪岡田島遺跡

第92図  岩坪岡田島遺跡

第93図  岩坪岡田島遺跡

第94図  岩坪岡田島遺跡

第95図  岩坪岡田島遺跡

第96図  岩坪岡田島遺跡

第97図  岩坪岡田島遺跡

第98図  岩坪岡田島遺跡

第99図  岩坪岡田島遺跡

第100図  岩坪岡田島遺跡

第101図  岩坪岡田島遺跡

第102図  岩坪岡田島遺跡

第103図  岩坪岡田島遺跡

第104図  岩坪岡田島遺跡

第105図  岩坪岡田島遺跡

第106図  岩坪岡田島遺跡

第107図  岩坪岡田島遺跡

第108図  岩坪岡田島遺跡

第109図  岩坪岡田島遺跡

第110図  岩坪岡田島遺跡

第111図  岩坪岡田島遺跡

第112図  岩坪岡田島遺跡

第113図  岩坪岡田島遺跡

第114図  岩坪岡田島遺跡

第115図  岩坪岡田島遺跡

第116図  岩坪岡田島遺跡

第117図  岩坪岡田島遺跡

第118図  岩坪岡田島遺跡

第119図  岩坪岡田島遺跡

第120図  岩坪岡田島遺跡

第121図  岩坪岡田島遺跡

第122図  岩坪岡田島遺跡

第123図  岩坪岡田島遺跡

第124図  岩坪岡田島遺跡
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第125図  岩坪岡田島遺跡 遺物実測図 木製品     SD4 SDll SE508 包含層

第126図  岩坪岡田島遺跡 遺物実測図 木製品     SM51 SE1229 SK1301 SK1305 SX12
第127図  岩坪岡田島遺跡 遺物実測図 石製品     SD301 SX■ 21 土器集中地点2 土器集中地点3

土器集中地点8

第128図  岩坪岡田島遺跡 遺物実測図 石製品     SD301 SE508 包合層

第129図  岩坪岡田島遺跡 遺物実測図 石製品     SD301 SE504 SEl105 SK428

第130図  岩坪岡田島遺跡 遺物実測図 金属製品    SD301 SK1208 SK1371 包含層

第131図  岩坪岡田島遺跡 遺物実測図 金属製品    SD301 SD401 SE508 SE693 SE850 SE1001 SE1229
SE1299 SK404 SK743 SKl108 SK1278 SK129

包含層

第132図  岩坪岡田島遺跡 遺物実測図 金属製品    SB18 SP676 SD401 SD453 SD1485 SE451 SE503
SE504 SE508 SE850 SE1204 SK404 SKワ 7 伍含層

第133図  岩坪岡田島遺跡 遺構実測図 地震痕跡    地割れ

第134図 岩坪岡田島遺跡 遺構実測図 地震痕跡    噴砂 地割れ

第135図 岩坪岡田島遺跡 遺構実測図 地震痕跡    地割れ (SX10)

第136図  岩坪岡田島遺跡 遺構実測図 地震痕跡    地割れ (SX10)噴砂

第137図  岩坪岡田島遺跡 遺構実測図 地震痕跡    地割れ (SX10)

第138図  岩坪岡田島遺跡 遺構実測図 地震痕跡    地割れ (SX12)

第139図  岩坪岡田島遺跡 遺構実測図 地震痕跡    地割れ 噴砂 (SX241～ SX243)

第140図  岩坪岡田島遺跡 遺構実測図 地震痕跡    噴砂

第141図  岩坪岡田島遺跡 遺構実測図 地震痕跡    噴砂

第142図  岩坪岡田島遺跡 遺構実測図 地震痕跡    噴砂

第143図 手洗野赤浦遺跡 基本層序

第144図 手洗野赤浦遺跡 遺構実測図         SBl～ SB3 SP285

第145図 手洗野赤浦遺跡 遺構実測図         SBl～ SB3

第146図 手洗野赤浦遺跡 遺構実測図         SB4～ SB6

第147図  手洗野赤浦遺跡 遺構実測図         SB7～ SB10

第148図  手洗野赤浦遺跡 遺構実測図         SB8～ SB10

第149図  手洗野赤浦遺跡 遺構実測図         SBll SB12
第150図  手洗野赤浦遺跡 遺構実測図         SBll SB12 SP23
第151図  手洗野赤浦遺跡 遺構実測図         SAl SA2
第152図 手洗野赤浦遺跡 遺構実測図         SP51 SP53 SPЙ  SP65 SP126 SP135 SP152 SP157

SP191  SP205

第153図  手洗野赤浦遺跡 遺構実測図         SD4 SD109 SDl10 SD138 SD151 SK252
第154図  手洗野赤浦遺跡 遺構実測図         SD4 SD109 SD■ O SD151 SK252

第155図  手洗野赤浦遺跡 遺構実測図         SD5 SD6 SD147 SD170 SD237
第156図  手洗野赤浦遺跡 遺構実測図         SD5
第157図 手洗野赤浦遺跡 遺構実測図         SD6 SD147 SD237
第158図  手洗野赤浦遺跡 遺構実測図         SD6
第159図  手洗野赤浦遺跡 遺構実測図         SD153 SD154
第160図  手洗野赤浦遺跡 遺構実測図         SD156 SD168 SD169
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第 I章 調査経緯

1 調査に至る経緯

(1)調査の契機

能越自動車道 (一般国道470号 )は,富山県砺波市と石川県輪島市を結ぶ延長約100kmの 自動車専用

道路で,昭和62年 (1987年)に高規格幹線道路網計画の一部として策定された。富山県内では,約45

km力渭十画され,これまでに北陸自動車道 。東海北陸自動車道と連結する小奥島砺波JCT(ジ ャンク

ション)か ら高岡北 IC(イ ンターチェンジ)までの約18肺 (高岡砺波道路)狩ミ開通し,さ らに北上

して氷見 IC(氷見高岡道路)と 灘緒 IC(七尾氷見道路)が設置される予定となっている。

能越自動車道の建設計画は平成 2年 (1990年)4月 に建設省 (現国土交通省)か ら富山県教育委員

会 (以下,県教委)に示され,路線予定地内の埋蔵文化財の取り扱いについて,建設省北陸建設局

(現国土交通省北陸地方整備局)・ 県教委・河、矢都市教育委員会の三者により協議が行われた。その結

果,埋蔵文化財の分布状況を把握するため,小矢部市の用地買収完了地域で早急に分布調査を実施す

ることとなった。以後,平成 2年 (1991年 )か ら小矢部市 。旧福岡町 。高岡市・氷見市域の分布調査

を県教委 (富山県埋蔵文化財センター)が主体となり,当該市町教育委員会の協力を得て実施した。

(2)分布調査

平成 9年 (1997年)の分布調査は,高岡市国讐・五十堂地内 (高岡 IC～高岡北 IC間 )を対象と

して3月 22日 に実施し,両地内で新たに3箇所の埋蔵文化財包蔵地を確認した。その結果,高岡市国

吉地内の包蔵地をNE」 -10・ ■,五十里地内の包蔵地をNEJ-12と した。

平成12年 (2000年 )の分布調査は,高岡市五十

里・西海老坂,氷見市蒲田・飯久保・惣領・矢田

部・上久津呂・粟原 。中谷内・中尾 。大野・鞍川

地内 (高 岡北 IC～氷見 IC聞 )を対象として 3

月22～ 29日 に実施し,それぞれの地内で周知の遺

跡 9箇所 (板屋谷内B古墳群,板屋谷内C古墳群 ,

中尾横穴墓群,中尾新保谷内遺跡,中尾坊田遺跡 ,

飯久保城跡,正保寺遺跡,中谷内遺跡,粟原A遺

跡)の他に,新たに9箇所の埋蔵文化財包蔵地と

1箇所の埋蔵文化財包蔵推定地 (中尾地内)を確

認した。その結果,包蔵地の仮名称は高岡市五十

里地内をNE」 -13,西海老坂地内をNEJ-14,
氷見市惣領地内をNE」 -15。 16,矢田部地内を

NE」 -17,上久津呂地内をNEJ-18。 19,中

尾・大野・鞍川地内をNE」 -20。 21と した。

(3)確認調査

分布調査の結果報告から,埋蔵文化財包蔵地の

今後の取り扱いについて検討が行われた。その結

第 1図 調査位置図

調査地1 近世北陸道遺跡
調査地2 岩坪岡田島遺跡・手洗野赤浦遺跡
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第 2図 能越自動車道関連埋蔵文化財包蔵地位置図 (1:50,000)

ワ



第 I章 調査経緯

果,遺跡のより明確な範囲と内容について把握するため,確認調査を実施することとなった。

確認調査は建設省から委託を受け,平成 2年度は小矢部市教育委員会,平成 8年度は高岡市教育委

員会,それ以外は財団法人富山県文化振興財団 (以下,財団)が実施 した。

平成 2・ 4・ 6・ 8年度の確認調査では,遺構 。遺物を確認 した埋蔵文化財包蔵地から五社遺跡・

石名田木舟遺跡・地崎遺跡 (小矢部市)。 開諄大滝遺跡・衰島遺跡・江尻遺跡・下老子笹川遺跡 (高

岡市)と 命名 した。また,周知のHS-01遺跡は,近代以降の遺構のみで本調査の必要なしとした。

平成10年度の確認調査は, 6月 1日 に近世北陸道推定地,■月9日 ～12月 12日 までNE」 -10。 11

で実施 した。その結果,いずれの埋蔵文化財包蔵地でも遺構・遺物を確認 し,近世北陸道推定地を近

世北陸道遺跡,NE」 -10を手洗野赤幣遺跡,NEJ-11を 岩坪岡通鷺遺跡と命名 した。また,本調

査の必要な面積は,合計約17,700♂ と確定した。

平成11年度の確認調査は,10月 18日 から12月 1日 までNE」 -12で 実施 したが近世以降の遺構・遺

物 しか確認できず,本調査の必要なしとした。

平成13年度の確認調査は, 5月 16・ 17日 にNE」 -13, 7月 30。 31日 にNEJ-14,10月 9～ 22日

にNE」 -21,10月 22～ 25日 に中尾易崎遺跡 。中尾新保谷内遺跡,10月 25～ 29日 にNEJ-20で実施

した。その結果,いずれの埋蔵文化財包蔵地でも遺構 。遺物を確認 し,NE」 -13を五十里沼田遺跡 ,

NE」 -14を 望訴遺跡,NEJ-20を 中尾茅戸遺跡,NEJ-21を 神明北遺跡 。大野江淵遺跡と命名

し,中尾坊田遺跡・中尾新保谷内遺跡を統合 して中尾新保谷内遺跡とした。また,本調査の必要な面

積は,合計約43,400ぽ と確定 した。

(4)本 調査

本調査については,平成 3年 4月 に,建設省・県教委 (県埋蔵文化財センター)。 財団の協議で
,

遺跡の範囲が確定 している五社遺跡,石名田遺跡,地崎遺跡の本調査の要望が出された。その結果 ,

県教委及び財団は,東海北陸自動車道関連の調査が終了する平成 4年度から,同財団埋蔵文化財調査

事務所が能越自動車道関連の本調査を受託することで合意し,調査体制の整備及び調査方法の検討を

進めた。以後,平成 4年度は五社遺跡,平成 5年度は開群大滝遺跡・石名田木舟遺跡・五社遺跡 。地

崎遺跡,平成 6年度は石名田木舟遺跡・五社遺跡,平成 7年度は,石名田木舟遺跡・衰島遺跡・江尻

遺跡・下老子笹川遺跡,平成 8。 9年度は下老子笹川遺跡の本調査を実施 した。

平成10年度は,福岡PA～高岡 IC間 (高岡砺波道路)に ある下老子笹川遺跡を中心に近世北陸道

遺跡もあわせて5月 26日 ～11月 80日 まで本調査を実施 した。

平成11年度は,高岡 IC～高岡北 IC間 (高岡砺波道路)にある手洗野赤浦遺跡を中心に岩坪岡田

島遺跡 (Cl～ 3地区)も あわせて5月 21日 から11月 29日 まで本調査を実施 した。

平成12年度は,高岡 IC～高岡北 IC間 にある岩坪岡田島遺跡 (A・ Bl・ C4。 C5地区)で 5

月22日 ～12月 19日 まで本調査を実施 した。

平成13年度は,高岡 IC～高岡北 IC間 にある岩坪岡田島遺跡 (B2・ B3,C6・ C7地区)を

中心に高岡北 IC～氷見 IC間 (氷見高岡道路)にある堂前遺跡もあわせて5月 22日 から12月 11日 ま

で本調査を実施 した。
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近代陶器 土製品 木製品 金

属製品

◎縄文時代晩期

◎弥生時代後～終末期

◎古墳

◎古代

◎中世

◎近世

近世北陸道推定地

(近世北陸道遺跡)

高岡市笹川
◎近世

HS-01 高岡市内島 六家 分布調査   務 lll10 陶器

溝 ピット土坑 近代以降

NEJユ O

(手洗野赤1甫 遺跡)

高岡市手洗野 分布調査 土師器

確認調査 3Й7 H101124～ 128 須恵器 中世土師器 珠洲 越

中瀬戸 陶磁器

古代

◎中世

NE」■1

(岩坪岡田島遺跡)

高岡市岩坪

膳認調査 滞 土抗 弥生土器 土師器 須恵器

中世土師器 珠洲 中国製陶

弥生

◎古代

◎中世

NE」 12 高岡市五十里 分布調査    37500 陶器

自然流路

板屋谷内B古墳群

板屋谷内C古墳群

H123″～329

確認調査 円墳 縄文土器 須恵器 珠JI鉄剣 縄文

◎古墳

NE}13
(五十里沼田遺跡)

分布調査   15300 土師器

泄 土坑・谷 古墳

NEJ‐14

(登前遺跡)

高岡市西海老坂 分布調査    4400 H123ル ～3カ 縄支土器

確認調査     90 縄文土器

正保寺逮跡 氷見市飯久保 H12322～ 329 土師器 珠洲

確認調査     228 澪 土坑 柱穴 土師器 須恵器 中世上師器 代

士

古

由

◎

６

NEJ‐ 15

(惣領野際遺跡)

氷見市惣領 H12322～3" 土師器

確認調査    1,064 泄 土坑 柱穴 土師器 中世土師器 珠洲 瀬 ◎古墳

◎中世

NE}16

(惣 領浦之前遺跡)

分布調査    8p10 土師器 須恵器 珠洲

確認調査 灘 土坑 柱欠 縄文土器 土RT器 //a恵 器 中

世土師器 珠洲 青磁

◎縄文

◎古墳

◎古代

NE}17 氷見市矢田部 分布調査 土師器 珠洲 陶器

確認調査 ■14717～ 926 縄文土器 土師器 須恵器 中世

NE」 18 氷見市上久津呂 分布調査    5,500 米洲

確認調査     4‐ 7 縄文上器 土師器 須忌器 殊

測

NE」 19

(上久津昌中屋遺跡) 確認調査 溝 土坑 穴 谷 縄文土器 土師器 須恵器 中

世土師器 珠洲 青白磁 青穂

◎縄文

◎古代

8

粟原A遺跡 氷見市来原 介布調査    6ユ lX ■12322～ 329 土師器 須恵器

濫 土坑 桂穴 土師器 須恵器 ◎古代

中谷内遺跡 氷見市中谷内

確認調査 牌 主坑 柱穴 縄文土器 土師器 須恵器 中

世土師器 珠洲 瀬戸美lTA信

楽 白磁 漆器 石at品

◎縄文

◎古墳

◎古代

1尾横穴墓群 氷見市中尾

確認調査 珠洲

NEJワ 0

(中尾茅戸遺跡) 確認調査     882 I1131025～ 1029 溝 土 f7L 土師器 須恵器 中世土師器

珠洲

◎古墳

◎古代

キ尾埋蔵文化財包蔵推定地 分布調査   13plxl

中尾坊田遺跡 中尾新保谷内遥跡

(中尾新保谷内遺跡 )

分布調査    20400 H12322～ 329 須恵器

確認調査    1143 巌 土坑 柱穴 土師器 須恵器 中世土師器

珠洲

◎古墳

◎古代

NEJワ 1 氷見市中尾 大野 鞍

川 大野新 確認調査    4194

調査に至る経緯

第 表 能越自動車道関連埋蔵文化財包蔵地 遺跡調査一覧

能趣自動車適関連埋蔵文化財包蔵地・追跡 参考文献

神保孝造 1993「 NEJ-07(下 老子遺跡)」「能越自動車道関係埋蔵文化財包蔵地調査報告 ―小矢都市～福岡町間―J 財団法人富山県文化振興財回埋蔵文化財調査事務所

池野正男 酒井重洋 河西健二 1995「能越自動車道関係埋蔵文化財包蔵地調査報告 ―NEJ-08遺 跡一J 財団法人富山県文化振興財団連蔵文化財調査事務所

高柳由紀予 新宅茜 町田賢―はか 2006「下老子笹川遺跡発掘調査報告J 財団法人富山県文化振興財回埋蔵文化財調査事務所

中Ⅲ寸亮仁 1999「試掘確認調査」F埋 蔵文化財調査概要 ―平成10年度一J 財団法人富山県文化振興財団連蔵文化財調査事務所

山口辰―刻ヽ村正之 1997「富山県高岡市 HS―Ol遺 跡第4次調査―試掘調査概要報告書―J高岡市教育委員会

日本淳一郎 1995「能越自動車道関係埋蔵文化財包蔵地調査報告 ―NEJ-10 NEJ― ユーJ 財回法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所

深堀茜 21110「 NEJ-19埋 蔵文化財包蔵地試掘調査」F埋 蔵文化財調査概要 ―平成二二年度―J 財団法人富山県文化IFt興 財団連蔵文化財調査事務所

管日薫 野口雅美 21X14「 能越自動車道関連埋蔵文化財包蔵地調査報告 NE」 -19(上 久津呂中屋選跡)板屋谷内B古墳群 板屋谷内C古墳群1 財回法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所

町田賢- 2002「能越自動車道関連理蔵文化財包蔵地試掘調査報告 NeJ-13 NEJ-14 NEJ-20 NEJ-21中 尾坊田遺跡 中尾新保谷内遺跡J 財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所

越前慎子 長瀬出 211113「 能越自動車道関連埋蔵文化財包蔵地調査報告 NE」 -15(惣 領野際遺跡)NEJ-16(惣領浦之前遺跡)NE]-17 NEJ-18正 保寺遺跡 粟原A遺跡 中谷内選跡 中尾横穴墓辞 中

尾茅戸遺跡j 財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所

11青山晃 2005「能越自動車道関連埋蔵文化財包蔵地調査報告 中尾埋蔵文化財包蔵推定地 NEJ-22(大 野中遼跡)NE」 -23(七 分一堂口遺隊)NEJ-24(加納谷内選跡)NEJ-25(稲積天坂遺跡)NEJ
-27(宇波西遺跡)NEJ-29J 財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所
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2 調 査 経 過

(1)調査 方法

発掘調査の基準となるグリッドの設定に際しては,国家座標を基にした。遺跡毎の座標は,近世北

陸道遺跡では+79,880-18.820を XOYO,手 洗野赤浦遺跡では+84.000-17.600を XoYO,岩 坪岡

田島遺跡では+84,300-17.300を XoYOと し,南北方向をX軸 ,東西方向をY軸 とした。グリッド

は, 2m方眼とし,各グリッド名は北東角のX軸 とY軸の座標とした。発掘範囲は,近世北陸道遺跡

でX12～ X25。 Y4～ Y24,手洗野赤浦遺跡でX12～ X59・ Y5～ Y48,岩坪岡田島遺跡でX22～ X
151。 Y22～ Y170で ある。なお,岩坪岡田島遺跡では,複数年に渡る調査 となることから道路や水路

や現況水田の畦畔などによってA・ Bl・ B2・ B3・ Cl・ C2・ C3・ C4・ C5。 C6・ C7
の合計11調査区に分けた。

調査は,表土・耕作土・無遺物層の除去,遺物包含層の発掘,遺構確認面の精査 。遺構の検出,遺

構の発掘,遺構の記録,写真撮影,空中写真測量,測量補足作業,断割等の残務の順で行った。なお,

調査に係わる作業員の管理 。機械掘削 。人力掘削 。写真撮影用足場の組み立てや解体及び安全対策等

は,工事請負 として株式会社佐藤工業が請け負った。空中写真測量及び平面図の作成は,株式会社イ

ビソク (平成11年度)・ 株式会社アジア航測 (平成12・ 13年度)に委託した。

表土・耕作土・無遺物層の除去は,人力掘削による調査の事前準備として,財団調査員立ち会いの

もと,試掘調査の結果をふまえ,基本層序を確認 しながら,工事請負業者が重機により行った。また
,

場所によっては無遺物層の除去も行った。

遺物包含層の発掘はスコップ等を用い,人力で掘削した。つF土搬出にはベル トコンベヤーを使用 し,

路線敷内の調査区隣接地に集積 し,ダ ンプによる調査区外への搬出は工事請負業者が行った。

遺構確認面の精査・遺構の検出は,遺構確認面に達するとジョレンやねじり鎌で精査 し,検出した

遺構は石灰によるマーキングを行い,平板を用いて遺構概略図を作成 した。検出した遺構には,遺構

番号を付すが,各地区毎に遺構の種類に関わらず通 し番号とした。

遺構の発掘は,柱穴・井戸・小さい土坑は長軸に沿って半裁,大 きい土坑は十字またはそれ以上に,

溝は適宜に間隔をあけてセクションベル トを残 し,移植ごて等で発掘 した。

遺構の記録は,断面図を20分の 1で実測し,遺構によってはlo分の 1の遺物出土状況図や平面図を

作成 した。各遺構の断面は,3511n4カ メラで,遺物出土状況や個別遺構の完掘写真 。ブロック写真はブ

ローニー判 (6× 7)カ メラもあわせて撮影した。調査区の全景写真は,3541mカ メラ・ブローニー判

カメラ 。4× 5イ ンチ判カメラで 2方向以上から撮影している。使用 したフィルムは,35almは カラー

と白黒,ブローニー判・ 4× 5イ ンチ判はカラースライドと白黒を使用 した。遺構の平面図作成には,

空中写真測量を利用 し,撮影にはヘリコプター (実機)ま たはラジコンヘリコプターを使用 した。

最後に残務として,井戸や柱根の残る柱穴など完掘の困難な遺構は,空中写真測量終了後に断ち割

りを行い,遺構の底面を確認 し,図面等を作成 した。また,調査区によっては人力または重機で遺構

面よりも下層の状況確認を行った。

(2)調査 の経過

平成10年度の調査は,下老子笹川遺跡,近世北陸道遺跡を対象に行った。近世北陸道遺跡は,市道

立野笹川線を挟む南北両側を調査区とし,近世北陸道の側溝 とみられる溝を確認 した。調査期間は
,

6月 10～ 30日 である。



2 調査経過

平成10年度

平成■年度

平成12年度

平成13年度

第 3図 調査地区区割図
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遺跡名 地 区 面 調査期間 廷べ日数 調査面積 調査担当者 検出遺構 出土遺物

近世北陸道 近世 H10610～ &30 12日 間 489rざ

深堀 茜

町田賢一

上田尚美

溝 瀬戸,越中瀬戸,唐津,伊万里,曲 物底板,煙管,火箸

手洗野赤浦

蟻
弛
　
一　
　
穏
概

H l1521-1019 83日 間

2,900ゴ

越前慎子

深堀 茜

町田賢一

掘立柱建物,

柱穴,井戸,土

抗,畑 ,噴砂

土師器,須恵器,中世土師器,珠洲,越前,信楽,中 国製白磁,中

国製青権,中 国製染付,古瀬戸,瀬戸美濃,瓦質土器,越中瀬戸,

唐津,伊万里,土錘,下駄,匙 ,柱 ,曲 物,円 形板,漆器,石鉢,煙管,

銭

■646ゴ

掘立柱建物,

柱穴,溝 ,自然

流路,井戸,土

坑,噴砂

土師器,須恵器,中世土師器,珠洲,越前,信楽,土 師質土器,中

国製白磁,中 国製青磁,古瀬戸,瓦質土器,唐津,土錘,曲 物,抗 ,

円形板,折敷,呪符木簡,鍬,柱,漆器,五輸塔,砥石,銭,第

岩坪岡田島

A

層

世

上

近
H12522～ 830 65日間 3,965コ 置

越前慎子

町田賢一

溝,噴砂 越中瀬戸,唐津,伊万里,煙管

層

世

中

中
E12714～929 49日 間 5.547�

自然流路,地

割れ

須恵器,中 世土師器,珠洲,人尾,中 国製白磁,中 国製青磁,中 国

製言白磁,山茶碗,古瀬戸,瀬戸美濃,瓦 質土器,土錘,柄,木地皿,

漆器,籠状木製品,砥石,銭

層

代

下

古
H12925-l128 鬱 日間 5,547∬

掘立柱建物,

柱穴
土師器 ,須恵器 ,黒 色土器 ,土錘

中世 H12919-1215 36日 間 745∬

越前慎子

自然流路
土師器,須恵器,中 世土師器,珠洲,古瀬戸,瀬 戸美濃,越 中瀬戸

唐津,伊万里,土錘,漆器,円 形板,釘 ?

中世 H13522～ 89 49日間 2451正

掘立柱建物,

柱穴,溝 ,自然

流降,土抗,地

割れ

土師器,須恵器,黒色土器,中 世土師器,殊洲,越前,中 国製白磁,

中国製青磁,中 国製青白磁,古瀬戸,瀬戸美濃,越中瀬戸,唐津,

伊万里,土人形,土錘,下駄,柱,砥石,鉄津

B3 中世 H13522～ 1012 35日 間 Z017ゴ
柱穴,濤 ,自然

流路,土坑

土師器,須恵器,灰釉陶器,中 世土師器,珠洲,瀬戸美濃,越中瀬

戸,唐津,伊万里,中 国製白磁,中 国製青磁,土錘,銭

Cl

中世 Hll 10 18～ 1129 24日間

204コ正

町田賢一

上田尚美

溝,上坑 須恵器,中 世土師器,珠洲,越中瀬戸,鉄津

C2 125だ 柱穴,溝,井戸,

土坑

縄文土器,弥生土器,土師器,須恵器,中 世土師器,珠洲,中 国製

青磁,鉄津

C3 Юlだ 柱穴,溝,土抗 須恵器,中 世土師器,珠洲,中国製白磁,中 国製青磁,越中瀬戸,

砥石,鉄津,羽 口

C4
代

世

古

中
H121019～ 1219 33日 間 1.533∬

町田賢一

掘立柱建物,

竪穴状遺構,

柱穴,溝 ,自 然

流路,井戸,土

坑,道路

縄文土器,土師器,須恵器,黒色土器,製塩土器,中 世土師器,珠

洲,越前,中 国製白磁,中 国製青磁,越中瀬戸,土製暖房具P,餃

子形土製品,土錘,漆器,砥石,刀 子,釣針状製品,羽日,釘 P,鉄津

C5 中世 H121α26～ 1129 17日 間 177ゴ 溝,井戸,上坑
縄文土器,土師器,須恵器,中世土師器,珠洲,中 国製白磁,中 国

製青磁,瀬戸美濃,越中瀬戸,唐津,伊万里,土製暖房具P,上錘,

下駄,漆器,井戸枠,曲 物,漆布?,雁股鏃,鋲津

C6

上層

中世
H1352-74 24日間 873∬

町田賢一

田中昌樹

柱穴,溝,井戸,

上坑

土師器,須恵器,中世土師器,珠洲,中 国製青磁,上錘,磨石・敲石
砥石,刀 子

層

文

下

縄
I11375-810 25日間 580だ

土坑,自然流

路,土器集中

地点

縄文土器,敲石,凹石,磨石

C7

境
猷
概
　
一
穏
緻

H13522～ 1015 87日 間 3,334r正

掘立柱建物,

柱穴,溝 ,自 然

流路,道路,井

戸,土坑

弥生土器,上師器,須恵器,黒色土器,製塩土器,中 世土師器,珠

洲,越前,加賀,中 国製白磁,中 国製青磁,古瀬戸,瀬戸美濃,越

中瀬戸,唐津,伊万里,上錘,土人形,下駄,曲 物,井戸枠,漆器,紡

錘車?,円形板,抗,櫛,柱,敲石 ,砥石,石鍋,扁 平片刃石斧,引 き手
金具,握り鋏,羽 日,釘,銭,鉄津

H131016～ 1130 30日 間 1,016コ正
自然流路,土

器集中地点
縄文土器,石鏃
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平成■年度の調査は,手洗野赤浦遺跡,岩坪岡田島遺跡を対象に行った。手洗野赤浦遺跡では,中

世中頃～後半の集落や地震による大型の噴砂を確認した。調査期間は, 5月 21日 ～10月 19日 である。

岩坪岡田島遺跡では,遺跡の北東端のCl～ C3地区で中世前半の集落を確認した。調査期間は10月

18日 ～11月 29日 である。

平成12年度の調査は,岩坪岡田島遺跡を対象に行った。A地区では古代の集落や中世の流路や近世

の溝や地震による地割れや噴砂,Bl地区では中世の流路,C4,C5地 区では古代の集落と中世前

半の集落を確認した。調査期間は, 5月 22日 ～12月 19日 である。

平成13年度の調査は,岩坪岡田島遺跡・堂前遺跡を対象に行った。岩坪岡田島遺跡では,B2・ B

3地区で中世前半の集落や地震による噴砂や地割れ,C6。 C7地区では縄文時代前期の土器集中地

点や古代の集落や中世前半の集落を確認した。調査期間は, 5月 22日 ～■月30日 である。

(3)調査指導

発掘調査にあたり,以下の専門家による現地指導を受けた。

・平成11年 7月 8日 寒川 旭 (通産省地域地質研究所)

……手洗野赤浦遺跡の噴砂について

。平成12年 7月 12日 , 9月 6。 28日 ,11月 28日 寒川 旭 (産業技術総合研究所)

……岩坪岡田島遺跡の地割れ 。噴砂について

。平成13年 7月 31日 広岡公夫 (富山大学,現大阪大谷大学)

……岩坪岡田島遺跡の噴砂の年代について

・平成13年 8月 9日  寒川 旭 (産業技術総合研究所)

……岩坪岡田島遺跡の地割れ・噴砂について

(4)調査体制

平成10(1998)年度

総  括 桃 野 真 晃

谷 井 保 男

庶  務 宮 成 真 幸

蒲 田 和 志

江 本 裕 一

棚 田 信 之

調査総括 狩 野  睦

調 査 員 深 堀  商

上 田 尚 美

町 田 賢 一

平成■ (1999)年 度

総  括 桃 野 真 晃

谷 井 保 男

上 野  章

総  務 宮 成 真 幸

江 本 裕 一

棚 田 信 之

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所主任

坦蔵文化財調査事務所主事

埋蔵文化財調査事務所主事

埋蔵文化財調査事務所嘱託

埋蔵文化財調査事務所調査第二課長

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所主事

埋蔵文化財調査事務所嘱託
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整理総括 狩 野  睦

担  当 越 前 慎 子

深 堀  商

上 田 尚 美

町 田 賢 一

平成12(2000)年度

総  括 桃 野 真 晃

肥 田 啓 章

上 野  章

総  務 竹 中 慎 一

江 本 裕 一

棚 田 信 之

整理総括 狩 野  睦

担  当 越 前 慎 子

町 田 賢 一

平成13(2001)年度

総  括 桃 野 真 晃

肥 田 啓 章

上 野  章

総  務 竹 中 慎 一

江 本 裕 一

棚 田 信 之

整理総括 酒 井 重 洋

担  当 越 前 慎 子

町 田 賢 一

田 中 昌 樹

(5)普及活動

A 現地説明会

発掘調査の結果を広く一般に公開するために,調査工程を検討しながら対象地区を選定して平成■

～13年の間に年に1回ずつの計 3回現地説明会を実施した。

平成■年10月 9日 に手洗野赤浦遺跡において実施した。下層で検出した中世後半の集落を会場に,

約150名 の見学者が訪れた。まず現場事務所前で概略図を用いて全体説明を行い,続いて現地で石組

み井戸や掘立柱建物などの主な遺構で調査員が説明及び見学者の質問等に対応した。また,遺物展示

会場では,出土遺物及び遺構の写真パネル等の展示を行った。

平成12年 12月 17日 に岩坪岡田島遺跡において実施した。噴砂や地割れを検出したA地区と中世前半

の集落を検出したC4地区を会場に,約 170名 の見学者が訪れた。現場事務所前で概略図を用いて全

体説明を行い,現地では各地区の主な遺構で調査員が説明及び見学者の質問等に対応した。なかで

も,記者発表を行った天正地震や飛越地震に関わる地割れ ,噴砂の状況は注目を集めていた。また,

遺物展示会場では,出土遺物 。遺構の写真パネル等の展示を行った。

埋蔵文化財調査事務所調査第二課長

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所総務課課長補佐

坦蔵文化財調査事務所主事

坦蔵文化財調査事務所嘱託

埋蔵文化財調査事務所調査第二課長

坦蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所総務課課長補佐

埋蔵文化財調査事務所主事

埋蔵文化財調査事務所嘱託

埋蔵文化財調査事務所調査第二課長

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事
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平成13年 10月 6日 に岩坪岡田島遺跡において実施した。古代と中世前半の集落を検出したC7地区

を会場に,約 100名 の見学者が訪れた。まず現場事務所前でこれまでの調査の概要説明,続いて今年

度の調査について概略図を用いて説明を行つた。続いて現地にて掘立柱建物や井戸や道路などの主な

遺構で調査員が説明及び見学者の質問等に対応した。また,遺物展示会場では,出土遺物及び遺構の

写真パネル等の展示を行った。それから,現地では公開できなかった下層で出土した縄文前期の土器

を展示し,更に縄文土器の文様を再現できるよう粘土板に原体を転がす体験コーナーを設けた。

B 遺物の展示

現地説明会の他に,他の遺跡とあわせて遺物の展示を行つた。

平成17年 2月 18日 ～3月 6日 に,富山県高岡文化ホールと共催で当事務所の調査した遺跡出上の遺物

の展示「古代のかたりベー大規模発掘調査の速報展―」を行い,手洗野赤浦遺跡から中世土師器・陶

磁器,岩坪岡田島遺跡から縄文土器 。陶磁器の展示を行つた。

C 記者発表

平成12年 9月 29日 に,岩坪岡田島遺跡A地区で噴砂に切られた地割れの検出状況を新聞6社やテレ

ビ局 1社に対し記者発表を行った。地割れは天正地震,噴砂は飛越地震によるものと考えられ,県内

では数少ない大地震の痕跡として大きな関心が寄せられた。

(6)整理経過

出土遺物は各年度内に可能な限り洗浄・注記 。分類を行った。木製品・石製品 。金属製品はメモ写

真を撮影し,それぞれ整理台帳を作成した。木製品は収納・管理の便宜を図るためオートシーラーと

専用フイルムを用いてパックし,仮保管している。調査概要については,『埋蔵文化財年報』(10)～

(13),『埋蔵文化財調査概要』 (平成10年度～平成13年度)と して発干Jし ている。なお,『紀要 富山

考古学研究』において,調査担当者による以下の報告が行なわれている。

『紀要 富山考古学研究 第 2号』 1999年 3月

。新宅輝久「近世北陸道遺跡の調査から」

『紀要 富山考古学研究 第 5号』 2002年 3月

・田中昌樹「岩坪岡田島遺跡出土の縄文土器」

この他に以下の雑誌に考察や発表がなされている。

。新宅輝久 2000「富山県道路遺構集成 近世北陸道遺跡」『大境 第20。 21号』富山考古学会

・町田賢- 2000「富山 。手洗野赤浦遺跡」『木簡研究 第22号』木簡学会

・町田賢- 2002「富山県の地震痕跡確認遺跡」『古代学研究 157』 古代學研究會

・越前慎子・町田賢- 2002「手洗野赤浦遺跡・岩坪岡田島遺跡における地震痕跡」『古代学研究

158』 古代學研究含

・寒川旭・越前慎子・町田賢- 2002「富山平野の北西縁で検出された地震の痕跡J『活断層・古地

震研究報告 第 2号』産業技術総合研究所地質総合センター

報告書刊行に向けての室内整理作業は,平成14年 4月 に開始した。14年度は木製品 。石製品 。金属

製品の写真撮影および実測,15年度は木製品保存処理,16年度は土器・陶磁器の接合・復元,図面編

纂,平成17年度は土器・陶磁器の実測 。写真,挿図及び図版作成, トレース,原稿執筆,18年度は原

稿執筆,編集,印刷,校正を行った。

遺物の洗浄 。バインダー処理,土壌の洗浄は,現場において現場整理作業員が行った。土器・陶磁

器の注記・接合・復元・色塗り,石製品の注記は,室内整理作業員が行つた。



2 調査経過

遺物の実測は,土器・陶磁器を調査員及び室内整理作業員が行つた。木・金属製品は,株式会社シ

ン技術コンサル・株式会社エイテックに,石製品は,株式会社アルカに委託した。遺物実測図は,種

類別の遺物カードに直接書き込むか只占り込んで整理した。遺構実測図・写真・航空測量図は,各台帳

を作成して整理し,遺構カードとともにパーソナルコンピュータを使用してデータ入力した。挿図に

ある遺構・遺物のデータは,観察表として掲載した。データ入力は人材派遣会社に委託し,整理作業

員が補足した。図面編纂は,株式会社北隆航測に委託した。

遺物の写真撮影は,写房楠華堂・アオヤマスタジオに委託し,4× 5イ ンチ判を基本に,白黒とカ

ラースライドフイルムを使用した。写真図版には,密着焼付または引き伸ばしたものを使用した。遺

構写真・遺物写真のうち重要なものはプロフォトCD化 して保存した。

自然科学的分析は,平成12年度から平成17年度にかけて専門機関に委託し,結果報告を掲載した。

木製品のうち重要なものは,平成15～ 16年度にかけて財団法人元興寺文化財研究所に委託し,保存

処理および一部復元を行った。

(7)整理体制

平成14(2002)年度

総  括 桃 野 真 晃 埋蔵文化財調査事務所所長

肥 田啓 章 埋蔵文化財調査事務所副所長

上 野  章 埋蔵文化財調査事務所副所長

総  務 竹 中慎 一 埋蔵文化財調査事務所総務課課長補佐

廣 田英 貴 埋蔵文化財調査事務所主事

整理総括 酒 井 重 洋 埋蔵文化財調査事務所調査第二課長

担  当 中チキ1道 子 埋蔵文化財調査事務所主任

中野由紀子 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

町 田 尚美 坦蔵文化財調査事務所文化財保護主事

平成15(2003)年度

総  括 桃 野 真 晃 埋蔵文化財調査事務所所長

関   清 埋蔵文化財調査事務所主査・副所長

盛田世津子 埋蔵文化財調査事務所副所長・総務課長

総  務 竹 中慎 一 埋蔵文化財調査事務所総務課課長補佐

廣 田英 貴 埋蔵文化財調査事務所主任

整理総括 宮 田進 一 埋蔵文化財調査事務所調査第二課長

担  当 伊 藤  潔 埋蔵文化財調査事務所主任

町 田賢 一 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

平成16(2004)年度

総  括 桃 野 真 晃 埋蔵文化財調査事務所所長

関   清 埋蔵文化財調査事務所主査 。副所長

盛田世津子 埋蔵文化財調査事務所副所長・総務課長

総  務 竹 中慎 一 埋蔵文化財調査事務所総務課課長補佐

廣 田英 貴 埋蔵文化財調査事務所主任

岩 田扶 紀 埋蔵文化財調査事務所主任

ヱ〃



整理総括 宮 田 進 一

担  当 伊 藤  潔

青 山 裕 子

新 宅  商

町 田 賢 一

平成17(2005)年度

総  括 桃 野 真 晃

関   清

盛田世津子

総  務 竹 中 慎 一

岩 田 扶 紀

整理総括 宮 田 進 一

担  当 越 前 慎 子

高柳由紀子

町 田 尚 美

平成18(2006)年度

総  括 岸 本 雅 敏

山 本 正 彼

カロ藤豊イ台郎

総  務 浅 地 正 代

岩 田 扶 紀

整理総括 宮 田 進 一

担  当 越 前 慎 子

金三津道子

朝田亜紀子

埋蔵文化財調査事務所調査第二課長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所主査・副所長

埋蔵文化財調査事務所副所長・総務課長

埋蔵文化財調査事務所総務課課長補佐

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所調査第二課長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所主査・副所長

埋蔵文化財調査事務所副所長・総務課長

埋蔵文化財調査事務所チーフ

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所調査第二課長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

第 I章 調査経緯

(町 田賢―)
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第Ⅱ章 立地と歴史的環境

1 立地

(1)立地

近世北陸道遺跡・手洗野赤浦遺跡・岩坪岡田島遺跡は,富山県西部の高岡市に所在する。高岡市は
,

人口約182,000人 (平成18年 11月 現在),面積209。 38km2の富山県第 2の都市である。高岡市の地勢は
,

北に富山湾,西 に宝達山から続く西山丘陵,その中を庄川と小矢部川の2つ の大河川が南北に流れ,

これによる扇状地・低地が市の大半を占める。扇状地扇端部の高岡台地には,江戸時代に高岡城が開

かれ,こ れを中心に市街地が形成された。この他の地域は,北陸道沿いの宿から発展した町や寺院を

中心とする町などがあり,その周囲はかつて加賀百万石を支えた水田が広がる。

(2)地形

A 近世北陸道遺跡

近世北陸道遺跡は,高岡市の中央 (高岡市笹川)にあり,現在は市道立野笹川線 (旧北陸道)と そ

の両脇となっている。この付近は,庄川扇状地扇端部と小矢部川とに挟まれた小矢部川低地と呼ばれ

標高約12mを 測る。調査前の現況は,市道の他は大半が水田である。

地形分類図によれば,低地で氾濫平野に分類される。

B 手洗野赤浦遺跡・岩坪岡田島遺跡

手洗野赤浦遺跡・岩坪岡田島遺跡は,高岡市南西部 (高岡市手洗野・岩坪)にあり,西を西山丘陵,

東を小矢部川に挟まれた低地となっている。なお,手洗野赤浦遺跡は低地部のみであるが,岩坪岡田

島遺跡の多くは西山丘陵から続く台地状の高まりに位置する。現在の標高は,ほ場整備がなされてい

るが,手洗野赤浦遺跡・岩坪岡田島遺跡の低地部で約 7m,岩坪岡田島遺跡の台地部で約 9mを測る。

調査前の現況は,宅地及び水田である。

地形分類図によれば,手洗野赤浦遺跡と岩坪岡田島遺跡の低地部 (A・ B,C6・ C7地区の一部)

は低地で氾濫平野,岩坪岡田島遺跡の台地部 (Cl～ C5。 C7地区)は微高地と分類される。

(3)地質

A 近世北陸道遺跡

地質図によれば近世北陸道遺跡は,第 4紀一完新世一平野の表層堆積物―河成堆積物一蛇行帯 (砂

及び礫・泥を伴う)に相当する。更に土壌図では,粗粒グライ土壌となっている。このことは,北に

流れる小矢部川による堆積物でグライ化したものであろう。ちなみに南にある下老子笹川遺跡は,扇

状地扇端部にあり,こ こから一段下りたところが近世北陸道遺跡となっている。

B 手洗野赤浦遺跡・岩坪岡田島遺跡

地質図によれば,手洗野赤浦遺跡と岩坪岡田島遺跡の低地部 (A・ B・ C6・ C7地区の一部)は ,

近世北陸道遺跡同様に第4紀―完新世―平野の表層堆積物―河成堆積物―蛇行帯 (砂及び礫・泥を伴

う)に相当する。更に土壌図では,強粘質の細粒グライ土壊となっている。これらは,東側を流れる

小矢部川が現在でも大きく蛇行しているように流路を変えながら流れていてその堆積物によって作ら

れたものなのであろう。岩坪岡田島遺跡の台地部 (Cl～ 5,7地区)は,第 4紀―完新世―平野の

表層堆積物―河成堆積物―自然堤防 (砂 ・礫を伴う),グライ土壌で低地部とは若千地質が異なる。
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第Ⅱ章 立地と歴史的環境
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1 立地

これも小矢部川による堆積が大きいのであろうが,西側の西山丘陵との変換点に位置し,小字に岡田

島とあることから島状に飛び出したような感じであったのであろう。

2 歴史的環境

(1)地名の由来

A 近世北陸道遺跡

近世北陸道遺跡は,能越自動車道関連の分布調査の結果,平成 5年 (1998年)につけられた遺跡名

である。北陸道は,古代の官道七道の一つで重要な交通幹線であったがその道筋は古代 。中世・近世

と時代及び政治状況が変化する毎に変遷 していつた。近世北陸道でも当初は富山と石動 (小矢部市 )

間が現在の県道富山戸出小矢部線 とほぼ同じ道筋であったが,高岡城開城 (1609年)後は旧国道 8号

線とほぼ同じ道筋へと変化 している。今回調査 した近世北陸道遺跡は,後者の道筋で,立野町 (現高

岡市立野)と福岡町 (現高岡市福岡町福岡)の町並みの間である笹川村 (高岡市笹川)に位置する。

近世北陸道遺跡の所在する高岡市笹川は,文献では中世以前のことは記されていないが,輻波郡

五位荘笹川村に属 しており,天正14(1586)年には,前田利勝により「篠河村」に九斎市を開催する

事を許されたとある。生業は,水田耕作であり,一部で菅作 りも行われた。明治時代になると町村制

実施に伴い,立野村に属 し,昭和30(1955)年 に合併 して高岡市となり現在を迎える。

B 手洗野赤浦遺跡・岩坪岡田島遺跡

手洗野赤浦遺跡・岩坪岡田島遺跡は,能越自動車道関連の分布調査及び東大寺領荘園「須加村墾田

地」の比定地としてNEJ-10。 11埋蔵文化財包蔵地とされたが,平成10年 (1998年)確認調査の結

果出土遺物から中世の遺跡としてこの遺跡名が命名されたものである。手洗野赤浦遺跡は,高岡市手

洗野に小字の赤浦を付けたもので,岩坪岡田島遣跡は,高岡市岩坪に小字の岡田島を付けたものであ

る。いずれもかつては国吉村に属 しており,現在でも国吉地区と呼ばれる。

国吉は,「主比美 し」から生まれた地名とされ,文献では『吾妻鏡』延応元年 (1239年 )に"国吉

名"の所有を巡つて五十嵐惟重と小見近家とが争い北条泰時が沙汰する記事があり,少なくとも鎌倉

時代に遡る地名である。

手洗野は,縄文時代に滝ゾポ島遺跡 (晩期中葉),弥生時代に間尽遺跡 (中期～後期)と 西山丘陵

裾に遺跡がつくられ,古墳時代になると誉蓉古墳群 (出現期)や四十九古墳群など丘陵上に古墳が作

られた。古代以降は,古代北陸道が通つていたり,二上山養老寺があり,こ れを中心に開けたようで

ある。元享 3年 (1323)に は,珍山源照により越中国初の曹洞宗寺院信光寺が開かれ,現在でも四十

九という地名が残るが,こ の付近に多 くの堂宇が作 られたらしい。信光寺は,戦国時代に一旦衰退 し

たが,江戸時代になって瑞龍寺広山恕陽によって再興された。江戸時代の手洗野は,幅波郡国吉郷手

洗野村に属 し,信光寺とその周辺が門前町のようである他は水田が大半で,採柴商いや菅笠,養蚕 ,

ゴボウの生産が行われるなどの農村であった。その後は,明治22年 (1889年)に幅波郡国吉村手洗野 ,

昭和26年 (1951年)に高岡市手洗野となり今日に至る。

岩坪は,岩坪岡田島遺跡以外に遺跡は見つかつていないが,古代北陸道の通る交通の要所であつた

ようである。史料では,康正元年 (1455年 )に室町幕府から小串成行に"岩坪保"が安堵されたとあ

り (「足利義政御教書」),室町時代には公的な土地制度の一端を担っていたことがわかる。また,嘉

禎元年 (1235)に 創建されたとする超願寺があり,慶長14年 (1609年)の高岡築城に伴う移転まで栄

ヱδ
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えていたようである。江戸時代には幅波郡国吉郷岩坪村で,氷見―守山一岩坪―佐加野一石動と巡検

上使の通る公的な道路「氷見往来」が走つていた。また,岩坪岡田島遺跡の低地部と台地部とを分け

る下八ケ用永は,廷宝元年 (1673年 )に入ヶ新村開拓の灌漑のために三日市で小矢部川から取水し,

二上まで開かれたものである。その後は,明治22年 (1889年)に幅波郡国吉村岩坪,昭和26年 (1951

年)に高岡市岩坪となり今日に至る。

(2)既往の調査 と知見

岩坪岡田島遺跡の本格的な調査は,能越自動車道関連の調査以降であるが,それと併行してまたそ

れ以降にも高岡市教育委員会による調査が何度か行われている。能越自動車道建設に伴う住宅移転の

ための調査 (岡元・岡崎 1・ 岡崎 2・ 金土・山口地区)では,中世前半の区画溝・井戸 。土坑を検出

し,土師器・須恵器・中世土師器・珠洲 。青磁・羽口・鉄淳などが出土している。この調査は,試掘

確認調査で遺構検出までしか行っていないため,詳 しい内容はわからないが,財団の調査したCl～

C3地区に隣接する調査区であり,区画溝はそれに繁がるものが多いことから岩坪岡田島遺跡の集落

全体を把握するには良好な資料である。

工場や資材置き場等の建設に伴う調査 (グ ラスキューブ・三芝硝材地区)では,古代の上坑・溝を

検出し,弥生土器・土師器・須恵器・緑釉陶器 。中世土師器・珠洲などが出上している。これらの調

査区は,遺跡北側の開析谷に位置し,財団の調査区とは異なる集落の様相が見られ,岩坪岡田島遺跡

には遺跡内でも時代を違えていくつかの集落があることがわかる。

この他の調査は,小規模の確認調査でほとんど遺物は出上していない。

なお,近世北陸道遺跡と手洗野赤浦遺跡は,能越自動車道関連以外での調査は行われていない。

※ 高岡市教育委員会の調査内容については,栗山雅夫氏にご教示頂いた。

第 3表 手洗野赤浦遺跡・岩坪岡田島遺跡既往の調査

手洗野赤浦遺飾・岩坪岡田島避跡既往の調査 文献
岡本淳―郎 1999「能越自動車道関係理蔵文化財包蔵地調査報告
荒井 隆 21X O'市内遺跡調査概報XJ高 岡市教育委員会
山口辰- 21111「岩坪岡田島遺跡」「宮山県埋蔵文化財センター年報
太田浩司 21111'市内遺跡調査概報�J高 岡市教育委員会
太田治司 21102「市内遺跡調査税報�l高 岡市教育委員会
荒井 隆 2004「市内避跡調査概報�J高岡市教育委員会
荒井 隆 2005「市内遺跡調査概報�J高岡市教育委員会

NEJ-10 NEJ-1lJ財 団法人富山県文化振興財団理蔵文化財調査事務所

平成11年度J富山県埋蔵文化財センター

調査年月日 避蔵文化財包蔵地
遺跡名

調査地 調査地区名 調査主体 vA査原因 濡査の方鴻 麺
⑪ ”ｍ

主な時代 主な遺穂 主な遺物 備考 文献

1∞VH/24
～199y12/8

筆岡市国吉1_215外 財団
題肇
自動車道の確認調査

“

世漕 須恵器 中世土師器 珠洲 越中瀬戸 手洗野赤浦
遺跡とする

託岡市国吉1鬱2外 弥生古代
中世近世

中世溝
土坑 穴

弥生土器 土師器 須恵器

“

世土師器
珠洲 瀬戸美渡

岩坪岡田島
遺跡とする

1999/5/10 岩坪岡田島遺雛 高岡市目吉2002外 釜土地区 高岡市教委 個人住宅の建設 l l137 古代 中世 古代土坑
溝

土師器須恵器 珠洲 言磁 白磁
越中源戸 肥前■錘 羽口鉄津銅銭

高岡市目吉2005外 山口地区 中世溝
土坑

土師器須恵器 珠洲 青磁 自磁
越中瀬戸 羽日鉄津抵石

199ツシ13
～199ν″16

高岡市国吉1887外 岡|.Sl地 区 中世 中世井戸
土坑

主師器須恵器珠洲青磁越中瀬戸
■錘羽口鉄津祗石

高岡市国吉ユ334 県道拡幅改良 不明 なし

199ν 5/18
～1∞9/7/19

高同市国吉18802外 岡元地区 個人住宅の建設 中世 中世滞
土坑

土師器 須患器 珠洲 青磁題中瀬戸
肥前切】口鉄津

商岡市国吉18‐92外 同崎2地 区 古代 中世 溝世
坑

中

土
土師器 須患器 珠洲 白磁 越中練戸
肥前 鉄津 砥石

～19∞ /10/19
子洗野赤浦遺跡 高岡市国吉39「 1外 能越自動車道の

建設
発掘調査 4646 生646 本報告

旨坪岡日鳥遺跡 高岡市目吉1335 林地区 高同市教委 個人住宅及び
農作業場の建設

確認調査 不 明

～1990/■ /ワθ
高岡市岩坪3390外 C123地区 能越自動車道の

建設
発掘調査 本報告 本報?

賜
ッ嘲卿

高岡市岩坪1736外 A Bl C45地 区 本報告

′000 9/19 高岡市国吉1913 三芝硝材地区 欝岡市数委 駐車場のと成 確認調査 中世 土師器 珠洲

躍囲
剛
・２０

高岡市岩坪1鬱71外 B23C67地 区 能越自動車道の
建設

発掘調査 本報告

,001/11 21 寄岡市国吉19114 池田地区 欝岡市教委 個人住宅の建設 確認調査

～2003/10/8
寄岡,目吉191,1外 三之鴻材地区 資打置き場及び怖易

舗装駐車場の造成
古墳 古代
中世

古代土坑
溝

土師器 須恵器 珠洲

Ю04/7/1
-2004/″ 12

吉岡市国吉ユo13外 グラスキューブ地区 工場等の建設 弥生 古代
中世

弥生土器■師器須恵器緑釉陶器
中世土師器 珠洲

欝岡下回吉1984外 前al駐車場地区 駐車場の造成 古墳 古代
中世

圭師器 須恵器 珠洲

ヱθ
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(3)東 大寺領荘 園「須加村墾 田地」 との関係

手洗野赤浦遺跡・岩坪岡田島遺跡のある国吉地区は,先学の研究から東大寺領荘園「須加村墾田地」

の比定地とされる。ここでは,手洗野赤浦遺跡・岩坪岡田島遺跡の発掘の契機ともなった比定地につ

いての諸説を整理 して提示しておきたい。

東大寺領荘園は,天平勝賓元年 (749年)に東大寺が開墾 して私有田にすることを許された4,000町

の田地を確保するために越中や越前につ くられた墾田地のことで,越中には10箇所ある。その墾田地

の地図 (開田図)が17枚現存 しており,そのうちの 2枚が「須加村墾田地」のものである。これらの

墾田地は,以前から比定地を巡る研究が行われてきた。その中でも「須加村墾田地」の比定地は,そ

の地図に山麓線や水路などが描かれており,最 も比定 しやすいものとして扱われてきた。

「須加村墾田地」の比定地には,図示 した 4説が代表的なものである (第 11図 )。 Aは ,和田一郎

氏によるもので現在の高岡市岩坪 。手洗野・細池付近である。Bは ,弥永禎三氏らによるものでAの

すぐ隣で現在の高岡市岩坪・五十里付近である。Cは ,木倉豊信氏によるものでA・ Bよ りも北東に

離れ現在の高岡市須田・五十里・五十里東町付近である。Dは ,金田章裕氏によるものでCと ほぼ同

じところである。これらの説を大きく分けると,A・ Bは 開田図に描かれた山麓線を元に比定したも

の,C,Dは 開田図に描かれた水路や条里を元に比定したものである。なお「須加村墾田地」の開田

図には,天平賓字三年 (759年 )と 神護景雲元年 (767年 )の二枚があるが,様相が異なっており,比

定論では前者を用いることが多いようである。

「須加村墾田地」の比定地内には,手洗野赤浦遺跡・岩坪岡田島遺跡 。NEJ-12埋蔵文化財包蔵

地・須田藤の木遺跡・五十里西遺跡などがある。このうち,当該期 (8～ 9世紀)の遺構・遺物をも

つものは,今のところ岩坪岡田島遺跡と須田藤の木遺跡である。岩坪岡田島遺跡では,財団のA地区

で 9世紀末頃の掘立柱建物と土師器が出土,高岡市教育委員会のグラスキューブ地区で 8～ 9世紀の

土坑・溝と土師器・須恵器・緑釉陶器が出土,隣接する三芝硝材地区でも同様な状況であった。この

他の地区では,中世前半の遺構 。遺物を主体 としている。須田藤の木遺跡では, 8～ 10世紀の掘立柱

建物と土師器・須恵器 。大刀足金物・暗文土器・灰釉陶器 。木簡などが出土 している。このように遺

構・遺物を見る限 りでは,須田藤の木遺跡のあるC・ D説の方が比定しやすいかもしれない注i。 ただ

し,開 田図通 りの水路や条里が遺構としては明らかではなく,合致するわけではない。そういう意味

では,岩坪岡田島遺跡の北部の高岡市教育委員会調査区も可能性は否定できないであろう (A説 )。

3 周辺の遺跡

近世北陸道遺跡・手洗野赤浦遺跡・岩坪岡田島遺跡の周辺の遺跡について見ていきたい。対象とす

るのは,遺跡の所在する小矢部川低地を中心とし,その周辺の庄川扇状地 。西山丘陵・氷見平野の一

部を含めた範囲で更に実際に発掘調査が行われた遺跡を取 り上げて時代順に見てみたい。
せ りだんの                             たかざわじま

旧石器時代 庄川扇状地では,東側の芹谷野段丘上にナイフ型石器を出土 した高沢島 I・ Ⅱ遺跡

(4)がある。この他は,伏木台地の表採資料 ぐらいで遺跡数は非常に数少ない。

縄文時代 ほぼ全域に遺跡が分布する。草創期は未発見であるが,早期は,氷見平野の山裾にある

上ズ選色Υ違遺跡 (5)で早期後葉～後期前葉の大量の土器を含む谷と早期末～前期初頭の貝層を検

出している。前期は,西山丘陵の裾部に上野A遺跡 (6)があり,前期後葉の竪穴建物と土器がまと

まって出土 している。土器の時期は,岩坪岡田島遺跡とほぼ同時期で同様な地形にあることから両者

の関係が窺える。中期は,庄川扇状地東側の芹谷野段丘付近に前葉の竪穴建物を検出した厳照寺遺跡

注 1 須田藤の木遺跡と比定地については,金田氏の他に根津明義氏の論考が詳しい。根津氏は,それまで文献や歴史地理に負うところが大きかった比定地論について,選跡の調査成果も

含めて考察を行っている。

勿
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須加村墾田地比定図と周辺の遺跡 (1:25,000)
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第11図 東大寺領須加村墾田地関係図
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3 周辺の遺跡

(7),後葉～末葉の申田新式の標識遺跡である国指定史跡串田新遺跡 (8)がある。西山丘陵には
,

谷部に中期中葉～後期前葉の上器が出土 した望訴遺跡 (9)がある。このように中期になるとそれま

でに比べ遺跡数が増え台地上に立地する。後期・晩期になると庄川扇状地や氷見平野などの低地 (標

高 5～10m)に も遺跡が進出増加する。庄川扇状地では,扇端部の高岡台地に後期前葉を中心とする

小′″談遺跡 (10),佐野台地に晩期後葉～末葉の建物を伴う集落を検出した下老子笹川遺跡 (11),晩

期後葉の蓑島遺跡 (12),高 岡台地にある前葉の中川遺跡 (13)な どがある。扇央部には,打製石斧

が大量に出土 した後期前葉ボ入泉遺跡 (14)がある。氷見平野では,後期～晩期中葉の上器や魚骨 。

獣骨の出上した酋午蒙遺跡 (15),後期前葉の土器が出土した霧祇濡芝訴遺跡 (16)な どがある。ただ

し,こ の時期の遺構は非常に少なく,下老子笹川遺跡以外は遺物包含層などから出上したものが多い。

弥生時代 中期中葉から遺跡が見られる。庄川扇状地では,佐野台地上に富山県を代表する中期の

集落石塚遺跡 (17),後期～終末期の大規模な集落を検出した下老子笹川遺跡,終末期の上器が出土

した鷲北新遺跡 (18)な どがある。西山丘陵裾部では,石堤長完翠撞跡 (19)で後期の土器溜まりを

検出している。氷見平野では,惣領浦之前遣跡で半円に巡る溝から終末期の土器と共に楯などの木製

品が大量に出土 し,上久津呂中屋遺跡では,建物を伴う後期の集落を検出している。このように中期

の遺跡の立地は,縄文晩期と同様に低地が主体であるが,後期になると遺跡の数は増大 し,各地で集

落がつ くられるようになる。

古墳時代 遺跡は,主に平野部に集落,丘陵部に古墳が見つかつている。庄川扇状地では,扇端部

に後期の円墳を検出した石名田木舟遺跡 (20)。 中期の竪穴建物を検出した五社遺跡 (21)な どがあ

る。西山丘陵では,先端部に出現期の誉蓉古墳群 (22),前期～中期の板屋谷内B・ C古墳群 (23),

終末期の頭川城ヶ平横穴墓群 (24),後期の竪穴建物を検出した燻望碁薪と協遺跡 (25),北側先端部

に国史跡桜谷古墳群 (26)な どがある。氷見平野では,前期の大型前方後方墳柳田布尾山古墳 (27),

中期～後期の竪穴建物を検出した中谷潟遺跡 (28)な どがある。この他にも丘陵部には,未調査だが

数多 くの古墳が見つかっている。

古代 遺跡は小矢部川低地や庄川扇状地扇央部にも見られ,広範囲な分布となる。庄川扇状地では
,

扇央部に8～ 9Cの竪穴・掘立柱建物を検出した戸出古戸出遺跡 (29),先端部に 7～ 9Cの竪穴・

掘立柱建物を検出した石名田木舟遺跡,佐野台地に7Cの上坑や溝を検出した駕指帝遺跡 (30)・ 8

～ 9Cの船着き場 と倉庫群を検出した中保B遺跡 (31)・ 8～ 9Cの掘立柱建物群と墨書土器・木簡

が出土 した東木津遺跡 (32)がある。小矢部川低地では, 8～ 9Cの掘立柱建物群を検出した漁皇恣

遺跡 (33)・ 8～ 9Cの古代北陸道 とされる道路跡を検出した麻生谷新生園遺跡・須田藤の木遺跡

(34)がある。庄川の低地部には, 8～ 9Cの掘立柱建物群を検出した出来田南遺跡 (35)がある。

これらの遺跡は,集落遺跡で官行や荘園比定地となっているものが多い。丘陵部では,西山丘陵に 9

C末の須恵器窯末窯跡 (36)な どがある。また,小矢部川河口の伏木台地には,越中国府関連遺跡群

(37)があり,国府や国分寺など古代の中心施設が発見されている。

中世 遺跡は,古代同様にほぼ全域で見られるが,平野部と丘陵部とでは遺跡の性格が異なる。平

野部では,庄川扇状地扇央部に13～ 14Cの掘立柱建物や焼土坑を検出した高層尚鴬整跡 (38)。 15C

の集落絞労遷強鷺遺跡 (39),扇 端部に14～ 15Cの集落石塚江之戸遺跡 (40),15～ 16Cの平城で天正

地震によって埋没 した木舟城跡 (41)と その城下町開等大篭遺跡 (42)な ど,小矢部川左岸の沖積地

では,庄川の低地部では,13C頃の方形区画溝・井戸を検出した赤祖父座間遺跡 (43)がある。西山

丘陵では,13～ 14Cの 山岳寺院ニニ梃テラヤシキ遺跡 (44)・ 16C後半の山城抜久操城跡 (45)な どが

%
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あり,こ の他に丘陵部では調査は行われていないが,数多 くの山城 。砦が見つかっている。氷見平野

では,13～14Cの掘立柱建物を検出した霧嶺鐸藤遺跡 (46)な どがある。

近世 庄川扇状地では,扇央部に17Cの近世墓移田野塚遺跡 (47),扇端部に17～ 19Cの集落下老

子笹川遺跡がある。小矢部川低地では,16～18Cの集落江尻遺跡 (48)・ 地崎遺跡 (49),高岡台地と

その周辺に17Cの前田氏の居城旨樹城跡 (50),その関連遺跡の弟鎚等遺跡 (51)。 新ギ 蒼檀跡 (52),

中世～近世の塚入定塚遺跡 (53)な どがある。この他には,調査された遺跡は数少なく,近世の集落

は現在の集落にほぼ重複 しているものと考えられる。 (町 田賢―)

番号 遺跡名 所在地 標高 (m) 主な時代 主な遺構 文献

近世北陸道遺跡 高岡市笹川 江戸 道路側溝

手洗野赤浦遺跡 高岡市手洗野 室町 掘立柱建物 溝 自然流路 道路側溝 井戸 土抗 朗

岩坪岡日鳥遺跡 高岡市岩坪
飛鳥～鎌倉 竪穴状遺裕 掘立柱建物 濠 自然流路 道路 井戸 土抗

縄文前期 自然流路

高沢鳥 I H遺跡 砺波市増山 後期旧石器

上久津呂中屋遺跡 氷見市上久津呂
組文早期～中期 貝塚 谷

殊生後期 周溝 掘立柱建物 溝 井戸 土坑

上野A遺跡 高岡市福岡町上野 縄文前期 竪穴建物

厳照寺遺跡 砺波市宮森新 縄文中期 竪穴建物 土坑

串回新遺跡 射水市串田新 縄文中期 竪穴建物

堂前遺跡 高岡市西海老坂 l・4文 中期～後期 谷 満

小竹藪遺跡 高岡市小竹藪 縄文中期～後期 注穴 灰集中

下老子笹川遺跡 高岡市福岡町下老子 笹川

縄文晩期 平地建物 自然流路 上坑 焼土 土器集中地点

弥生後期 周濠 竪穴建物 掘立柱建物 道路 滞 土坑

江戸 掘立柱建物 土台建物 区画溝 井戸 土坑

蓑島遺跡 高岡市福岡町蓑鳥 縄文晩期 自然流路

中川遺跡 高岡市中川 縄文晩期

久泉遺跡 砺波市久泉 鎌倉～室町 掘立柱建物 石紅建物 方形土坑

四十塚遺跡 氷見市下田子 縄文中期～晩期

惣領浦之前憑LI 氷見市惣領
縄文後期 土器溜まり上坑

弥生後期～終末期 土抗 溝

石塚還跡 高岡市和ロ 弥生中翔 周溝遺構 土器溜まり

鷲北新遺跡 高岡市鷲1ヒ 新 弥生後期 土坑 溝

石堤長光寺遺跡 高岡市石堤 弥生後翔 土器溜まり

石名田木舟遺Fl 小矢部市石名口 高岡市福岡町木舟
古墳 古墳

飛鳥～平安 竪穴建物 掘立柱建物 柵 溝 土抗

五社遺弥 小矢部市五社 古壊 竪穴建物 溝 土坑

倉谷古墳群 高岡市手洗野 古墳前期 方墳

板屋谷内BC古墳群 高岡市板屋 古墳前期～中期 円墳 方墳

頭川城ケ平横穴墓群 高岡市頭川 手洗野 古墳後期～飛 烏 積欠墓

麻生谷新生回遺跡 高岡市麻生谷
古墳後期 竪穴建物 土坑

奈良～平安 石敷 道路 側溝 (古代北陸道か)

桜谷古墳群 高岡市大田 古墳前期～後期 前方後円墳 円墳

抑田布尾山古墳 氷見市柳田 古墳前期 前方後方墳 円墳

中谷内遺跡 氷見市中谷内 吉墳中期～後期 竪穴建物 土抗 溝 自然流路 粘土採掘坑

戸出古戸出遺跡 高岡市戸出光明寺 奈良～平安 竪穴 掘立柱建物 (大 岡郷か)

瑞穂町還跡 高岡市瑞穂町 飛 鳥 土坑 溝

中保B遺跡 高岡市中保 平安 掘立柱建物 道路 船着場

東木津遺跡 高岡市木津東 奈良～平安 掘立柱建物 価梁護岸施設 道路 (官衛か)

麻生谷遺跡 高岡市麻生谷 奈良～平安 掘立柱建物 柵 井戸 土坑 (川人BRDヽ )

須田藤の木遺跡 高岡市五十里東町 平安 調立柱建物 溝 畝状遺構 (須加荘か )

出来口南選跡 高岡市出来日 奈良 掘立柱建物 溝 (鳴子荘か)

末窯跡 高岡市西広谷 平安 須恵器窯

越中国府関連遺跡群 高岡市伏木古回府 奈良～平安 掘立柱建物 廊 柵 土坑 (国府か)

高道向島遺跡 砺波市高遭 中世前期 掘立柱建物 炭焼窯

秋元窪田島過跡 砺波市秋元 室町 掘立柱建物 区画溝 土坑 (般若野荘か)

石塚江之戸遺跡 高岡市石塚 室町 溝 土坑

木舟城勧 高岡市福岡町木丸 戦 国 柱穴 土抗 堀

開等大滝遺跡 高岡市福岡町開療 殺 国 掘立柱建物 道路 井戸 (木舟城下町)

赤祖父羽座間遺跡 高岡市赤祖父 鎌倉 井戸 方形溝 (中世肇か)

神代テラヤシキ遺跡 氷見市和代 鎌倉 平坦面 集石墓 (山岳寺院)

飯久保城跡 lk見 市飯久保 室町～安土桃山 平坦面 虎口 土塁 堀切

惣領野際遺跡 米見市惣領 鎌 倉 掘立柱建物 区画灘 井戸 土坑

移日野塚遺跡 高岡市中口 江 戸 近世墓

江尻選跡 高岡市福岡町江尻 江戸 掘立柱建物 土台建物

地崎遺跡 小矢都市地崎 江 戸 掘立柱建物 灘 井戸 土坑

高岡城跡 高岡市古城 安土桃山～江戸 土居整地面

瑞龍寺遺跡 高岡市関本町 江 戸 礎石建物 瓦溜まり

人丁道遺跡 高岡市東上関 江戸～明治 人丁道

入定塚遺跡 高岡市中川園町 室Wr～ 江戸 消 土坑

第 4表 周辺の遺跡
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第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

1 遺跡の概要

(1)概  要

A 縄文時代

縄文時代の遺構・遺物は,遺跡の北端 C6。 C7地区で検出した。縄文時代の遺構検出面 (� 層 )

は,古代以降の遺構検出面 (Ⅲ 層)か ら約 1～ 1.5m下の標高約5.7～ 7.4mで ある。地形は,西山丘陵

から続 く台地状の高まり (西側)か ら小矢部川 (東側)へ下つていく様相で,東端は谷状に落ち込む。

縄文時代 と古代以降の遺構検出面との間には,小矢部川による河川や湿地の堆積によるとみられる無

遺物間層があり,縄文時代の層 (遺物包含層や遺構検出面)は これらにパックされた形で見つかつた。

分布調査や試掘調査では,縄文時代の遺物は見られず,平成11・ 12年度の調査でも古代以降の遺構 し

かみられず遺跡の時期は,古代から中世の集落とされていた。ところが,平成13年度のC6地区で中

世の井戸を断ち割 りしたところその下層から縄文土器 (蜆 ケ森式)がまとまって出土 した。また,こ

の周囲にも縄文土器のまとまりが見られたことから,急返下層としてC6地区と隣のC7地区の調査

を行つた。なお,遺物整理段階では,C4・ C5地区の井戸埋土からも糸邑文土器小片が出土している

ことがわかり遺跡の北端には,縄文時代の生活面が広がつていたことが予想される。

検出した遺構は,落ち込み・土器集中地点・自然流路である。落ち込みは,C6地 区のほぼ中央に

あり,縄文土器や石器がい くつかのまとまりをもって出土 したが,掘 り込みは浅 く不整形なもので
,

炉や柱穴がないことから竪穴建物にはならなかった。土器集中地点は,縄文土器がまとまっていたと

ころで,自 然流路の肩部や落ち込みの周 りに8箇所見つかった。自然流路は,C7地 区の中央を南北

に流れるものとその支流と見られるものがC6地区に東西に流れる。遺構の時期は,出土 した土器か

ら前期後葉 (蜆 ケ森Ⅱ式)と 前期末葉 (朝 日下層式)の 2時期があり,土器集中地点のあり方から見

ると北側が前期後葉 (蜆 ケ森Ⅱ式),南側が前期末葉 (朝 日下層式)と なる。なお,こ の間の時期の

遺物は見られず,一度断絶があることがわかる。

縄文時代の環境は,花粉分析から湿地林の分布が推定され,周辺には針葉樹・落葉広葉樹・照葉樹

からなる森林が分布 していたものとされる注2。 また,自 然流路の肩部付近の埋没樹根や倒木の樹種同

定では,ヤマグワや トネリコなど沢沿いなどに生育する落葉高木があつたことがわかつた注3。

これらのことから,縄文時代の岩坪岡田島遺

跡は,建物を持つ集落ではなく背後の西山丘陵

で狩猟採集などを行い,こ こで得た木の実を自

然流路で水さらししたり,その肩部で獣肉や木

の実などの煮沸を行う場所,いわばキャンプサ

イトであったのであろう。

(町田賢―)

注

注

第二分冊 自然科学分析 株式会社古環境研究所「 H 花粉分析

第二分41 自然科学分析 株式会社古環境,F究所「Ⅳ 樹種同定

土器出土状況

2 岩坪岡田鳥遺跡C7地区SD■ 23 包含層における花粉分析」
2 岩坪同国鳥遺跡 C7地 区 SD■23 包含層における樹種同定J

∂θ
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B 古墳時代～古代

古墳時代～古代の遣構はA地区の北側の一部と,C4・ C7地区で検出した。

A地区の古代遺構検出面 (Ⅳ層)は 中世の遺構面 (Ⅲ 層)か ら約30cm下 の標高約6.5mである。調

査区の北側の一部で 9世紀末頃の掘立柱建物 2棟を検出したのみで,同時期の集落の本体は遺跡の北

側にあるものと考えられる。

C4・ C7地区では中世の遺構面と同一面で 7世紀の遺構を確認した。 7世紀初頭あるいはそれ以

前に遡る可能性のある自然流路もあり,そ れらが何度も流路を変えつつ蛇行 して流れていた後,人為

的に溝が開削された。住居は確認されなかったが,遺物には小型棒状尖底の製塩土器等があり,付近

には物資の交流が盛んな集落が形成されていたと推測される。包含層や中世の遺構から8～ 11世紀の

ものも出土 しており,特殊な遺物には須恵器族面硯がある。

C 中世

中世の遺構は全調査区で検出した。中世の遺構検出面 (Ⅲ 層)は,下人ヶ用水によってC7地区の

中央でく字状に分断され,用水の北側は台地の縁辺部,南側が低地部となっている。用水を境に標高

差があり,C7地 区北側の最低レベルと南側の最高レベルの差は約80cmである。C地区の台地部は北

西側中央が最 も高 く,標高は約8.1～ 9,5mで ある。低地部のA・ B地区とC7地区低地部のⅢ層面は

約6.5～ 7.3mで ,南東の河川跡に向かって低 くなってい く。C6地区はやや高 く7.4m前後であるが ,

Ⅲ層の一部が後世に削 り取られており,遺構面としては本来C7地区北側の高さに近かった可能性が

ある。

低地部には,B2地 区の自然1可川の近 くに12世紀中頃～後半の掘立柱建物が散在する。建物を囲む

溝や自然河川からは土錘が出土 し,網漁業が行われていたと考えられる。総柱建物が主体で,小規模

な建物には側柱建物もある。井戸はなく,1可川の水が利用されたのであろう。C7地区南側にも自然

河川があり,近 くに総柱建物と小規模な側柱建物がみられる。河川は大規模なものとみられるが,本

体は調査区外にあり,出土 した種実 。花粉・珪藻等の自然科学分析から,12～ 13世紀には周辺の低地

部には湿地林が形成され,時折洪水などによって河川の水が溢れる湿地的環境であったとされる注4。

この1可川はその後南東方向へ後退 したと推測されるが,建物群は水の流れがまだ近 くにあった時期に

存在 しており,竪穴状の土坑から土錘が出土 していることからも,河川と生活は密接に繋がっていた

ものと考えられる。

C地区の台地上には,12世紀後半頃道路が整備され,道路に沿って掘立柱建物群が並ぶ。道路の一

部にはバラスが敷かれ,側溝は小規模な用水としての機能も併せ持っていたと推測される。12世紀後

半から14世紀を中心に集落が展開し,建物は何度か建て替えられ,総柱建物から変則的な中抜け柱の

建物や,棟持柱 と狽1柱 の間隔が揃わない建物がみられるようになる。建物の付近に丼戸が掘 られるが ,

現在 も湧水がみられる井戸は12世紀末に構築された縦板組の井戸 1基のみである。他の曲物井戸や素

掘 り井戸は,現在は湧水がなく,水源を天水に頼つていたか,あ るいは当時付近を流れていた自然河

川や用水の伏流水が得られたのかもしれない。

D 中世末期～近世

中世末期～近世の遺構はA地区とB2地区のⅡ層上面で検出した溝 4条のみである。 Ib層 ・Ⅱ層

の遺物の年代から16世紀以降の遺構と考えられる。包含層の遺物としては17世紀の越中瀬戸が多 く出

土 しており,遺構は確認されなかったものの,当遺跡の主要な時期である中世前期からやや時代を経

て,近世初頭に農村の開発が進められた時期があったものと考えられる。

注4 第二分冊 自然r4学分析 株式会社パレオ ラボ 新山雅広「Ⅱ 花粉分析 1 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡田鳥遺跡の花粉化石辞案J

第二分冊 自然科学分析 株式会社パレオ ラボ 黒澤―男「Ⅲ 珪藻分析 2 岩坪同田島遺跡の建藻化石群集J

第三分冊 自然科学分析 株式会社パレオ ラボ 新山雅広 植田弥生「V 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡田島遺跡から出土した大型植物化石J

例



1 遺跡の概要

(2)土 層 (第 5表,第 13図 )

基本層序は,土層中に包含する遺物の年代から,全調査区を通して, Ia層 :表土, Ib層 :中世

末～近世包含層, Ⅱ層 :中世末～近世遺構検出面 。中世包含層,Ⅲ層 :古代 。中世遺構検出面・古代

包含層,Ⅳ層 :古代遣構検出面,V～Ⅶ層 :無遺物層,IIll層 :縄文時代包含層,Ⅸ oX層 :縄文谷埋

土,�層 :縄文時代遺構検出面,�層 :無遺物層とした。

各地区により,基本層序に対応する土層は土色 。土質が若千異なるが,大凡では I層 からⅢ層まで

がシル ト・粘土質ロームで,中 間の無遺物層であるⅣ層～Ⅵ層は砂・粘土が堆積する。Ⅵ層以下はC

4～ C7地区でしか下層を確認していないが,Ⅶ層 とした植物遺体 (ピー ト)が混 じる黒褐色の層の

下に粘土・シル トからなるⅧ層～X層があり,C6・ C7地区ではその層中から縄文土器が出土 した。

最終遺構面である�層はシル ト層で,その下の�層は砂質ロームである。

遺構面は 3面あるが,全地区にわたって検出されたのは中世面のみである。中世末～近世面はA・

B地区で第 1面 として検出された。A地区の北側の一部では,古代 (9世紀)の遺構が第 3面 として

Ⅳ層上面で確認され,C4・ C7地区では古墳時代～古代 (7世紀～ 9世紀)の遺構が中世面と同一

遺構面であるⅢ層上面で検出された。縄文時代の遺構はC6地区全面とC7地区北東部で第 2面 とし

て�層上面で検出された。

A地区は,北東部が河川改修による深い撹乱を受けているが,その他はほぼ一定の水平堆積で, I

b層 :灰色粘土質ローム, Ⅱ層 :灰色粘土質ローム・暗オリーブ褐色粘土質ローム,Ⅲ層 :暗仄黄色

シル ト,Ⅳ層 :灰黄色シル ト・灰オリーブ色砂質ローム,V層 :オ リーブ灰色砂 。同シル ト質ローム

がみられる。遺構はまばらであるが, Ⅱ層上面で中世末～近世の遺構,Ⅲ 層上面で中世の遺構,Ⅳ層

上面で古代の遺構を検出した。

Bl地区は, Ib層 :灰色シル トの下は,調査区のほとんどが中世の深い河川 (S Dll)の 範囲内

で,その埋土が堆積する。わずか南東端にⅢ層上面からの落ち際が確認され,Ⅲ層 :責灰色粘土質

ローム,Ⅳ層 :灰黄色粘土質ローム,V層 :緑灰色砂となっている。下層の遺構は確認 していない。

B2・ 3地区は, Ib層 :灰色シル ト質ローム, Ⅱ層 :黒褐色粘土質ローム,Ⅲ 層 :暗灰責色粘土

質ローム,Ⅳ層 :灰オリーブ色シル トがほぼ全面に一定に水平堆積する。遺構はⅡ層上面で中世末～

近世の溝を検出し,Ⅲ 層上面で中世の遺構を検出した。B2地区のⅢ層中から古代の遺物が出上 した

ため一部をⅣ層上面まで掘 り下げて下層確認を行ったが,古代の遺構は検出されなかった。

Cl・ 2地区は,削平後,盛土整地されており, Ⅱ層は残っていない。Ⅲ層 :灰オリーブ色粘土質

ローム・にぶい黄色粘土質ローム上面で中世の遺構を検出した。下層の遺構は確認していないが,C

2地区の井戸 S E451の 断害Jり で確認された黒褐色シル ト層がⅦ層に相当するものかもしれない。

C3地区は,所々撹乱を受けているが, Ⅱ層 :灰色シル ト質ロームが残る部分 もある。Ⅲ層 :にぶ

い責色粘土質ローム上面で中世の遺構を検出した。

C4地区は,削平を受けており,大部分は表土直下がⅢ層 :灰責色シル トとなる。Ⅱ層 :灰色シル

ト質口‐ムはほとんど残っていない。Ⅲ層上面では,古墳時代～古代 。中世の遺構を検出した。下層

の遺構は確認 していないが,井戸の断害Jり 時にⅦ層 :ピ ー ト混 じりの褐灰色粘土質ローム,�層 :明

緑灰色シル トを確認 した。

C5地区は, Ⅱ層 :暗灰黄色シル ト質ローム,Ⅲ層 :灰オリーブ色砂質ロームがほぼ全面に堆積 し,

Ⅲ層上面で中世の遺構を確認 した。下層の遺構は確認 していないが,井戸の断割 り時にⅦ層 :ピ ー ト

混 じりの黒色シル ト,�層 :明緑灰色シル ト,�層 :明緑灰色砂質ロームを確認 した。

レ
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C6地区は,削平後,盛土整地されており,Ⅱ 層は残っていない。Ⅲ層 :にぶい黄褐色粘土も削 り

取られ, Ia層 の直下がⅣ層 :にぶい黄橙色砂になる部分も多い。Ⅲ層及びⅣ層の上面で中世の遺構

を検出したが,ま ばらで,深い遺構の底部分のみが残ったものと考えられる。中世面の下は,V層 :

にぶい褐色粘土,Ⅵ層 :灰色砂,Ⅶ層 :ピ ー ト混 じりの黒褐色粘土 といった無遺物層が堆積 し,Ⅷ

層 :暗灰責色粘土質ロームから縄文土器が出土する。Ⅸ層 :黄灰色粘土,X層 :暗オリーブ灰色シル

トは南側に向かって落ちてい く谷状地形の埋土であり,こ れらも縄文時代包含層である。�層 :オ

リーブ灰色シル ト上面で縄文時代の遺構を確認 した。

C7地区は下八ヶ用水を境に北側 と南側で標高差が大きく,南側は北側に合わせて高 く盛土がなさ

れている。北側は削平や撹乱を受けている部分が多 く, E層 はほとんどみられない。Ⅲ層 :にぶい黄

褐色粘土の上面で古墳時代～古代 。中世の遺構を検出した。Ⅳ層 :にぶい黄橙色砂,V層 :にぶい褐

色粘土,Ⅵ層 :灰色砂は井戸の断割 り時に確認 した。Ⅶ層 :ピ ー ト混じりの黒褐色粘土,Ⅷ層 :責灰

色粘土,�層 :オ リーブ灰色シル トがほぼ全面にあるが,調査区西側の大部分は急激な落ち込みとな

り,C6地 区から続 く北東側の一部の範囲でのみ�層上面で縄文時代の遺構を検出した。また井戸 S

E1204の 断割 りで,�層 :オ リーブ灰色砂質ロームを確認 している。南側では盛上の下にⅡ層 :黒褐

色粘土質ローム,Ⅲ層 :にぶい黄褐色粘上があり,中世の遺構がⅢ層上面で検出された。南側の調査

区の縄文時代の層はC6・ C7地区北側から続 く深い落ち込みにあたると考えられ,下層確認は行っ

ていない。

また,地震痕跡として,噴砂 と地割れを検出した。噴砂はA・ B地区の Ib層 上面で検出し,その

他にC6地区の壁面でⅨ・X層 を切 り,Ⅶ層には達 していない噴砂を確認 した。 Ib層上面の噴砂は

1858年 (安政 5)の飛越地震と推定されるが,C6地 区下層の噴砂は 7世紀以前の地震による可能性

もあり,噴砂の地磁気測定からもA.D.620± 30年の測定値が得られている。地割れはⅢ層上面で検出

し,1586年 (天正13)の天正地震によるものと推定される。 (越前慎子)

層 地区 A B2B3 C4 C6

Ia層 表土 表土 (耕作土 盛土)

Ib層 中世末～

近世包含層

5Vγl灰色

粘土質ローム
I「rク 1

疋色シルト
7drワ 1灰色
功レト質ローム 甑

小

Ⅱ 橿 中世包含層

5Yνユ灰色粘
土質ローム

2n■ん暗オリ
ーブ褐色粘土

質ローム

無

翡 rレヮ
黒褐色粘土質 鉦

い
10h4/1灰色シルト質ローム

2drウ2
暗灰黄色ンル

ト質ローム
無

I「rν I黒褐色

七上質ローム

江 層 古代包含層
あY,2
暗灰黄色シルト

質土

１

粘効姫口・ム

歩5Yυ2

曽灰黄色粘土貿

5Y62
灰オリーブ色

粘上質ローム

あY63
にぶい黄色粘土質ローム

2rDY6/2

灰黄色シルト

5Yレツ

灰オリーブ色

砂質ローム
10Ⅵも/4にぶい黄褐色粘土

Ⅳ  層 無遺物層
2dr,9
灰黄色シルト

質土炒醐口・ム
λ5Yシ?灰オリー

ブ色シルト
征
ヽ

征
＾ 10Ⅵも卿こぶい貢橙色砂

V 層 無遺物層
%G152
オリーブ灰色砂

勒̈
鉦
ト

征
小

猛5Ⅵ臨/3にがい褐色粘土

II 層 無遺物層 鉦
ト

征
ト

7前υl灰色砂

Ⅶ  層
無遺物層

(ピート混 )

lllY4/1褐灰色

粘土質ローム
開ツ 1黒色
シルト

鵡ヽ ■1黒掲色粘土

VII 層 縄文包含層 征
¨

無
25Yウ鵬 灰黄色

粘土質ローム
2ЫVl黄灰t
粘土

Ⅸ  眉 縄文包含層 征
ヽ

25141
黄灰色粘土

征
ヽ

X 層 縄文包含層 鉦
小

甑
ヽ

25C.Y4/1

暗オリーブ灰色
シルト

無

�  層 無遺物層 仏83W7/1
明緑灰色シルト

190ど″1

明緻 色シアレ
≧熾 るア1オリーブ灰色ンルト

�  層 無遺物層
1∝V7/1

明緑灰色砂質 色帥］叫

中世末～

近世面

古代 中世面

古代面

縄文時代面

第 5表 岩坪岡田島遺跡 基本層序
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第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

2 遺構

(1)縄 文時代

A 自然流路

1123号自然流路 (SD■23,第 14図 ,図版 6)

C7地区を北東から南西方向に流れ,調査区外で南端の落ち込みに流れ込むものと考えられる。C

6地区では,こ の支流が東西に流れる。埋土は,ピー トゃシル ト質で自然木 (ヤ マグワ・トネリコ属

等)が混 じっていた。埋土を花粉分析 したところ,湿地性のハンノキ属やカヤツリグサ科が多 く見ら

れた注5。 肩部には,土器捨て場と見られる8,9号土器集中地点がある。遺物は,こ の 2地点を中心

に縄文土器片や石製品が出土 している。また,南西端では棒状の木製品 (密)が流路に平行 したかた

ちで見つかった。流路肩部付近にあった自然木で放射性炭素年代測定 (β 線計数法)を行ったところ,

14c年代を4630± 70B Pと 測定した注6。 時期は,出土土器から前期後葉～末葉である。

B 落ち込み

1121号落ち込み (S X l121,第 15図,図版 3～ 5)

C6地区のほぼ中央に位置する。形状は,不整形で10～20cmと 浅い。埋土は,ほぼ 2層。西端には,

深さ約30cmと やゃ深めの穴があり,λ化物が多 く含まれていた。このことから炉のようなものが想定

できるが,壁面の立ち上が りがしっかりせず,竪穴というのは難 しい。このことからここでは,落ち

込みとした。また,出上 したえ化物でAMSに よる年代測定を行ったところ,MC年代力滋,850± 40B

P～ 4,940± 40B Pと 測定された注7。 遺物は,縄文土器 (=～ 9・
=σ

)・ 剥片 (∂ ・ 望)・ 磨石 (5)

がありこれらが 8つのまとまりをもって出上 した。この他にオニグルミが出上 し,微細破片であるこ

とから食用後の残淳の可能性がある。埋土の花粉分析では,十分な花粉化石が産出せず,乾燥または

乾湿を繰 り返す堆積環境が窺える注8。 時期は,出土土器から前期後葉である。

C 土器集中地点

1号土器集中地点 (第 14図 )

C6地区北狽1で S Xl121の北に位置する。縄文土器 1個体 (=の が内面を上に向けて潰れた状態で

出土した。この他に縄文土器片が精円形状に広がっていた。時期は,出土土器から前期後葉である。

2号土器集中地点 (第 14図,図版 3)

C6地区北側で S X l121の 北西に位置する。遺物は,縄文土器片と凹石 (7)が出上 し,こ れらが

楕円形状に広がっていた。

3号土器集中地点 (第 14図 ,図版 3)

C6地区北側で S Xl121の北西に位置する。遺物は,縄文土器片と敲石 (σ )が出上し,こ れらが

楕円形状に広がっていた。

4号土器集中地点 (第 14図 ,図版 3)

C6地区北側で S X l121の北東に位置する。縄文土器片が 3つのまとまりをもって出土 し,こ れら

が楕円形状に広がっていた。

5号土器集中地点 (第 14図 )

C6地区中央で S Xl121の東に位置する。縄文土器片が 2つのまとまりをもって出土し,こ れらが

楕円形状に広がっていた。

注 5 第三分冊 自然科学分析 株式会社古環境研究所「Ⅱ 花粉分析 2 岩坪側口島遺跡C7地区S Dl123 包含層における花粉分析」
注 6 第三分冊 自然科学分析 株式会社古環境研究所「Ⅸ 放射性炭素年代測定 2 岩坪岡田島遺跡C7地区SDユ 123 包含層における放射性炭素年代測定」
注 7 第三分冊 自然科学分析 株式会社加速器分析研究所「Ⅸ 放射性炭素年代測定 ユ 手洗野赤溝遺跡出土遺物の放射性炭素年代測定」
注8 第三分冊 自終科学分析 株式会社パレオ ラボ 黒澤―男「Ⅲ 珪藻分析 2 岩坪岡田島遺跡の避藻化石群集」

“



2 遺構

6号土器集中地点 (第 14図 )

C6地区中央でS Xl121の西に位置する。遺物は,縄文土器ほぼ一個体 (==)と 土器片の2つのま

とまりをもって出土している。遺物の広がりは,西側にも続くと考えられるが,下八ケ用水によって

削平されていた。時期は,出土土器から前期後葉である。

7号土器集中地点 (第 14図,図版 4)

C7地区西側で埋没樹根に隣接して縄文土器 (2の ほぼ 1個体が潰れて出土した。時期は前期末葉

である。

8号土器集中地点 (第 14図 ,図版6)

C7地区北端でSD■ 23の肩部に位置する。縄文土器 (=″～
=5・ =7-2)・

石鏃 (=)・ 剥片 2点が

いくつかのまとまりをもって広がつていた。遺物の広がりは,調査区外の北東側にも続くものと思わ

れる。時期は出土土器から前期後葉である。

9号土器集中地点 (第 14図,図版 4)

C7地区の南西側でS D l123の肩部に位置する。縄文土器 (男・力・レつ が 4つのまとまりをもっ

て東側からS D l123に捨てられたように見つかった。時期は,出土土器から前期末葉である。

(町田賢―)

第 6表 岩坪岡田島遺跡 縄文時代 遺構一覧

遺構 旧遺構番号 種類 平面形
規模 (cm)

出土遺物 挿 図 写真図版
長 さ 幅 深 さ

SD l123 C7-SD312

C6-SD23

自然流路 139 縄文土器,加工棒 (2),石鏃

SX l121 C6-土器集中9

C6-土器集中8

C6-土器集中7

C6-SX21

落ち込み 不整形 744 033 縄文土器 (ヱ～ケfσ ),上錘,剥片 (,コど)

磨石 (5),石錘,敲石,種実

“
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2 遺構

(2)古墳時代～古代

A 竪穴状遺構

1号竪穴状遺構 (S11,第 16。 19図 ,図版10)

C4地区北西辺に位置し,調査区外に延びる。平面形は方形を呈すると考えられるが,北側が撹乱

され,調査区外にも廷びているため全容は不明である。深さ19cmと 浅いが,上部は削平されたものと

考えられる。内部で円形の柱穴を2基検出したが,中世の柱穴である可能性もあり,竪穴住居とする

には根拠に乏しい。床面は北側が一段低くなっており,そ こから土器片が集中して出土した。特に北

端でまとまって出土しており,こ の位置から出土したものについては, S D696に伴うものであつた

可能性がある。埋土は黒褐色シルトと灰黄色シルトの混合率により何層かに分層されるが, S D696

との切り合い関係は明瞭ではなく時期差はあまりないものと考える。

出土遺物は縄文土器 (〃8)。 土師器 (」θ。∂
=)・

須恵器 (留～J5)・ 製塩土器 (29)・ 黒色土器

(aり ・焼けた自然礫で,土師器甕と須恵器杯の破片が多い。遺物から遺構の時期は7世紀初頭と推定

される。

B 掘立柱建物

1号掘立柱建物 (SBl,第 17・ 18図 ,図版■)

A地区北部に位置し, SB2と 隣接する。東西棟側柱建物で,桁行4.7m,梁行4.75m,面積は

21.75ぱである。南側の桁行柱列は3間であるが,北側の桁行は対応する柱穴すべては検出されなか

った。またS P34は南側の柱列に対応しないので柱穴とするには検討を要する。南側柱列では両端の

柱が深く間の柱が浅い傾向があるので,中世のSD4によって浅い柱が削平された可能性もある。主

軸方向はN-75°一Eで, SB2と ほぼ同じである。南側には平行してSAlと した柱列があり, S

Blの張り出し部になる可能性がある。

柱穴の平面形は円形で,規模は直径15～30cm,深 さ4～ 50cmである。坦土は灰色粘土質ロームを基

調とし,灰責色シルトが混じる。噴砂に切られるものもある。出土遺物はないが, 9世紀末の遺物が

出上した包含層 (Ⅲ層)の下で検出したことから,該期の遺構と推定する。

2号掘立柱建物 (SB2,第 17・ 18図 ,図版11)

A地区北側に位置し, SBlと 隣接する。東西椋側柱建物で,桁行4.8m,梁行1.45m,面積は6.96

♂である。主軸方向はN-76°一Eで, SBlと ほぼ同じである。南側ではS P26と S K27, S P29

とS K28がそれぞれ近接するが,建物に関連するものかは不明である。梁行は 1間分を確認したが,

北側は調査区の端で,北東側は中世のSD4によって浅い柱が削平された可能性もあり,調査区外に

延びる可能性もある。

柱穴は円形で,規模は直径20～40cm,深さ12～ 26cmで ある。埋土は灰色粘土質ロームを基調とし,

灰黄色シルトが混じる。S P26は柱痕が残る。出土遺物はない。SBlと主軸がほぼ同じであること

から同時期の建物と考え, 9世紀末頃の遺構と推定する。

C柵
1号柵 (SAl,第 17・ 18図 )

SBlの南側に並ぶ柱列で,SBlの 主軸方向と同じであることからSBlの張り出し部の可能性

もある。柱穴の平面形は円形で,規模は直径12～20cm,深 さ6～ 12cmで ある。出土遺物はない。SB
lと 主軸がほぼ同じであることから同時期の遺構と考え, 9世紀末頃の遺構と推定する。

40
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2 遺構

第17図 岩坪岡田島遺跡

SBl o SB2。 SAl

ワ

◎

夢

ヽ
ぶ

』

摯

＼
ほ

◎

古墳時代～古代遺構実測図



―

Ⅲ I■ iii:■

SP36
15Y4/1仄 色粘上質ローム
225W/1灰白色砂(噴砂)

SP40 SP41

1ゝ>持客

SP40
l roy4/ユ灰色粘土質ローム

(25Yν 販 黄色シルト311%プ ロック状に混)

SP41
25V4/ユ 灰色粘土質ローム

ⅢⅢ:■ :::.

SP37
15コ/1灰色粘土質ローム
225Y7/1灰 白色砂(咬砂)

SP38
15Y71灰 色粘土質ローム

(25Y6/2灰 黄色シルト2%位 状に混)

22S17/1灰 白色砂(噴ゆ)

G  sP43 SP44 G

即
SP43

15Yツ I灰色粘土質ローム
(2 5Yν 2FA黄 色シルト2%粒状に混)

SP44
25Y71灰色粘土質ローム

(ワ 5Y6/2FA黄 色シルト10%カッタ状に混)

第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

SP39
1 5YVI灰 色粘■質ローム

(2う Y6/2X黄 色シルト5%粒状に混)

M
SP45

15Y4/1灰 色粘土質ローム
(25Y6/2FA黄 色シルト2%粒状に混)

聞

名
▼

岬
任
ド
‐
朝

肺
糊

柱
・

下的一Ａ Ｔ軸一Ｃ下輸一Ｂ

SP26
15Y4/1灰 色粘土質ローム(25Y6ρ 灰黄色シルト2笏粒状に混)

2 5YVユ 灰色粘土質ローム(2576/2X黄色シルト5修粒状に混)

a5Y7ユ灰色粘土質ローム(25Y6/2X責 色シルト30%/Hッ ク撫 t混 )

SK27
■5Y4/ユ灰色粘土質ローム(25Y6胞 灰黄色シルト5%粒状に混)

SP24
15Y4/1灰 色活土質ローム(炭イヒ物植物遺体混)

25Y4/1灰 色粘土質ローム(ワうY6/2Fx黄 色ンルト5%位状に混)

0                   1:100                4m

二薙夢趣艶程墾墾盤j荘苺華誤
SB2

⑨‐

SK28

第18図 岩坪岡田島遺跡 古墳時代～古代遭構実測図
1.SBl・ SA1 2.SB2・ SK27

下輸一Ｂ

お
為
Ｒ
障
じ
浮
辞

。

ｉ踊

響

ヽ
ａ 2

lm(柱穴断面 )

奪



2 遺構

D 溝・自然流路

506号溝 (S D 506,第 19・ 20図 ,図版10)

C4地区東側に位置 し,西側を中世の S E5髄 ,東側を撹乱に切られる。蛇行 した自然流路の一部

と考えられる。最大幅64cmで,深さ15cmで ある。埋土は灰黄褐色シル ト質ロームである。切 り合い関

係ではS K507,中 世の S B19を 構成する S P 513に 切られるが, S K507の出土遺物とは大きな年代

差はない。

出土遺物は縄文土器深鉢 1点 ,黒色土器椀 1点 (」の,土師器椀 (3の ,須恵器杯蓋 1点 (認)で ,

土師器の小片が多い。遺物の年代から7世紀初頭の遺構と推定する。

579号滞 (S D579,第 19。 20図 ,図版10)

C4地区中央に位置する。北西から南東へと緩く屈曲する溝で,調査区外へ廷びる。最大幅96cmで ,

深さ20cmである。埋土は灰黄色シルト質ロームが混じる暗灰黄色シルト質ロームの単層である。切り

合い関係では,中世のS E5081こ切られている。

出土遺物は土師器高杯 (御・塑θ。モ② 。奏 (4),須恵器小片で,土師器の奏が多い。破片であるが

主に南東側でまとまって出土している。遺構の年代は遺物から6世紀～7世紀初頭と推定する。

696号滞 (S D696,第 16・ 19図,図版10)

C4地区北辺に位置し,S11と 接する。S11と の埋土の切り合い関係は不明瞭であったが, S

11の北端の遺物出土状況からS D696が S11内に延びている可能性が考えられる。最大幅32cmで ,

深さ6 cmで ある。埋土は灰黄色シルト混じりの褐灰色シルトである。

出土遺物は土師器 (45・ 翠の・製塩土器 (4∂・翠翠)で土師器甕等の破片が多いが,加えてS11の

北東隅から出土した土師器 (到 )・ 須恵器 (3の イこついては, S D696に 伴う遺物であった可能性があ

る。遺構の年代は遺物から7世紀初頭と推定する。

697号溝 (S D697,第 19・ 20図 ,図版10)

C4地区西端からC7地区中央にかけて検出された東西方向の溝で,東側では緩やかに屈曲する。

最大幅2.78mで ,深さ78cmである。断面はほぼ逆台形を呈し,人工の溝と考えられる。埋土は暗灰責

色・灰黄褐色 。にぶい黄褐色等を呈するシルト・シルト質ロームを基調とし何層かに分層され,水流

による堆積層が下層の一部に看取される。また,上層断面には埋没後に掘りなおしたとみられる箇所

があり,溝さらえを行ったものと推測される。これらのことからS D697は 自然流路ではなく,共同

で管理されていた溝で,水路として使用されたと推測される。切り合いでは古代の S D 744を 切 り,

中世のS D401・ 402・ S E850に切られる。

出土遺物は土師器 (591・ 須恵器 (Я・レ)・ 黒色土器 (翠 7～ 491,珠洲 (5J・ ヌ)。 土人形 (5の で

あるが,古代の遺物がほとんどで,珠洲は中世のS D401と 交差する地点からの出土で誤認の可能性

があり,土人形についても混入の可能性が高い。また古代の遺物の中でも10世紀のものは埋土上面か

ら, 7世紀のものは下層から出土しているため,遺構の年代は7世紀と推定する。

737号自然流路 (S D737,第 19・ 21図 ,図版12)

C4地区西側を南北に蛇行する。S D917か らSD盈4へ合流するものと考えられる。最大幅73cmで
,

深さ13cmで ある。埋土は灰責褐色シルト質ロームの単層である。出土遺物はないが,切 り合い関係で

はS D697・ S D744よ り古いので,遺構の年代は7世紀以前と推定される。S D744と 同様にSD

917。 S D 744に 合流する溝でありながらS D744と 切り合いがあることから,蛇行して短い期間に流

れを変えた自然流路であったと推測する。

塑





第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

744号 自然流路 (S D744,第 19。 21図 ,図版12)

C4地区西側を南北に蛇行する。東から流れてくる S D917と 合流するものと考えられる。最大幅

2.60mで ,深さ52cmである。埋土は灰責色砂質ロームで,下層は黄褐色砂質ロームが帯状に混入 し水

成堆積を示すものと考える。

出土遺物は土師器の小片 2点である。切 り合い関係ではS D737よ り新 しく, 7世紀の S D697,中

世のS D401。 S D402・ S K896よ り古いので,遺構の時期は 7世紀以前と推定される。 S D737と 同

様にS D917に 合流する溝でありながらS D737と 切 り合いがあることから,蛇行 して短い期間に流れ

を変えた自然流路であったと推測する。

745号溝 (S D745,第 19。 21図 ,図版12)

C4地区西側に位置 し, S D744の肩に沿った短い溝である。最大幅47cmで ,深さ4 cmで ある。埋

土は黒褐色シル トの単層である。出土遺物はない。切 り合いでは S D737・ S D745よ り新 しいが,短

く浅い形状からS D744の 一部であった可能性もある。

838号溝 (S D838,第 19・ 21図,図版12)

C4地区西側に位置し,S D 744の 肩が緩やかに拡張 した部分で, S D744の 一部 とも考えられる。

最大幅32cmで ,深さは12cmで ある。埋土は灰黄色シル ト混じりの暗灰黄色シル ト質ロームである。出

土遺物はない。切 り合いではS D837よ り古い。

917号 自然流路 (S D917,第 19。 21・ 50図 ,図版12)

C4地区西側に位置し, S D 744へ 合流する。蛇行する2時期の自然流路 S D744。 S D737が流れ

込み, S D917自 体 も蛇行する自然流路であったと考えられる。最大幅2.55mで ,深 さ30cmである。

埋土は黄灰色砂質ローム,暗灰黄色シル トを基調とする。切 り合い関係ではS K847・ S K851よ り古

い。遺物はないが, S D737。 S D744と の関係から遺構の時期は 7世紀以前と推定される。

1379号溝 (S D 1379,第 19,21図 ,図版12)

C7地区北東部に位置する。最大幅1.72mで ,深 さ30cmである。埋土は暗灰黄色シルト,暗褐色砂

質ローム,暗褐色シルトを基調とし,何層かに分層される。出土遺物は須恵蚤ぷ片 1点である。幅は

一定でなく不整形で,自然流路の一部または落ち込み状の小地形と考えられる。S K1390に 形状と埋

上が似ていることから,遺構の時期は同時期の 7世紀の可能性がある。

1390号溝 (S D 1390,第 19・ 21図 )

C7地区北東部に位置する。最大幅3.30mで ,深さ35cmである。埋土は暗褐色シルトを基調とする。

S D 1379と 同様に幅は一定でなく不整形で,自然流路の一部または落ち込み状の小地形と考えられる。

土師器甕の破片が多く出土し,周辺に7世紀を主体とする10号土器集中地点があることから同時期の

遺構の可能性がある。

1501号溝 (S D 1501,第 19。 21・ 68図 )

C7地区中央に位置する。 S D697か ら分岐した溝で最大幅3.05m,深 さ30cmで ある。床面は平坦

ではない。坦土はにぶい黄橙色粘土等がブロック状に混じる暗褐色シルトで,水成堆積ではなく,埋

め戻された土と考えられる。切り合いでは中世のS E 1291よ り古い。出土遺物はないが, S D697と

同時期の7世紀と推定する。
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遺構
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12うY4/1黄 灰色シルト(25Y6/琢 黄色ンルト質ローム21%粒状に混炭化物混)

22う Yν2黒鶴色ンルト(Z5Y6カ灰黄色シルト5%粒 状に混,炭イヒ物混)

3 10YR4カ 灰黄褐色シルト質ローム

耶 3
SDS79

125Yレ?暗灰責色ンルト歿ローム(25Yν 2Fx黄 色シルヽ

質ローム5%粒 希状に混)

第20図 岩坪岡田島遺跡

SD697
125Y5/2暗 医黄色シルト質ローム(25Yν l黄灰色砂ω%帝状に混)

225Y5/2暗 灰責色シルト質ローム(25Y6/2FA黄 色シルト10%粒状
25Y6/1黄 灰色砂∞%プロック状に混皮イヒ物混)

3107R4/2灰 責褐色ンルト貸ローム(炭イヒ勤 酸化鉄混)

SD401

41∝rR4/2灰黄褐色シルト質ローム(10Y勲 /1褐 灰色シルト30%ブロック状

に混皮化物混)

5 10YR4/2仄 黄褐色シルト質ローム(loY鸞′21こぶい黄橙色砂郷%寄 ノ
ロック状に混炭イヒ物混)

610Y随 /2灰黄褐色ンルト(25Yν 2灰☆色シルト20%粒状に混皮イヒ物混)

Z10YR3/2黒 褐色シルト質ローム(25Y6/2灰 黄色シルトiO%粒状に滉炭化
物混)

110Y4/1欄灰色シルト(2う Yν4にぶい責色シルト1笏ブロック状に混炭化物混) !ⅢⅢⅢI■,1■■●
210Y4/1鶴 灰色シルト(,う Y6カ灰黄色シルト31笏粒状に混皮化物混)       '
SD697

9 25Yν叛 黄色ンルト質ローム(10Y離 /1鶴 灰色シルトカ%粒状に混)

425Y5/2暗 灰黄色砂質ローム

5 10YR4/2X黄 禍色シルト質ローム

01∝rWl褐 灰色シルト(25Y6カ 灰黄色ンルト10%/9ッ ク状 25Y5カ暗灰黄色砂質ローム20%市状に混)

7'5Y5/2暗 灰色砂質ローム(2576/2仄 黄色シルト2%フロック状■OYR3/1黒 褐色シルト2%粒状に混)

8 10YR3/1黒 褐色シルト(2W5/2暗 灰黄色砂質ローム9o%帝状 25Yν 2灰黄色シルト2%粒状に混)

SD697
1 10YRν 3暗褐色ンルト(10YR6/2灰 責獨色粘土カ ック状に淀友イヒ物5%酸化鉄郷笏混)

2 10YR5/4に ぷい黄IB色 シルト(友イヒ物2%酸イヒ鉄5%混 )

3 75YR3/1黒 褐色シルト(10YRC//2仄 黄褐色粘土プロック状に混炭化物5%酸化鉄15%混 )

4,5Y5/2暗 灰黄色砂質ローム(loⅥ誦/3にぷい黄橙色猫■■OYR6/2灰 黄褐色お土プロック状に混炭化物5%酸イヒ鉄IO%混 )

5 10YR3/8暗 褐色ンルト(10YR3/6黄 澄色 25YV阪白色砂滉 酸イヒ鉄15%混 )

025Y5/2暗 灰黄色粘■質ローム(皮イヒ物15%駿 化鉄力%混 )

725Yン2暗灰黄色シルト(25Y8/2灰 白色砂混炭化物15%酸 1ヒ鉄,5%混 )

&25Y5/1黄 灰色粘土質ローム(炭化物7%酸化鉄21%混 )

:■
III11!:::!11111■    8

9 ЮYR3お暗褐色シルト(10YRBお 黄橙色活と ユOTRν顔 黄色粘土カ ック状に混皮化物7%酸化鉄15%混 )

lα 2・DY5カ 暗灰黄色ンルト(10YR3/9暗 召色ンルト混炭イヒ物2%酸化鉄7%混 )

16 10YRν 3暗褐色粘上質ローム(loYR6/2灰 責褐色粘■カ ツク状1こ 混炭化物5%酸化鉄劾%混 )

■11l1111■ |1lⅢ    9
■ 2う Y5カ暗灰責色シルト(10YR3/3暗 褐色ン,レ ト10VR6/2灰 黄褐

色粘■カ ック状に混′炭イヒ物9%酸化鉄15%混 )

O             r40            2m
|

古墳時代～古代遺構実測図
・3 SD579  4・ 5,SD697  6.SD401。 SD697

'IIIIIIIIliiⅢ

11111111111111 10

12 10YR3/3暗 褐色シルト(10YR6//2仄 黄褐色砂混,災化物6%酸化
第 %)

1325V54/3黄 褐色ローム(10YR3お 暗褐色シルト混,災化笏3%酸 化
鉄7%混 )

14 2 0rS//8黄褐色砂質ローム(25GY6/1オ リーブ灰色粘土カ ック状
に混炭化物2%該化鉄iO%混 )

1,25Yン 3賣褐色シルト(?ぅ GY6/1オ リーブ灰色ンルト質ローム混炭

化物ワ%酸 1陵筋%混 )

7～10.SD697

密

l SD506・ SP513
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姉一ｋ

一SD737
1 10YRシ 2Fx黄 召色ンルト質ローム

(酸化鉄斑状に混)

蛎一ｑ
嚇一ｐ

SK836
110Y離力灰黄褐色シルト愛ローム

SD744
,25Yν 2暗灰黄色砂質ローム(lllY貯お明黄褐色砂資ロームiO%粒状に混炭化物混)

3つ 5Yν2暗灰黄色砂質ローム
425Y5/2暗 灰黄色砂質ローム(25Yν 琢 黄色シルト2%粒 状に混)

SD838
525Y5カ暗灰責色シルト質ローム(2 ar6/2灰 黄色シルト211%粒 状に混)

SD837
6 10YR4/1褐 灰色シルト(25YO力 仄黄色ン,レ トIO笏粒状 2鰤力暗灰黄色砂質ローム鉤%プロック状に混)

SK743
1 10YR71褐 灰色ンルト(2・●Y6/2灰 黄色シルト20%粒状に混友化物混)

2 10YR4/1褐 灰色シルト(25Y6/2灰 責色シルト40%カ ック状に混炭イヒ物混)

9 10YRVユ 獨灰色シルト(25Y6/2灰 資色ンルト5%粒状に滉,炭化物混)

425Y6/2灰 黄色ン,レ ト(loYR4/ユ 禍灰色シ″卜20%蔵状に混)

5 111YR3/2黒 褐色ンルト(2576/,仄 黄色ンルト5%粒状に混炭化物混)

SD744
02う YV2暗灰黄色砂質ローム(10YR7/6明 黄褐色砂質ロームlo%粒状に滉炭イヒ物混)

7 25Yν2暗仄黄色砂資ローム

SD744
225Y6/2灰 黄色砂質ローム(10YR″ 6明黄褐色砂賀ローム2o%粒状に混炭化物混)

325Y6″灰黄色砂質ローム
425Y防灰黄色砂質ローム(loYR5/6黄 獨色砂質ローム30%市状に混)

SD737
5 10YR5/2灰 黄褐色シルト質ローム

7
SD917

125Y4/2暗 灰黄色シルト(25Yν荻 黄色シ
ルト1%粒状に混炭化物混 )

225W4/1責 灰色砂質ローム(炭イヒ物混)

'■ ,|::|オ :1''1111111■
ⅢⅢ 6

SK844
1 10YR3/1黒 褐色シルト(25YO力 灰責色
ンルト80%紅状に混,炭 化物混)

SD843
2 10YR3/1黒 褐色シルト(炭化物混)

SD1390
1 75YRν 2黒褐色粘土質ローム(loYR62灰 黄獨色粘土カ ック然に混.炭 化物2%酸イヒ鋏15%混 )

2 1ωrR3κ暗褐色粘土質ローム(炭化物1%酸化鉄10%混 )

31∝rRe/3暗IB色 シルト(10YW3に ふい黄橙色粘上ブロック状に混皮1ヒ物2%酸 化鉄15%混 )

!● IIIIII:|キ
|111+||IⅢ l干 |'■

二~~‐    8
SD1379

1 10YR3/3暗 灰褐色シルト(1い rR6カ灰黄褐色粘■7tlック状に混炭化物3%
酸化鉄20%混 )

2 iOYRV3暗 褐色砂質ローム(10YR6/2灰 資褐色粘■■oYR6/8に ぶい黄橙
色粘土アロック状に混炭イヒ物5%酸化鉄25%混 )

3 10YR3ゐ 暗褐色シルト(10YR6カ 灰黄褐色お土混酸化飽 %混 )

ⅢⅢユ|||::■           lo
SD1 501

1 10YR3/8暗 褐色シルト(25Y5/2暗 灰黄色シルト10YRν,こぷい黄橙色粘
上カ ッタ状に混炭化物7%酸化鉄10%混 )

210Yυ 9暗褐色シルト(2う Y5/2暗 灰黄色砂質ローム■OYRν 31こ ぶい責
金色粘■/Eック状に混炭化物3%酸化鉄7%混 )

310Y酌 /3暗 褐色ンルト(10YR6″ 灰黄褐色粘■ 10YR6/Sに ぶい黄澄色
粘土プロック状に混,民 化物2%酸化鉄10%混 )

0                1:40               2m

第21図 岩坪岡田島遺跡 古墳時代～古代遺構実測図
1. SD737  2. SD737・ SD744・ SD745  3. SD744。 SD837・ SD838。 SK836  4. SD744  5, SD744
SK743 6.SD8軽 。SK844 7.SD917 8.SD1379 9 SD1390 10.SD1501
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2 遺構

E 土坑

507号土坑 (S K507,第 19。 20図 ,図版10)

C4地区東側に位置する。平面形は円形を呈し,直径38cm,深 さ10cmで ある。出土遺物は土師器 。

須恵器 (5alでぁる。土師器奏の破片が多 く,須恵器は杯・甕片が 1′点ずつある。遺物から7世紀前

半の遺構と推定され,切 り合い関係では S D 506を 切っているが,大きな時期差はないものと考えら

れる。

847号土坑 (S K847,第 19。 22図 ,図版13)

C4地区西端に位置する。平面形は隅九方形を呈 し,規模は1.09m× 78cm,深 さ18cmで ある。埋土

は灰黄色シル ト混 じりの黒褐色シル トで,床面は平坦でなく中央が深 く窪む。切 り合いではS D917

より新しい。出土遺物は須恵器甕 (5の で,完形ではないが,同一個体の甕の口縁部から体部の破片

が遺構の中央から出上した。遺物から遺構の年代は7世紀と推定する。

851号土坑 (S K851,第 19。 22図 )

C4地区西側に位置する。平面形は楕円形を呈し,規模は88m× 50cm,深さ12cmで ある。埋土は黒

褐色シルトの単層であるとS D917の 一部が突出した部分にあり,切 り合いではS D917よ り新しいが,

S D917の埋上の一部である可能性もある。

1297号土坑 (S K1297,第 19・ 22図 ,図版13)

C7地区北側中央部に位置する。平面形は精円形に近い不整形を呈し,規模は90cm× 49cm,深 さ23

cmである。埋土は暗褐色シルトを基調とし,床面には凹凸がある。出土遺物は土師器 (50 。敲石・

加工棒である。土師器奏等の小破片が多い。遺構の年代は遺物から7世紀と推定する。

1298号土坑 (S K1298,第 19・ 22図 )

C7地区北側中央部に位置し, S D 13901こ 隣接する。平面形は円形を呈し,直径38cm,深 さ6 cmで

ある。埋土はにぶい黄橙色粘土混じりの暗褐色シルトである。出土遺物は土師器・須恵器 (591 ・黒

色土器 (σの で,土師器甕が多く,須恵器は杯 2点,黒色土器は椀 1点である。遺物は小片のため詳

細時期は不明であるが,周囲の遺構の年代から同時期の 7世紀と推定する。

1356号土坑 (S K1356,第 19,22図 ,図版13)

C7地区北側中央部に位置し, S K 12971こ 隣接する。わずかに窪んだ場所から遺物が集中して出土

したもので,遺構の平面形の確認はできなかったが,土坑か。出土遺物は土師器甕等の小片で,出土

状況からS K1297と 関連する可能性もあると考え,遺構の年代は7世紀と推定する。

1378号土坑 (S K1378,第 19,22図 )

C7地区東側に位置する。平面形は不整形を呈し,規模は2.64m× 78cm,深 さ40cmで ある。埋土は

にぶい黄橙色粘土混じりの暗褐色粘土質ロームである。出土遺物は土師器小片,須恵器高杯 1点

(δ
=)・

甕 1点,珠洲甕 1点で,須恵器高杯 。奏は遺構の底面から出上した。遺構の年代は遺物から

7世紀後半と推定する。

1432号土坑 (S K1432,第 19,22図 )

C7地区東側に位置する。平面形は楕円形を呈し,規模は42c14× 34cm,深さ55cmである。坦土は灰

黄褐色粘土混じりの黒褐色シルトである。出土遺物は土師器小片が数点,須恵器杯蓋 (の 1点であ

る。遺構の形状は柱穴状で,中世の遺構に古代の遺物が混入した可能性もあるが,遺物から古代の遺

構としておく。

刃
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2 遺構

F 土器集中地点

10号土器集中地点 (D S10,第 19・ 23図 ,図版13)

C7地区北側にあり,周囲には S D 1390。 S K1297。 S K 1356が ある。地山直上から土器の破片が

まとまって出土 したもので,遺構は検出されなかった。

出土遺物は弥生土器壺 1点 (δ9,土師器椀 (σの 。甕 (δδ・露 。71～ 2),須恵器杯 (δ51・ 杯蓋

(p),製塩土器数点 (75,761,黒色土器数点 (ω・791,粘土塊である。上師器の小片が多い。遺物

は7世紀のものが主体であり,周辺の同時期の遺構に関連するものと考えられる。

裁 瑚

∪ ③

″

添
Ч

r6(遺物 )

第23図 岩坪岡田島遺跡 古墳時代～古代遺構実測図

10号土器集中地点

尿宇かく蒙ざと
^かつ
距  §

建物 桁行(m) 梁行(m) 面積 (置 ) 棟方位 柱穴規模・径 (m) 柱穴規模・深さ(m) 柱間距離・桁 (m) 柱間距離・梁 (m) 柱穴と出土遺物 挿図 写真図版

S81 470 475 217【 N-75° 一E 015～ 030 004～050 220～475 135～ 270 V33～ 41

SB2 480 69( N-76°一E 020～040 012～026 130～480 025～115 SP21,SP23～ 26,SP29

第 7表 岩坪岡田島遺跡 古代 建物一覧

建物 遺構 旧遺構番号 平面形

規模 (m)
出土遺物 特記 挿図 写真図版

長 さ 幅 深さ

SBl A―SP38 円 025 023 022

A―SP34 円 015 l104

A―SP35 円 025 0」22 022

SP36 A―SP36 円 022 OB5

SP37 A―SP37 円 025 l123 029

SP38 A―SP38 円 α26 025 030 17 18 11

SP39 A―SP39 円 030 026 050

SP40 A―SP40 円 015 <SP41 17 18

SP4ユ A―SP41 円 028 l124 010 >SP40 17 18

SB2 A―SP21 円 040 027

SP23 A―SP23 円 022 026

伊 24 A―SP閉 円 0.26 026

SP25 A―SP25 円 024 023 026

SP26 A―SP26 円 025 026 >SK27

SP29 A― SP29 円 020 17・ 18

SAl SP43 A― SP43 円 020 17 18

SP44 A―SP44 円 OЮ6

Sご塩 A―SP45 円

第 8表 岩坪岡田島遺跡 古墳時代～古代 柱穴一覧
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第Ⅲ章 岩坪岡田島遺跡

第 9表 岩坪岡田島遺跡 古墳時代～古代 溝一覧

遺構 旧遺構番弓 遺構種類 平面形
規模 (m)

出土遺物 特 記 挿図 写真図版
幅 深 さ

SD506 C4-SD06 溝 064 縄文土器,土師器197),須 恵器も膠),黒色土器しι) <SE504,SK507・ SK513 19'20

SD579 C4-SD79 溝 096 020 土師器 (p～η ),須恵器 <SE508 1920

SD696 C4-SD196 溝 032 006 土師器 (な・π ),製塩土器 (奪・密 ) 16 19

SD697 C4-SD197

C7-SD282

溝 l178 土師器 (フ),須恵器 (D‐7・ν ),黒色土器

(聟～嶋 ),珠洲 (″・7),土人形 (節 )

SD744<SD697<SD401・

402・ SE850

1920 1012・ 13

SD737 C4-SD237 流路 l173 <SD744・697 SF01 19'21

SD744 C4-SD244

C7-SX92

流路 260 052 土師器 SD737<SD744<SD697・

401・ 402・ SK896・ SP1293

1921 12

SD745 C4-SD245 滞 047 004 >SD737'SD744 1921 2

SD838 C4-SD338 溝 (012 <SD837・744 19 21

SD917 C4-SD417 流路 030 <SK851・847 192150

SD1379 C7-SD179 溝 須恵器 19・ 21

SD1390 C7-SD190 溝 035 土師器 1921

SD1501 C7-SD301 溝 030 くSE1291 1921 68

遺構 旧遺構番号 平面形

規模 (m)
出土遺物 特記 挿 図 写真 図版

長 さ 幅 深 さ

SK27 A―SP27 円 <SP26

SK28 A―SP28 円 023 023 012

SK507 C4-SK07 円 038 土師器,須恵器 (π ) >SD5116

SK847 C4-SK347 隅丸 078 須恵器 (7) >SD917 19 22

SK85ユ C4-SK351 楕 円 088 050 >SD917 1922

SK1297 C7-SP97 不整形 090 α49 023 土師器 (材),加工棒 ,散石 1922

SK1298 C7-SP98 円 038 037 006 土師器 ,須恵器 (″),黒色土器 (ω ) 19 22 17

SK1356 C7-SK156 土師器 19'22

SK1378 C7-SK178 不整形 Z翻 078 040 土師器 ,須恵器 (2),珠 洲 1922

SK1432 C7-SP232 楕円 0翌 034 055 土師器 ,須恵器 (2)

第10表 岩坪岡田島遺跡 古墳時代～古代 土坑―覧
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2 遺構

(3)中 世

A 掘立柱建物

3号掘立柱建物 (SB3,第 24・ 25図 ,図版14)

B2地区東側に位置する。 4間 ×4間 の東西棟総柱建物で,東側に庇が付 く。桁行9,25m,梁行

8.35m,面積は76.87だである。主軸はN-72°一Eである。東側にSA3・ SA4,西 側にSA2と

した柱列があり, SB3の塀 と考えられる。 SB3の 東側に沿うSう 104と これに直交する S D142,

南側に沿うS D140。 S D141は , SB3の区画溝または道路側溝の可能性がある。隣接するSB4は

SB3に は近すぎ,こ れらの溝を跨 ぐのでSB3と は異なる時期の建物と推測する。

柱穴の平面形は円形または楕円形である。柱穴の規模は,直径または長径22～ 60cm,深 さ8～ 70cm

である。坦土は黒褐色シル トを基調とし,暗灰黄色シル トが粒状に混 じるものがほとんどで,褐灰色

シル トを基調 とする柱穴も数基ある。 S P130。 S P146・ S P 177は 上下 2層 に分かれるが,他はす

べて単層で,柱痕の残るものはない。 S P109'S P l10,SP■ 6・ S P 130。 S P 178・ S P180は 単

層で柱痕はないが,底面の一部のみ掘 り下げて段が付 く掘形をもち,柱の根本を据えたものかと考え

られる。 S P227の 埋土を切るS K144は ,ほぼ完形の中世土師器皿 (4α )が出上 した遺構で,建物

に関する地鎮の可能性 もある。柱の通 りからみればS K144が軸線上にのっているが,深 さからSP

227を 柱穴と考えた。他に切 り合いがあるものはS P180と S P235で あるが,同一遺構の埋上の違い

とも考えられる。

出土遺物は S P 143の 中世土師器皿 1点 , S P 180の 中世土師器 1よ 片ヽ 1点, S P149の 中世土師器皿

1′点 (771, S P234の 柱 (ヌ)である。柱は直径10.2cmの クリ材で,32cm× 29cm,深 さ50cmの 楕円形

の柱穴の中に立った状態で出土し,柱に対 しての掘形は広い。遺構の年代は, SB3の柱穴及びSD

140の遺物から,12世紀中頃～後半と推定する。

4号掘立柱建物 (SB4,第 24・ 26図 ,図版14)

B2地区東側に位置する。 3間 ×2間の南北棟総柱建物である。桁行4.85m,梁行3,75m,面積は

17.67rで ある。主軸はN-12°一Wである。北側にSB3が 隣接するが, SB3に伴うと推測される

溝群を跨 ぐことから,異なる時期の建物と考えられる。

柱穴の平面形は円形がほとんどで,楕円形 もある。柱穴の規模は,直径または長径が21～ 103cm,

深さが■～44cmで ある。埋土は単層のものがほとんどで,褐灰色シル ト・黒褐色シル トを基調 とし,

灰黄褐色シル ト・暗灰黄色シル トが粒状に混入する。SP■8は一段掘 り下げた後に一部を深 く掘 り

下げ段が付 く掘形である。

出土遺物は S Pl13の 中世土師器皿数点,土錘 1点, SP■ 9・ S P 171の 中世土師器小片各 1点で

ある。中世土師器はロクロ成形で,12世紀中頃～後半のものであるが,先述のようにSB3と は異な

る時期の建物と考えられ, SB7と 同時期 と推定する。

5号掘立柱建物 (SB5,第 27・ 28図 ,図版14)

B2地区東側に位置する。 3間 ×2間 の南北棟側柱建物で,西 と南に3間の庇が付 く。桁行6.10m,

梁行5,20m,面積は29,74ぜ である。主軸はN-2°―Eである。南側にSB6が 隣接 し,主軸も同じ

であることから同時期の可能性がある。

柱穴の平面形はすべて円形である。柱穴の規模は,直径22～ 41cm,深 さが 9～ 52cmである。坦土は,

褐灰色シル ト・黒褐色シル トを基調とし,灰責掲色シル ト・暗灰黄色シル トが粒状に混入する。単層

が多いが, S P151。 S P 164の ように一段掘 り下げた後一部を深 く掘 り下げる掘形をもち,埋土も上

潔
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下 2層 に分かれるものもある。単層の中でも,同様の二段の掘形をもつ S P202では,最下層の細い

掘形部分に根本を据えた状況で柱が出土 している。東側にはSB5に 平行 して S D150があり,建物

を区画する溝あるいは道路側溝と推測される。

出土遺物は S P201の 中世土師器皿 1点 (781, S P202の 柱である。遺構の年代は,遺物から12世

紀中頃～後半と推定される。

6号掘立柱建物 (SB6,第 27・ 28図 ,図版14)

B2地区東側に位置する。 2間 ×2間の東西棟総柱建物である。桁行3.8m,梁行3.7m,面積は

13.04ぜ である。主軸はN-2°一Eである。北側にSB5が 隣接 し,主軸も同じであることから同時

期の可能性がある。

柱穴の平面形はほとんどが円形で, S P161は楕円形である。柱穴の規模は,直径22～ 62cm,深 さ

12～34cmである。埋土は単層で,褐灰色シル ト・黒褐色シル トを基調とし,暗灰黄色シル トが粒状に

混入する。

出土遺物は S P 161の 中世土師器小片 1点である。遺構の年代は,SB5と 同時期の可能性が考え

られることから12世紀中頃～後半と推定される。

7号掘立柱建物 (SB7,第 27・ 28図 ,図版14)

B2地区東側に位置する。 2間 ×2間の南北棟総柱建物である。桁行4.6m,梁行3.75m,面積は

16.98ぽ である。主軸はN-77°一Wである。西側にSB5。 SB6が 隣接するが,主軸が異なり,こ

れらに伴うS D150を跨 ぐことから,時期は異なるものと推測される。

柱穴の平面形はすべて円形で,柱穴の規模は,直径23～ 40cm,深 さ14～42clnで ある。埋土は単層で
,

褐灰色シル ト・黒褐色シル トを基調とし,暗灰黄色シル トが粒状に混入する。 S P92は 一段掘 り下げ

た後一部を深 く掘 り下げる掘形をもつ。

出土遺物はS P211の 中世土師器皿 1点で,小片であるが非ロクロ成形の皿である。遺物から12世

紀末～13世紀の建物と考えられ,隣接するSB5。 SB6よ り若干時期が下るものと推定する。

8号掘立柱建物 (SB8,第 29・ 30図 ,図版16)

C7地区南西部に位置する。 4間 ×2間の東西棟総柱建物で,北側に 1問 × 1間の張 り出し部を想

定 したが,張 り出し部については北側の調査区外に廷びる別棟の建物の可能性 もある。桁行8.8m,

梁行4.25m,面積は40.25♂ である。主軸はN-73°一Eである。西側に位置するSB9～ ■と主軸方

向がほぼ同じであることから同時期の建物の可能性が高い。

柱穴の平面形はほとんどが円形で S P 1318。 S P 1349は精円形である。柱穴の規模は,直径または

長径26～ 49cm,深 さ12～ 48cmである。埋土は,黒褐色シル ト・褐灰色シル トを基調とし,灰白色シル

ト・砂が粒状に混入する単層が多い。 S P 1308。 S P 1324・ S P 1510の土層断面には柱痕とみられる

箇所があり,柱痕はオリーブ黒色シル ト・黒褐色シル ト,掘形は黒褐色シル ト質ローム・灰白色シル

トとなっている。 S P105。 S P106は 切 り合いがあるが,同一遺構の埋上の違いである可能性 もある。

S P 1509は切 り合いからS K1307よ り新 しい。また S K1301よ りSB8の柱穴が新 しい。 S K1301で

は中世土師器の柱状高台部分の破片が出上 していることから, SB8の年代は12世紀中頃以降と推定

する。

出土遺物は, S P 1319の 上師器小片 1点 , S P 1510の 柱 (男)である。柱は直径8.2cmのスギ材で

ある。
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2 遺構

9号掘立柱建物 (SB9,第 29。 31図 ,図版14)

C7地区南西部に位置する。 2間 ×2間の南北棟側柱建物である。桁行 4m,梁 行3.9m,面積は

15,35♂ である。主軸はN-17°一Wである。周囲に並ぶ SB8・ 10。 11と 主軸方向がほぼ同じである

ことから同時期の建物の可能性が高い。

柱穴の平面形はすべて円形である。柱穴の規模は,直径23～ 34cm,深 さ20～ 46cmで ある。埋土は,

灰白色シル トが混 じる黒褐色シル トの単層が多い。 S P 1340・ S P 1341。 S P 1343の土層断面には柱

痕とみられる箇所があ り,柱痕は黒褐色シル ト,掘形は灰白色シル ト・黒褐色シル トとなっている。

出土遺物はない。

10号掘立柱建物 (S B10,第29,31図,図版14)

C7地区南西部に位置する。 1間 × 1間 の東西棟側柱建物である。桁行2,45m,梁行2.lm,面積は

5.05♂である。主軸はN-75°一Eである。周囲に並ぶ SB8。 9。 ■と主軸方向がほぼ同じであるこ

とから同時期の建物の可能性が高い。

柱穴の平面形はすべて円形である。柱穴の規模は,直径31～ 38cm,深 さ28～ 54cmで ある。埋土は
,

黒掲色シル トを基調とし,周囲に薄 く灰白色シル トまたは灰白色シル ト混じりの黒褐色シル トがみら

れ,柱痕の可能性がある。出土遺物はない。

11号掘立柱建物 (SB■ ,第29。 31図 ,図版14)

C7地区南西部に位置する。確認 した範囲では 1間 ×2間の東西棟側柱建物であるが,調査区外に

延びる可能性 もある。主軸はN-18°一Wである。周囲に並ぶ SB8。 9。 10と 主軸方向がほぼ同じ

であることから同時期の建物の可能性が高い。

柱穴の平面形はすべて円形である。柱穴の規模は,直径31～ 35cm,深 さ19～ 36cmで ある。埋土は
,

黒褐色シル トを基調とし,周囲に薄 く灰白色シル トまたは灰色シル ト混じりの黒褐色シル トがみられ

るものが多 く, S P 1336・ S P 1337で は,黒褐色シル トが柱痕である可能性がある。出土遺物はない。

12号掘立柱建物 (S B12,第32・ 33・ 49図 ,図版15)

C4地区西側に位置 し,S B13と重複する。東西棟で桁行7.85m,梁行5.55mで ある。柱並びは

揃つていないが, S P869か らS P 712を結ぶ柱列を棟持柱 と考え,こ れに平行する柱列を側柱 と想定

した。主軸はN-75°一Eである。面積は43.16rで ある。

柱穴の平面形はほとんどが円形で, S P 867は 楕円形である。柱穴の規模は,直径20～ 41cm,深 さ

6～ 46cmで ある。埋土は,灰黄色シル トが混入する黒褐色シル トの単層がほとんどであるが, SP
707は灰黄褐色シル トが柱痕である可能性がある。 S P734は 底面の一部を深 く掘 り下げ段が付 く二段

掘 りで,柱の根本を据えたものか。出土遺物は S P698。 S P 712の上師器小片各 1点である。切 り合

いでは, S P 712が S B13の S P711よ り新 しく, S B12が S B13よ り新 しいといえる。

13号掘立柱建物 (S B13,第32・ 33・ 49図 ,図版15)

C4地区西側に位置 し, S B12と 重複する。 2間 ×3間の東西棟総柱建物であると桁行5.60m,梁

行3.15mで あるが,梁・桁の角度は直角にならず歪みがある。主軸はN-75° 一Eである。面積は

17.45♂ である。

柱穴の平面形はほとんどが円形で, S P 725'S P820は 楕円形である。柱穴の規模は,直径または

長径が20～ 68cm,深 さ13～ 37cmで ある。埋土は,灰黄色シル トが混入する黒褐色シル トが最 も多 く,

他に灰黄褐色シル ト,褐灰色シル ト,黒色シル トを基調とするものがある。単層がほとんどであるが ,

S P 709は上下に分層される。 S P820は ,断面から褐灰色シル ト部分が埋まった後黒褐色シル ト部分
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が新たに掘 られたとみ られる。 S P 7471よ 底面の一部 を深 く掘 り下げ段が付 く二段掘 りで,柱の根本

を据えたものか。

出土遺物は S P 725の 中世土師器皿数点,珠洲悟鉢 1点, S P820の焼けた自然礫 1点で, S P 725

の中世土師器は小片であるが非ロクロ成形で13世紀前半のものであり, S B13は該期の遺構 と推定す

る。切 り合いでは, S P711が S B12の S P 712よ り古 く, S B13が S B12よ り古いといえる。

14号掘立柱建物 (S B14,第32・ 34・ 49図 ,図版15)

C4地区西側に位置 し, S B15と 重複する。南北棟で,桁行6.5m,梁行4.6m,面積は29.9♂であ

る。主軸はN-12° Wである。柱並びは不揃いであるが,S P 750か らS P807を 結ぶ柱列を棟持柱

と考え,こ れに平行する柱列を側柱と想定した。

柱穴の平面形は楕円形が多 く, S P807は円形, S P762は 不整形である。柱穴の規模は直径または

長径が37～ 73cm,深さが14～ 42cmである。埋土はすべての柱穴に灰責色シル ト混 じりの黒褐色シル ト

がみられ,単層が多いが, S P 750で は灰黄色シル ト部分が柱痕とみられる。 S P 750。 S P807・ S

P832は ,底面の一部を深 く掘 り下げ段が付 く二段掘 りで,柱の根本を据えたものか。

出土遺物は S P 750の土師器小片 1点,焼けた自然礫 1点 , S P832の 珠洲悟鉢 1点である。遺物の

年代は13世紀前半であるが,建物構造からみて,重複するS B15よ りS B14が新 しいと考えられ, S

B14の 時期は13世紀後半以降と推定される。切 り合いではS P 750が S K751よ り古い。

15号掘立柱建物 (S B15,第 32・ 34・ 49図 ,図版15)

C4地区東側に位置し, S B14と 重複する。 3間 ×2間の南北棟総柱建物で,桁行5。lm,梁行3.38

m,面積は17.13♂ である。主軸はN-14°一Wである。

柱穴の平面形はすべて円形である。柱穴の規模は直径20～ 86cm,深さが 6～ 24cmである。埋土は灰

責色シル トが混 じる黒褐色シル トがほとんどで,褐灰色シル トも一部にみられる。切 り合いでは, S

P787は S K845よ り新 しく, S K845か ら13世紀前半～中頃の遺物が出土 していることからS B15の

年代は13世紀前半以降と推定する。また S P806は 道路側溝の可能性があるS D846よ り新 しい。また

重複するS B14と の切 り合いはないが,建物構造からみて, S B15が古いと考える。出土遺物はSP

757の上師器小片 1点である。

16号掘立柱建物 (S B16,第 35,36。 49図 ,図版16)

C4地区中央に位置し, S B18と 重複する。桁行8,7m,梁行6.5m,面積は55。36♂である。主軸は

N-84° Eである。柱間が不揃いで,建物 として確実ではないが, S P 623・ S P 639の 柱並びを棟

持柱 と考え,こ れに平行する柱列を側柱と想定した。

柱穴の平面形はすべて円形で,規模は直径23～ 32cm,深 さ8～45cmである。埋土は灰黄色シル トが

混 じる黒褐色シル トの単層が多いが, S P644は黄褐色シル トを掘形とし,黒褐色シル トが柱痕であ

る可能性がある。切 り合いではS P639が S K640よ り古い。

出土遺物は, S P610の 土師器小片 2点 ,須恵器甕 1点 (79), S P644の上師器小片 1点である。

重複するS B18と の切 り合い関係はなく,新旧関係は不明である。

17号掘立柱建物 (S B17,第 35・ 36・ 49図 ,図版16)

C4地区中央に位置し, S B18と 重複する。調査区外に延びているため全容は不明,確実ではない

が,ひ とつの可能性 として南側 と東側に縁または庇が付 く東西棟総柱建物を想定 した。主軸はN―

7°一Wである。

柱穴の平面形はすべて円形で,規模は直径29～48cm,深 さ9～37cmである。埋土は灰黄色シル トが
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混 じる黒褐色シル トの単層がほとんどであるが,一部に褐灰色シル トもみられる。切 り合いではSP

569,S P 572が古代の S D579を切る。

出土遺物は, S P 566の上師器小片 1点 , S P 572の上師器小片 1点 , S P 589の 中世土師器小片 2

点, S P594の上師器 。土製品の小片各 1点 , S P613の 中世土師器 (8の の小片数点, S P809の上

師器小片数点である。遺構の年代は遺物から13世紀～14世紀前半と推定する。

18号掘立柱建物 (S B18,第35。 38・ 49図 ,図版16)

C4地区中央に位置 し,S B16。 S B17と 重複する。南北棟側柱建物で,東側に張出部が付 く。柱

穴は中抜けし,間取 りの大小があったと考えられる。主軸はN-84°一Wである。桁行7.95m,梁行

7.9m,面積67.26♂ である。

柱穴の平面形はほとんどが円形で, S P 618は 精円形である。規模は直径または長径21～ 46cm,深

さ3～40cmである。埋土は灰黄色シル トが混 じる黒褐色シル トの単層がほとんどであるが,一部に褐

灰色シル トもみられる。 S P647・ S P650で は底面の一部を深 く掘 り下げて段が付 く二段掘 りで,柱

の根本を据えたものか。

出土遺物は S P605の 中世土師器皿 1点 , S P617・ S P618の 上師器 tlヽ 片, S P619の縄文土器小片 ,

S P676の 鉄津 1点 (望の である。 S P605出上の中世土師器は口縁部を欠損するが非ロクロ成形の皿で

ある。重複するS B16。 S B17と の切 り合いはなく,新旧関係は不明であるが,柱穴から鉄津が出上し

ており,周囲の S E5髄 。S E 508。 S K404等の鉄津が出上した井戸や土坑と同時期の建物であろうか。

19号掘立柱建物 (S B19,第37・ 39・ 49図 )

C4地区東側からC7地区北側にまたがる建物である。東側の撹乱部分と調査区の境界部分の柱穴

の有無が不明であるが, 5間 ×3間の東西棟総柱建物 と考えておきたい。主軸はN-76°一Eである。

桁行12.6m,梁行6.55m,面積81.64♂ である。

柱穴の平面形はほとんどが円形で, S P 552は楕円形である。柱穴の規模は直径27～ 62cm,深 さ16

～41cmである。埋土は灰責色シル トが混じる黒褐色シル ト,にぶい黄橙色粘上が混 じる暗褐色シル ト

等があり,単層がほとんどである。切 り合い関係は, S P 513と S P 1388が ,それぞれ古代の S D506

とS D 1390を切つている。

出土遺物は S P 552の土師熙ヽ 片■点, S P 1361の上師器小片 3点である。

20号掘立柱建物 (S B20,第 37・ 38・ 49図 )

C7地区北東部に位置する。南東部は古代の溝 S D 1379と 重複 しており,確認されなかった柱穴が

あった可能性を考えて, 3間 ×2間 の南北棟側柱建物を想定 した。主軸はN-29°一Wである。桁行

5。30m,梁行4.5m,面積22.75だ である。

柱穴の平面形はすべて円形で,規模は直径32～ 52cm,深さ22～ 30cmである。埋土はにぶい責橙色粘

土が混 じる暗褐色シル ト・シル ト質ロームが多 く, S P 1380。 S P 1366で は柱痕または柱抜 き取 り痕

とみられる部分がある。

出土遺物は, S P 1367の 中世土師器皿 2点,珠洲奏 1点 ,S P 1369の 上師器小片 1点で, S P 1367

出上の中世土師器は非ロクロ成形の皿である。

21号掘立柱建物 (S B21,第40・ 41・ 49図,図版17)

C7地区西側に位置 し, S B22・ S B23と 重複する。調査区外に廷びる可能性 もあるが, 3間 ×2

間の東西棟総柱建物で東側に張出部をもつ建物を想定 した。ただし撹乱により北東側の柱穴の有無が

不明であるため張出部については確実ではない。主軸はN-70°一Eである。桁行6.60m,梁行5,25m,
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面積40,86ぽである。

柱穴の平面形はほとんどが円形で, S P 1256。 S P 1261は楕円形である。規模は直径または長径30

～69cm,深さ10～ 38帥である。埋土はにぶい黄橙色粘土が混 じる暗褐色シル トの単層が多いが, SP
1248・ S P 1256。 S P 1267は 上下に分かれて下層に黒褐色シル ト質ロームが埋積する。切 り合いでは

,

S P 1256・ S P 1267は古代の溝 S D697を 切 り, S P 1261は S K 1217を切る。出土遺物はない。

22号掘立柱建物 (S B22,第40。 41・ 49図 ,図版17)

C7地区西側に位置 し, S B21・ S B23と 重複する。柱間が不均等で確実な建物 とはいえないが ,

梁行 2間の東西棟側柱建物を想定 した。 S P 1249か らS P 1285の柱並びは若干ずれるが棟持柱か。主

軸はN-74°―Eである。桁行7.8m,梁行3.9m,面積28.87ぽ である。

柱穴の平面形はほとんどが円形で, S P 1257・ S P 1262は楕円形である。規模は,直径または長径

22～ 51cm,深さ8～40cmである。埋土はにぶい黄橙色粘土が混 じる暗褐色シル トの単層がほとんどで

ある。切 り合いでは S P 1251は S K 1252よ り古 く, S P 1257は古代の S D697よ り新 しい。 S P 1262

はS K1217よ り新 しい。出土遺物はない。 S B21,S B23と 重複 し,切 り合いはないが,建物構造か

らS B22が新 しいと考えられる。

23号掘立柱建物 (S B23,第 40。 42・ 49図 ,図版17)

C7地区西側に位置し, S B21。 S B22と 重複する。東西棟狽1柱建物で,柱穴は中抜けし,大小の

間取 りがあったと考えられる。主軸はN-75°一Eである。桁行8,7m,梁行7.35m,面積63.14♂ である。

柱穴の平面形はほとんどが円形で, S P 1212・ S P 1242・ S P 1269は 楕円形である。規模は直径また

は長径28～86cm,深 さ9～44硼である。埋土はにぶい責橙色粘土が混じる暗褐色シル トの単層がほとん

どで, S P 1228・ S P 1232では上下 2層 に分かれ下層に黒掲色シル ト質ローム・黄褐色シルト質ローム

が埋積する。切 り合いではS P 1222が S K1208よ り新しい。 S P 1232・ S P 1496は 古代のS D697を 切る。

出土遺物は, S P 1222の須恵器 (割 )。 中世土師器・珠洲の小片, S P 1232・ S P 1247・ S P 1275

の中世土師器皿各 1点である。

24号掘立柱建物 (S B24,第42・ 49図 ,図版16)

C7地区中央に位置する。 2間 ×2間の東西棟建物であるが,周辺は撹乱や古代の溝と重複する部

分があり,東西方向に延びる可能性 もある。主軸はN-65° Eである。桁行4.78m,梁行3.9m,面

積18.39ぽ である。

柱穴の平面形はほとんどが円形であるが S P 1409は楕円である。規模は直径または長径28～ 5Clcm,深 さ

17～ 25cmで ある。埋土は灰責褐色粘土質ローム・にぶい責橙色粘土等が混じる暗褐色粘土質ロームの単

層が多いが, S P 1391・ S P14∞では柱痕とみられる部分がある。またS P13能 は上下 2層 に分かれる。

出土遺物は, S P 1409の須恵器小片 1点 ,中世土師器皿 1点である。

25号掘立柱建物 (S B25,第43・ 44・ 49図 ,図版17)

C7地区中央やや東よりに位置 し, S D15髄 と重複する。梁行 2間の南北棟側柱建物で,柱並びは

不揃いであるが, S P 1425か らS P 1423の柱並びを棟柱と考え,こ れに平行する柱列を側柱 とする建

物を想定 した。主軸はN-70°―Eである。桁行4.75m,梁行3.2m,面積 15。 16♂である。

柱穴の平面形はほとんどが円形であるが S P 1449は 方形である。規模は直径25～ 40cm,深 さ12～ 26

cmで ある。埋土は灰黄褐色粘土・にぶい責橙色粘土等が混 じる暗褐色粘土質ロームで単層が多いが ,

S P 1423・ S P 1440で は柱痕とみられる部分もある。 S P 1449・ S P 1450は底部の一部を深 く掘 り下

げて段が付 く二段掘 りで,柱の根本を据えたものか。切 り合いでは, S P 1424が S D 1504よ り新 しい。
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出土遺物は S P 1424の 土師器小片 1点,珠洲悟鉢 (レ)である。遺構の年代は遺物から13世紀前半

以降と推定する。

26号掘立柱建物 (S B26,第43・ 44・ 49図 ,図版16,17)

C7地区中央やや東よりに位置する。 l間 ×2間の東西棟側柱建物で,桁行5,9m,梁行1,9m,面

積は10,89♂ である。主軸はN-58°―Eである。

柱穴の平面形はほとんどが円形で, S P 1481は楕円形である。柱穴の規模は直径または長径27～ 35

cm,深さ16～32cmである。埋土は灰責褐色粘土・にぶい黄橙色粘土等が混じる暗褐色粘土質ロームで

単層が多いが, S P 1436で は柱痕 とみられる部分もある。 S P 1481は底部の一部を深 く掘 り下げて段

が付 く二段掘 りで,柱の根本を据えたものか。

出土遺物は S P 1436の 中世土師器皿 2点 (那・y), S P 1474の 中世土師器小片数点, S P 1479の

珠洲小片 1点 , S P 1481の 中世土師器小片 1点,土錘片 1点,粘土塊 1点である。 S P 1436で は大小

の完形の中世土師器皿が,仰向けで重なった状態で出上した。柱穴の底で斜めに傾いた状態で,割れ

ておらず,柱 を抜き取った後に埋納されたと考えられる。 S B26の周囲を取り囲む S D 1485。 SD
1504及び竪穴状土坑 S Kl坐5は軸方向が同じであることから建物との関連性が窺える。規模から,住

居以外の性格の建物であろう。

B柵
2号柵 (SA2,第 24・ 25図 )

B2地区東側に位置し,SB3の 西側に沿う。4基の柱穴が並び, SB3の柱列に近距離で平行す

ることからSB3の塀または垣と推測する。

柱穴は円形で直径23～ 30cm,深 さ26～ 40cmで ある。埋土はすべて暗灰黄色シルト混じりの黒褐色シ

ルトで単層である。遺物はないが, SB3の年代から12世紀中頃～後半と推定する。

3号柵 (SA3,第 24・ 25図 ,図版14)

B2地区東側に位置し, SB3の東側に沿う。 5基の柱穴が並び, SB3の柱列に近距離で平行す

ることからSB3の塀または垣と推測する。SA4と並ぶが,時期関係は不明である。

柱穴は円形で,直径20～45cm,深 さ9～42cmで ある。埋土は暗灰責色シルト混じりの黒褐色シルト

または褐灰色シルトで単層である。SP?22は途中から一部を深く掘 り下げて段が付 く掘形をもつ。

出土遺物はないが,SB3の 年代から12世紀中頃～後半と推定する。

4号柵 (SA4,第 24・ 25図 ,図版14)

B2地区東側に位置し, SB3の東側に沿う。 6基の柱穴が並び, SB3の柱列に近距離で平行す

ることからSB3の塀または垣と推測する。SA3と並ぶが,時期関係は不明である。

柱穴は円形で,直径22～ 29cm,深さ8～ 46cmである。埋土は暗灰黄色シルト混じりの黒褐色シルト

または褐灰色シルトで,ほ とんどが単層であるが, S P 124は柱痕が残る。

出土遺物はS P 106の 中世土師器皿 1点 (8の , S P124の 中世土師器皿 (80, S P136の 中世土師

器皿 1′点である。遺構の年代は,遺物から12世紀中頃～後半と推定される。

5号柵 (SA5,第 27・ 28図 )

B2地区東側に位置する。SB5の西側に隣接する柱列で,検出した柱穴数は少ないが, SB5に

関連する可能性が考えられる。

柱穴の平面形は円で直径19～ 24cm,深 さは20～ 29cmである。埋土は暗灰黄色シルトが混じる褐灰色

シルト・黒褐色シルトの単層である。出土遺物はない。

ω
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SD104
1 10YR3/1黒 褐色シルト(25Y5/2暗 灰黄亀シルトlo%蔵 IAlこ 混,炭 ILb混 )

2わY4/1賛 灰色シルト(炭イヒ物混)

SD105
&10コ硝/1黒獨色ンルト(25Y5/2薩 灰責色ンルトiO%粒状,こ 混戻イヒ物混)
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SP1 324
1 10YR9/1黒 褐色シルト(5Y7/2灰白色シ
ルト1%蔵状に混炭化物混)

2 10YS/2黒 褐色シルト質ローム(5V″修灰
白色シルト3%/Elッ ク状混炭化物滉)

SK1323
910Y3/1昌 召色ンルト(え化物混)

15Y3/1オリーブ黒色シルト(5Y7/2灰白色
絣転 混炭イヒ物湿)

SPl S06
2 5We/1オリーブ黒色シルト(炭イヒ物混)
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SP1 31 2
1 10YR3/ユ 黒褐色シルト(5Y″琢 白色
シルト2%粒状|こ 混災化物粒混)

SP1319
15Y3/1オリーブ黒色シルト(報

=2灰
白色

シルト8%プロック状に混炭化物混)

25Y7/2灰 白色シ″卜(5Yν lオリーブ黒色
3%ブロック状に混)

35Y3/1オリーブ黒色シルト(5Y7/2灰白シ
,レ ト1%プロック状に混炭化物混)
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1 10YR3/1黒 褐色ンルト(5Y7/2白色シルト1%粒
状に混皮イヒ物混)

25Y7/2灰 白色ンルト(10Y酌 /1黒 褐色ンルト3%
ブロック状に混戻イヒ物粒混)

下輌一Ｆ
SP,308

1 5Ta/1オ リーブ黒色シルト(炭化物混)

2曽 力灰白色砂(5Yン 1オリーブ黒色
シルト2%プロック状に混)
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SB13
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下
鰤一Ａ
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蛎一Ｃ
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下鰤一Ａ

SP707
1 10YR4/琢 黄褐色シルト
2 10VRν 2黒褐色シルト(10Y離 力灰寅褐色シルト5%粒 状に混文化物

湿)

SP71 2   !十上|■ ||■■■■■,「

l iOYR3/ユ 黒召色シルト(25Y6/2灰 費色シルト10%粒状に混友化物混)

ケ10YR3/ユ 黒褐色シ″卜(25Y6/2灰 黄色シルト30%粒状に混炭化物混)

SP711
3 10YR3/1黒 褐色シルト(95Y6/2灰 資色シルト10%粒状に混 炭化物 vjL)

SP734
1 10YR3/ユ 黒禍色シルト(25Yν 2仄黄色シルト1蜘 状に混皮イヒ物混)

SP855
11∝ R3/1黒褐色シルト(2576カ 灰黄色ンルトЮ%粒状に混炭化物混)

SP747
1 lllYR3/1黒 褐色シルト(25Y6カ灰黄色シルト80%粒状に混炭化物混)

SP709
1 10YR3/1黒 褐色シルト(25YO力 灰貨色シルトIりろ粒槻こ滉決化物混)

'10YR3/1黒
欄色シルト(25Yν 2灰黄色シルト2%粒状に混)

SP725
1 10YR3/1黒 裾色シルト(2う Y6カ灰費色シルトワ%粒状に混皮イヒ物混)

SP320
よ10YR3/1黒 褐色ンルト(25Y6/2灰 黄色シルトiO%粒状に混皮化物混)
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下Ｍ
鰤一Ａ

SP644
1 10YR3/1黒 褐色ンルト(25Y6/2灰 責色シルト
1%粒 状1こ 混炭イヒ笏混)

22575/3黄 褐色シルト(10YR3/1黒 褐色シルト
2%プロック状に混炭イヒ物混)

SP639'SK640
1 10YR3/2黒 褐色ローム(炭化物混)

225Y4/2暗 灰黄色砂質ローム(loYR3/2黒
褐色ローム1%粒状に混)

ユ107R3/1黒 召色シルト質ローム(炭イヒ物混)

■25YS/2暗 灰黄色シルト質ローム(10YR3/2
黒褐色ローム1%プロック状に混)

下娩一Ｂ

Ｔ輸一Ｃ

即
SP683

1 10YRν l黒褐色シルト(2 0rν琢 責色シルト
5%粒状に混皮イヒ物混)

2 10YR3/1黒 褐色シルト(2研r6/2灰 黄色シルト
m%粒状に混皮イヒ物滉)

SP694
1 10YR3/1黒 縄色シルト(20お /2灰 黄色
シルト2%粒状に混,炭化物混)
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11ぃrRッュ黒協色シルト(25Yν 2Fx貨 色
シルト10%粒状に混炭化物混)

SK695
2 111YR3/よ 黒梅色シルト(25Y6/2灰 黄色

シルト10%粒状に混皮イヒ物混)

a10YR2/1黒 色シルト(25Y6/2灰 貨色シ
ルト2%粒状に屁炭イヒ物混)

鰤一Ｂ SP594
1 10YR3/ユ 黒褐色シ,レ ト(25Y6//2
灰黄色シルトiO%粒状に混
皮イと物混)
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SP590
11叫R3/1黒召色シ″卜(2う Y6/2「x黄色
シルト2%疵状に混友化物混)

SP647
1 10YR3/1黒 禍色シルト(25Yν 叛 黄色

シ″卜2%粒 状に混,決 化物混)

SP650
1 10YR4/1禍 灰色シルト(25Y6■取 黄色
シルト30%粒状に混.炭化物混)

SP625
110マR3/1黒褐色シルト(2576カ 灰黄色
シルト5%蔵状に混炭化物混)

木辞

Cυ

珈一Ａ

SP1368
11叫 R3/3暗褐色シルト(10YR6/3にぶい責橙色お土ノロック状に混
炭化物5%酸化鉄7%混 )

SP1369
1 10TRV3暗 褐色シルト(loYRν aにぶい黄橙色粘主ブロック状に混I

炭化初10%酸 イ酸筋%混 )

210Y贈 /3暗 褐色シルト質ローム(10YRν 31こぶい黄橙色シルトアロッ
ク状に混酸化鉄7%混)
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瓢 軍 子
1辮

靱 控壷鰯 燭 侯聞
橙

111iⅢⅢ:llⅢ    2 10Y硝 /4暗褐色粘主質ローム(10YRV41S色拙と混

“
!:!      炭化物2%酸化鉄ユ0%混 )
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1 10YR3/3暗 褐色粘主質ローム(10YRν 31こ ぷい黄橙色
粘土ブロック状に混炭イヒ物1%酸イ蜘 %混 )

2 10YR3/3暗 召色シルト(10V雨′もにおい費橙色粘土ブ
ロック状に混皮化物2%酸化鈍 O%混 )
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2 遺構

C 滞・自然流路

4号 自然流路 (SD4,第 45図 ,図版20・ 31)

A地区北端に位置する。自然流路としたが,深度を増しつつ調査区外に延びているため全容は不明

で,川 または沼地,池の可能性が考えられる。

調査区内で確認できる最大幅は12.84m,深 さ2.Omである。埋土は水平堆積で,下層に責灰色粘土

質ローム・灰色粘土質ロームなど粘性の高い上が堆積 し,上層にオリーブ黒色シル ト質ローム・黒褐

色シル トが堆積する。土質から,水勢の強い川の堆積ではなく,沼地化 し徐々に埋積 していつたと推

測される。A地区内でも特に噴砂が集中していた遺構で, SD4埋没後に発生 した地震による液状化

現象の影響を受けたものといえる。SD4は調査区縁端部に向かって徐々に深 くなるが,噴砂は遺構

の検出面から底面までの深度が lm未満の部分に集中しており,深 くなる部分ではあまり顕著でない。

出土遺物は弥生土器・須恵器 (認・89)。 中世土師器 (9θ
。9=)・ 珠洲・中国製白磁・土錘 (男～

%)。 漆器・柄 (5)。 木地皿 (=の
。加工棒 (δの 。加工板 (σθ)・ 種実 (オ ニグルミ)である。遺物

は下層からの出土が多 く,土錘の出土は周辺で網漁業が行われていた可能性を示唆する。遺物からS

D4は 12世紀後半頃に埋まったものと推定する。

11号 自然流路 (S Dll,第46・ 47図 ,図版20)

A地区東端からBl・ B2地区に続 く自然流路で,河川跡である。最大幅は28.40mで ,深 さは2.0

mである。最も深い部分はBl地区中央を北西から南東へと蛇行 し,Bl地 区全体が浅瀬を含めて川

の範囲内になっている。A地区とB2地区は川底へ向かって緩やかに傾斜する浅瀬部分である。

埋土は,A地区のみ最上部にオリーブ黒色シル ト質ロームが堆積 し,以下はほぼ全地区をとおして

灰白色砂,灰白色砂混 じりの黒褐色シル トが上層に堆積する。灰白色砂層にも黒褐色シル トが幾分混

じっており,水平断面ではこれらの上が混ざり合つて渦を描 く擾乱構造がみられ,垂直断面では灰白

色砂層と黒褐色シル ト層との境界が波打ち,下の層に潜 り込むなどの擾乱構造が看取された。このよ

うな擾乱構造は地震の影響によって形成された可能性がある。埋上の擾乱構造が地震によるものとす

れば,後述する遺物の年代から1858年 の安政地震が要因と考えられる注9。 下層は灰色粘土質ローム以

下粘性の高い土が堆積 し,最下層は灰色砂が帯状に混 じる水成堆積層 となっている。

出土遺物は土師器 (θび)・ 須恵器 (9D~l・ 黒色土器 (9の
。中世土師器 (男～

=θ
σ)・ 珠洲 (ヱ θ7・

ヱ鋸)・ 古瀬戸 (王 θの 。越中瀬戸 (ヱ

=の

。伊万里・土錘 (=ヱ
=～

王
=D・

土製品・漆器 (=2・ 文)・ 加工板

(刃・

"・
体・σ9)・ カロエ棒 (I・ 0。 ウマの歯・種実である。ウマの歯はB2地区北側の上層 と付

近の包含層から出土した。種実は上層からオニグルミ,モモ, トチノキが出上している。

古代から中世の遺物は上・下層から出土 しているが,越中瀬戸・漆器等近世の遺物は灰白色砂層以

上の上面付近の上層から出土していることから, S Dllの年代は12世紀を中心として13世紀末,遅 く

て14世紀中頃にかけてほぼ埋没し,近世に至って若干窪地となったところに灰白色砂等が流れ込んで

完全に埋没 したものと考えられ,東側に隣接する建物群 SB3～ 7と 同時期の遺構と考えられる。土

錘は特にB2地区を中心としてまとまった量が出土 しており,建物群周辺の溝からも出土 しているこ

とから,付近で網漁業が行われていたことを示唆するものと考えられる。加工板の中には懸魚または

建具の一部と考えられる特殊な意匠のものもあり,こ れらは溝の肩付近で折 り重なって出上 した。出

土状況から川上から流れてきたものとは考えにくく,意図的にまとめて廃棄されたものと考えられ,

付近に社殿等特殊な建物が存在 したと推測される。

注9 第二分冊 自然科学分析 寒川 旭「� 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡田島遺跡で検出された地疑痕跡」

影
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103号 自然流路 (S D103,第 46。 47図 )

A地区からB2地区にかけて流れるS Dllの東肩に重なる。最大幅は58cmで ,深さは24cmで ある。

S Dllの③層に切られ,④層を切る。埋土は灰白色砂が帯状に混 じる責灰色シル トである。 S Dllが

ほぼ埋まったあと掘 り直された溝かもしれないが, S Dllの埋上の一部である可能性 もある。出土遺

物は中世土師器皿片 2点 ,土錘 1点 (=2)である。

104号溝 (S D 104,第 24図 ,図版14)

B2地区東側に位置し, SB3の東側に沿う。直交する S D 142・ S D140と ともにSB3に 関連す

る区画溝または道路側溝と推測される。最大幅は1.40mで ,深 さは 8 cmで ある。埋土は黒掲色ンル ト

を基調とする。切 り合いではS K105よ り古 く, S K238・ S K240よ り新 しい。

出土遺物は中世土師器皿 (=29,珠洲甕片 1点,土錘 1点 (ヱ乏め ,種実 (モモ)である。中世土師

器皿はロクロ成形で,図示 したほかに4点の破片がある。遺構の年代は,遺物から12世紀中頃～後半

と推定する。

140号溝 (S D140,第 24図 ,図版14)

B2地区東側に位置 し, SB3の南側に沿う。方向が同じS D141・ S D 142,直 交するS D104と

ともにSB3に 関連する区画溝または道路側溝 と推測される。最大幅は72cmで ,深さは16cmで ある。

埋土は黒褐色シル トを基調とする。

出土遺物はロクロ成形の中世土師器皿 4点 (=〃～
=2の

,中国製白磁碗 1点 (ヱ 2の ,土錘 1点 (=20

である。遺構の年代は遺物から12世紀中頃～後半と推定する。

141号溝 (S D141,第 24図 ,図版14)

B2地区東側に位置し, SB3の南側に沿う。方向を同じくするS D140,S D142,直交するSD

l飩 とともにSB3に 関連する区画溝または道路側溝 と推測される。最大幅は40cmで ,深 さは 6 cmで

ある。埋土は暗灰黄色シル ト混 じりの褐灰色シル トである。出土遺物はないが, S D 140の 遺物から,

遺構の時期は12世紀中頃～後半と推定する。

142号溝 (S D 142,第 24図 ,図版14)

B2地区東側に位置 し, SB3の東側にのびる。方向が同じS D 141,S D 142,直 交する S D 104

とともにSB3に 関連する区画溝または道路側溝と推測される。最大幅は55cmで,深さは 8 cmで ある。

出土遺物はないが, S D 140の遺物から,遣構の時期は12世紀中頃～後半と推定する。

150号溝 (S D150,第 27図 ,図版14)

B2地区東側に位置し, SB5'6の 東側に隣接 し, SB7と 重複する。幅は2箇所膨らむ部分が

あり最大幅1.15mで ,そ の他の場所では50cm前後である。深さは 9 cmで ある。埋土は暗灰黄色シル ト

が混 じる黒褐色シル トである。

出土遺物は中世土師器・土錘で,小片であるがロクロ成形のものが数点ある。出土遺物と遺構配置

から, SB7と は時期差があると考えられるが, SB5・ 6と は同時期のもので,建物の区画溝もし

くは道路の側溝と考えられる。遺構の年代はSB5・ 6の年代 と同じ12世紀後半と推定する。

301号 自然流路 (S D301,第 48図 ,図版21)

B3地区からC7地区にかけて調査区の南端を流れる自然流路で,河川跡である。最大幅 8m,深

さ72cmである。調査区端に向かって緩やかに傾斜 してお り,河川の本体となる最も深い部分は調査区

外にある。

埋土は水平堆積で 3層 に大別され,西側のB2地区では黄灰色粘土質ロームを基調とし,東側のC

“



2 遺構

7地区では上層は灰色粘土質ローム,下層は灰色シル ト・オリーブ灰色ロームを基調とする。下層に

は炭化物が多 く混 じる部分がある。土質から,水勢のある1可川堆積層ではなく,1可川の氾濫等により

淀んだ状態で徐々に埋積 したものと推測する。下層の炭化物が混 じる土層の珪藻分析においても,堆

積環境がジメジメした陸域環境で時折洪水などにより1可川の流入の起こる環境であつたと推定される

滋O。 遺物は主にC7地区の上層と,礫原となる東側の底面から出土 しており,周辺の建物群に関係す

るものと考えられる。

出土遺物は土師器 (ヱ

"・ =∂
θ・ユ5の ・須恵器 (ヱ∂′～

=M)・
黒色土器 (ヱ∂の 。中世土師器 (ヱ∂δ～

=%)・
珠洲 (=∬～2θの ,古瀬戸 (2θの 。瀬戸美濃 (2θの・中国製白磁 (2鋸～2=θ・2どの 。中国製青

磁 (2ヱ・2ヱ動・越中瀬戸・土錘 (Я翠～2D。 下駄 (4)・ 紡錘車 ?(δ )。 曲物・井戸枠 。円形板・

加工棒 (拓・5の 。加工板・扁平片刃石斧 (ノ )。 石鍋 (2つ
。砥石 (ν・

=5。
別 )。 銭 (翠 ・ 7)・ 羽

口 (∂δ)・ 種実・骨である。種実は下層の炭化物層から出土 したもので,カ ジノキ,イ ネ炭化胚乳 ,

タガラン,モモ核等が特に多い。モモは河川沿いで栽培されたか,利用後投棄されたものと考えられ

る・ ll。 同じ土層の花粉化石の分析結果とも合わせると,遺跡周辺には落葉広葉樹林が遺跡から幾分離

れた微高地上になどに成立しており,低地部にハンノキ属が湿地林を形成 し,自 然流路内または近接

した場所に水位の低い湿地的環境が存在 し,付近に水田やソバ 。アプラナ科の栽培地が存在 した可能

性が示唆されているH2。 骨は下層の炭化物層から出土 したもので,陸獣骨の破片である注13。

遺物は 7世紀末～16世紀末の年代幅があるが,量的には主体は12世紀～13世紀のもので,下層出土

の遺物は13世紀を下限とする。このことからS D301は 古代から中世の河川跡で,13世紀頃までにほ

とんどが埋積 して凹地となり,16世紀頃までには完全に埋まったものと考えられる。

302号溝 (S D302,第 48図 )

B3地区北側からC7地区へと流れる溝である。東西方向の流路であるが緩 く弧を描 くように曲が

り,途切れているが S D 301へ と流れ込んでいたものと考えられる。最大幅は1.59mで ,深さは12cm

である。埋土は黒褐色シル ト・褐灰色シル ト・暗灰責色シル トを基調とする。

出土遺物は土師器 。中世土師器の小片が数点ある。

327号溝 (S D327,第 48図 )

B3地区中央に位置する。東西方向の溝で, S D302と 平行であるが検出した長さは短 く詳細は不

明である。最大幅は25cmで ,深さは 5 cmで ある。埋土は暗灰責色シル トが混じる褐灰色シル トである。

出土遺物は土師器の小片 1点である。

329号溝 (S D329,第 48図 )

B3地区北狽1に位置する。南側は試掘 トレンチに切られる。最大幅1.14m,深さ 6 cmで ある。埋土

は暗灰黄色シル トが混じる黒褐色シル トである。出土遣物は土師器 。中世土師器の小片が数点ある。

401号溝 (S D401,第 20,49・ 50・ 52図 ,図版12・ 19)

C3地区からC4。 C7地区へと繁がる東西方向の直線的な溝である。 S D402・ S D 1370と 並行

して走 り, ともに道路の側溝であったと推定する。方向はおよそN-70° Wである。最大幅は1.8m

で,深 さは70cnaで ある。もう一方の狽1溝であるS D402・ S D 1370に 比べ倍以上の深さになっている。

検出面からの深さはC地区中央のC4。 C7地区の境界付近が最も浅 く,削平を受けているものと考

えられる。断面形は逆台形状に近 く,土層断面から何回かの溝浚えを行って使用されていたことが看

取される。

埋土は黒褐色シル ト・オリーブ褐色シル ト・暗掲色シル トを基調 とし,にぶい黄橙色粘土等が粒

注10 第二分冊 自然科学分析 株式会社パ レオ ラボ 黒澤一男「Ⅲ 瑳 l‐4分析  2 岩坪岡田鳥9El跡 の珪藻化石群集J

注■ 第二分冊 自然科学分析 株式会社パ レオ ラボ 新山雅広 植劇弥生「V 手洗野赤浦遺跡 岩坪岡田鳥遺跡か ら出土 した大型植物化石」

注12 第二分冊 自然科学分析 株式会社パ レオ ラボ 新山雅広「コ 花粉分析 ユ 手bt野赤浦過跡 岩坪岡田島遺跡の花粉化石辞集」

注13 第三分冊 自然科学分析 株式会社パ レオ ラボ 黒浮一男「Ⅵ 岩坪岡田島遺跡出土動物遺体について」

潔
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状・ブロック状 に混 じる。水成堆積層 はみられないが,東端では S D 1485。 S D 1504が枝分かれ して

お り,道路側溝であるのみでな く水路 としての機能を併せ持っていた可能性 もある。出土遺物は土師

器 (ルD。 須恵器 (2つ ・中世土師器 骸%・ 力D。 珠洲 (%θ～2め・中国製青磁 ("7・ 2翔 ・中

国製白磁・古瀬戸 (2つ 。上錘 (″り 。土製品 。焼石・引き手金具 (何)・ 鉄津 (努～翠5。 40。 種実

(ウ メ)である。古代の遺物もあるが主体は中世のもので,12世紀後半頃開削され14世紀頃まで機能

した溝と考えられる。

402号溝 (S D402,第 49・ 50図 ,図版19)

C3か らC4地区へ繋がる東西方向の直線的な溝である。S D401と 並行して走り,と もに道路の

側溝であったと推定する。またC7地区西側では途切れて検出されなかったが,削平によるものと考

えられ,C7地 区東側で検出したS D 1370が S D402の続きとみられる。最大幅1.02血 ,深さ18cmで
,

南側の側溝S D401に比べて細く浅い。

埋土は黄褐色シルト・暗褐色ローム・褐灰色シルト等を基調とし,水成堆積とみられる層はない。

西端ではS D403に切られる。 S D697・ 744・ 917に切られる。

出土遺物は土師器・須恵器・珠洲 (25の 。中国製白磁・土製品 。鉄淳で特に珠洲と土師器の破片が

多い。珠洲は12世紀後半のもので,遺構の年代はS D401と 同時期と考えられる。

403号溝 (S D403,第 49・ 50図 )

C3地区西端に位置し,道路SFlの側溝S D402に 並行しこれを切る。最大幅87cm,深 さ34cmで ,

S D402よ りも深く,側溝を改修したものかもしれないが,調査区内で検出した長さは短く,調査区

外に延びるので詳細は不明である。埋土は暗褐色ローム・黄褐色シルト・オリーブ褐色シルトを基調

とし,ほ lF7k平堆積で3層 に分かれる。

出土遺物は土師器小片多数と珠洲甕 1点,壼 2点,悟鉢 1点で,指鉢は13世紀中頃～14世紀中頃の

ものである。

414号滞 (S D414,第 51図 ,図版18)

C3地区の道路 SFlの路面にあり, SFlに対 しほぼ直交する。道路面の波板状圧痕とみられ,

路面の補強または補修に関連するものか。最大幅は45cmで ,深さは10cmで ある。埋土は黄掲色シルト

質ロームが混じる褐灰色シルトである。

出土遺物は珠洲悟鉢 1点 (2つ で,12世紀後半～13世紀前半のものであり,遺構の年代を示すも

のと考えられる。

415号溝 (S D415,第 51図 ,図版18)

C3地区の道路SFlの路面にあり, SFlに対しほぼ直交する。道路面の波板状圧痕とみられ,

路面の補強または補修に関連するものか。最大幅は36cmで ,深さは1lcmで ある。埋土は黄褐色シルト

質ロームが混じる褐灰色シルトである。

出土遺物は珠洲橋鉢 (%7・ た0の 他に甕 3点,壺 1点がある。溝の規模に対して少なくない出土

量であり,路面補強のために埋土に混ぜられた可能性が考えられる。

416号溝 (S D416,第 51図 ,図版18)

C3地区の道路 SFlの路面にあり, SFlに対しほぼ直交する。道路面の波板状圧痕とみられ,

路面の補強または補修に関連するものか。最大幅は30cmで,深 さは4 cmで ある。埋土は責褐色シルト

質ロームが混じる褐灰色シルトである。

出土遺物は須恵器甕 1点,珠洲橋鉢 2点,甕 4点がある。溝の規模に対して少なくない出土量であ

“



2 遺構

り,路面補強のために埋土に混ぜ られた可能性が考えられる。

417号溝 (S D417,第 51図 )

C3地区の道路 SFlの 路面にあり, SFlに対 しほぼ直交する。道路面の波板状圧痕 とみられ,

路面の補強または補修に関連するものか。楕円形を呈するが,隣接するS D414～ 416と 同じ性格のも

のと考える。最大幅は37cm,長 さは84cm,深 さは 5 cmで ある。埋土は黄褐色シル ト質ロームが混 じる

褐灰色シル トである。出土遺物はない。

437号溝 (S D437,第 51図 )

C4地区の道路 SFlの 路面にあ り, SFlに対 しほぼ直交する。道路面の波板状圧痕 とみられ ,

路面の補強または補修に関連するものか。最大幅は48cmで ,深さは12cmで ある。埋土は褐灰色シル ト

が混 じる黄褐色シル トである。出土遺物はない。

453号溝 (S D453,第 55図 )

Cl地区からC7地区へと続 く溝で,高岡市教育委員会が調査を実施した北側の地区でも,緩やか

に弧を描 く流路の延長が確認されている。断面形は逆台形に近 く,人工的に開削された溝の可能性が

高いと考えられる。

最大幅は4.8mで ,深さは66cmで ある。西側は底面が一段高 くなっており,埋土に切 り合いがある

ので,流路の移動による時期差を示すものと考える。上層は灰黄褐色砂質ローム等を基調とし,灰黄

色シル ト,灰黄褐色粘土質ローム等を挟んで最下層に礫混じりの灰責褐色砂が堆積する。最下層は水

勢のある河川堆積層 とみられ,遺物の多 くはこの層から出土している。

出土遺物は弥生土器 (2つ ・土師器・須恵器 (%θ～愛0・ 中世土師器 (%7・ 愛0。 珠洲 (フ2～

〃絡・%」～刀の 。越前・古瀬戸 (〃σθ・〃791・ 中国製白磁 (2絡 )。 中国製青磁 (ツ 71・ フ721・ 越中瀬

戸 。加賀 (刀の 。土錘 (2孵・那の・鉄津 (%。 5の である。古代の遺物もあるが主体は中世のもの

で,開削が古代まで遡るかは不明である。中世の遺物では12世紀後半～13世紀のものが多いが,古瀬

戸・越前・加賀など13世紀後半～14世紀の遺物もわずかではあるが下層から出土しているので, SD

453は少なくとも12世紀後半には開削され,14世紀まで流れがあったと推定する。また,流れの方向

からみて同時期の自然河川S D301へ と合流するものと考えられる。

829号溝 (S D829,第 49・ 50図 ,図版15)

C4地区南東部に位置する。S D846と 並行して走り, ともに道路の側溝であった可能性もあるが

検出した長さが短く,建物位置とも重複するため不明である。最大幅は26cmで ,深さは8 cmである。

埋土は灰黄色シルトが混じる褐灰色シルトである。出土遺物はない。

837号滞 (S D837,第 21図 ,図版12)

C4地区南東部に位置する。最大幅は20cmで ,深さは 8 cmで ある。埋土は暗灰黄色砂質ローム・灰

責色シルトが混じる褐灰色シルトである。古代の溝 S D 744を 切る。出土遺物は土師器の小片 1点で

ある。

843号溝 (S D843,第 19。 21図 )

C4地区南東部に位置する。最大幅は32cmで ,深さは10cmで ある。埋土は黒褐色シルトである。切

り合いではS K844よ り新しい。S K743と の切り合いは明確でなく一連の遺構かもしれない。出土遺

物はない。

846号溝 (S D846,第 49・ 50図 ,図版15)

C4地区南東部に位置する。S D829と 並行して走り,と もに道路の側溝であった可能性もあるが

“
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検出 した長 さが短 く,建物位置 とも重複するため不明である。最大幅は30cmで ,深さは 5 cmで ある。

埋土は灰黄色 シル トが混 じる灰黄褐色 シル トである。出土遺物はない。

914号 自然流路 (S D914,第 49・ 54図 ,図版21)

C4地区南東端に位置する。 S D915。 S D916が分岐し一連の遺構 と考えられる。自然流路の一部

と考えられるが,撹乱を受けてお り,最大幅は1.83m,深さは18cmと 浅い。埋土は灰黄色シル ト混 じ

りの褐灰色シル トである。

出土遺物は土師器・珠洲 (7`D・ 中国製白磁・土製品・焼けた自然礫で,珠洲括鉢の底部は底面で

伏せた状態で出土 したも珠洲片が最も多 く,悟鉢の他に奏片が 3点ある。

915号 自然流路 (S D915,第 49・ 54図 )

C4地区南東部に位置する。 S D914か ら枝分かれし一連の遺構 と考えられる。自然流路の一部と

考えられ,最大幅は1.24cm,深 さは18cmで ある。埋土は灰黄色シル ト混 じりの褐灰色シル トである。

出土遺物はない。

916号 自然流路 (S D916,第 49・ 54図 )

C4地区南東部に位置する。 S D914か ら枝分かれし,一連の遺構 と考えられる。自然流路の一部

と考えられ,最大幅は52cm,深さは 9 clnである。埋土は黒褐色シル ト質ロームである。出土遺物は珠

洲で,奏片 5点 と悟鉢片 1点がある。

924号溝 (S D924,第 51図 ,図版19)

C4地区の道路 SFlの 路面にあり, SFlに対 しほぼ直交する。道路面の波板状圧痕 とみられ ,

路面の補強または補修に関連するものか。最大幅は48cmで ,深さは 4 cmで ある。埋土は灰黄色シル ト

が混 じる暗灰責色シル トである。

出土遺物は珠洲・焼石である。珠洲は甕の破片 1点で,底面から出土した。路面の補強のために埋

められた可能性が考えられる。

925号溝 (S D925,第 51図 ,図版19)

C4地区の道路 SFlの 路面にあり,SFlに 対 しほぼ直交する。道路面の波板状圧痕 とみられ ,

路面の補強または補修に関連するものか。最大幅は36cmで ,深さは 4 cmで ある。埋土は灰黄色シル ト

が混じる暗灰黄色シル トである。出土遺物はない。

1005号溝 (S D 1005,第 55・ 56図 )

C5地区の南北方向の溝で,北側で S D 1011に合流 し,南偵1は撹乱を受ける。 S D 1008と並行 して

走るが検出した長さが短 く性格は不明である。最大幅は96cmで ,深さは 8 cmと 浅い。埋土は灰黄色

ロームが混 じる黒掲色シル ト質ロームである。

出土遺物は土師器小片数点,須恵器甕 1点である。

1007号溝 (S D 1007,第 55・ 56図 ,図版21)

C5地区の東西方向の溝で, S D 1011と 並行 して走る。ともに道路の側溝であった可能性 もあるが,

検出した長さが短 く平面形も不整形であるため詳細は不明である。最大幅87cm,深さは24cmで ある。

埋土は灰黄色シル ト混じりの黒褐色ロームである。

出土遺物は縄文土器・土師器・須恵器・鉄津で,須恵器重片 2点の他は破片各 1点の出上である。

1008号溝 (S D 1008,第 55・ 56図 )

C5地区の南北方向の溝で, S D 1007・ S D10■ と直交する。 S D 1008と 並行 して走るが検出した

長さが短 く性格は不明である。最大幅は78cmで,深さは32cmである。埋土は灰黄色シル ト混 じりの黒

∂7
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掲色ロームである。

出土遺物は土師器小片数点,須恵器甕 1点,珠洲甕 1点で,他に骨針を多 く含む粘土塊がある。

1011号溝 (S D 1011,第 55。 56図 ,図版21)

C5地区の東西方向の溝で, S D 1007と 並行 して走る。ともに道路の側溝であった可能性 もあるが ,

検出した長さが短 く詳細は不明である。最大幅は57cmで,深 さは14cmで ある。埋土は灰黄色ローム混

じりの黒褐色ロームである。出土遺物はない。

1104号溝 (S D l104,第 57図 )

C6地区の溝で,枝分かれする部分もあるが検出した長さも短 く性格は不明である。最大幅は68cm

で,深さは12cmで ある。埋土は黒褐色シル ト質ロームと黒掲色シル トである。

出土遺物は土師器・須恵器 (刀θ)。 中世土師器 (∂θの である。土師器甕 。中世土師器皿の破片が

多 く,須恵器は杯 1点である。遺物から13世紀以降の遺構 と推定する。

1209号溝 (S D 1209,第 49。 50図 ,図版21)

C7地区中央に位置 し,道路の狽1溝 S D401に 切られつつ並行 して走る。最大幅は80cmで ,深 さは

4 cmで ある。埋土は責橙色粘土が混 じる暗褐色シル トの単層である。道路に関連する溝とみられるが ,

S D401か らみると比較的浅いため,掘 り直す前の側溝 というより道路の路面の改修痕と考えられる。

出土遺物は土師器の把手 (∂例)1点 と珠洲小片が数点ある。

1370号溝 (S D 1370,第 49・ 50。 52図 )

C7地区北側に位置 し, S D401と 並行 して走る。検出面が削平を受けているため途切れがちであ

るがC3地区・C4地区の S D402の 続 きと考えられ,道路 SFlの 北側の側溝と推定される。最大

幅は90cn4で ,深さは 6 cmで ある。埋土は暗褐色シル ト混 じりの黒褐色シル ト,にぶい黄橙色粘土混 じ

りの暗掲色砂質ロームである。出土遺物はない。

1413号溝 (S D 1413,第 49・ 50図 )

C7地区北側中央に位置する。南北方向の溝で,検出した長さは短 く平面形はやや歪である。最大

幅は42c14で ,深さは12ct4である。埋土は黄橙色粘土が混じる暗褐色シル トの単層である。

出土遺物は須恵器壼 1点 ,中世土師器皿 2点,珠洲小片 2点である。

1454号溝 (S D 1454,第 49・ 50図 )

C7地区中央やや東よりに位置し, S D 1504か ら分岐する短い溝である。最大幅は23cmで ,深さは

5 cmである。埋土はにぶい黄橙色粘土混 じりの暗褐色シル トで単層である。

出土遺物は須恵器甕 2点 ,中世土師器小片多数,珠洲甕 1点である。

1485号溝 (S D 1485,第 49・ 50図 ,図版21)

C7地区中央やや東よりに位置する。道路の側溝 S D401か ら直角に分岐して南下し,南側のL字

状に曲がる溝に接続する。 L字状の滞の西側をS D 1504と したが,一連の溝と考えられる。溝に囲ま

れた範囲内には軸方向を溝と同じくするS B26があり,建物を含む特定範囲を囲続 した区画溝の可能

性もある。最大幅は58cmで,深さは13cmで ある。 S K 1445と 重複するが,埋土の切 り合いがなく同時

期に埋められた可能性が高い。 S K 1445が S D 1485に伴うものとすれば貯水槽等として設けられたも

のであろうか。

出土遺物は土師器・須恵器 (立珍・珠沙‖・鉄淳 (50である。土師器小片が多 く,須恵器は杯 2点 ,

杯蓋 2点,甕 3点で,珠洲悟鉢 。鉄津は各 1点である。遺構の年代は, S D401に繋が り, S D 1504

と一連の遣構と考えられることから,12世紀後半～13世紀前半と推定する。

謬
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1504号溝 (S D 1504,第 49・ 75図 ,図版21)

C7地区中央やや東よりに位置し, S D 1485の続きとみられる。最大幅は95cmで,深 さは10cmで あ

る。埋上の切 り合いではS K1296・ S E 1299よ り古 く, S K 1296で 13世紀前半の遺物が出土 している

ことからS D 1504の 年代は12世紀後半～13世紀前半と推定される。また S B25の柱穴 S P 1424よ り古

い。 S Kl襲5と は重複 しているが切 り合いはみられなかった。

出土遺物は須恵器杯蓋 (“Dで ある。

D 道路

1号道路 (SFl,第 52・ 53図 ,図版19)

C3地区からC4・ C7地区に向かって続く道路である。最大幅は1.30mで ある。 S D401・ SD
402。 S D403・ S D 1370を側溝とする。北側の側溝は浅いが,南側の側溝は深くほぼ逆台形状に作ら

れており水路としての機能も持っていた可能性がある。

路面は西側では波板状圧痕S D414～ 417。 S D437・ S D924・ S D 925が あり,他に浅い土坑状の

S K428。 S K429も 道路補修痕の可能性がある。東側では細かい自然礫を用いたバラスが検出され,

路面補強のため敷かれたものと考えられる。路面直上では土師器・須恵器 。中世土師器・珠洲の破片

が数点出上した。 S D401に 沿う浅い溝 S D 1209は路面改修の痕跡と推測する。方向はおよそN―

70°一Wで ,周辺の建物には軸方向が近いものが多い。また道路と重なる建物がないことからも,周

辺の開発に伴って建物群が道路SFlの沿道に建築されていったものと推測される。道路の年代は側

溝の遺物から,12世紀後半頃構築され,14世紀頃まで機能したものと考えられる。

p
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